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静岡県駿東郡長泉町に所在する西山遺跡は、愛鷹山麓中腹の南緩斜面に位置し、第二東名建

設事業に伴い発掘調査された。愛鷹山麓には、!日石器時代と縄文時代とを主体に数多くの遺跡

が残され、全国的にも著名な地域である。今回報告する西山遺跡は、第二東名No，2地点、として

発掘調査され、石器時代である姶良。 丹沢広域火山灰降下直後、第 I黒色帯下層の第H文化

層から縄文時代中期ころまでの長い期間にわたる生活跡を見い出すことができた。

後期旧石器時代の中頃である第E文化層は、最寒冷期に近づいた時期であり、出土した石器

も当該期に特徴的な器種から組成されている。今回の報告は、当該期の基準となる資料を提

示すると同時に、これら 法についても、重要な資料を報告できたと考えて

いる。

後期!日石器時代の終わりころである第 I文化層は、ナイフ形石器文化終末期と捉えられる。

-J とする石器群として良好な

料である。

縄文時代は、 ら中期ころまでの している。約 1万年前と
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1.本書は静岡県駿東郡長泉町元長窪宇内出483-1他に所在する西山遺跡(第二東名NO.2地点)

告書である。

2。発掘調査は、平成11年10月四日~同年11月19Bに実施した確認調査の結果を受け、

東名高速道路建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査として日本道路公団静岡建設局沼津事務所の委託を

受け、静岡県教育委員会文化課の指導のもと、長泉町教育委員会の協力を得て、財団法人静岡県埋蔵

文化財調査研究所が平成12年 1月 6日~同年3月22日まで実施し

(第二東名NO.2地点)の資料整理は、平成17年4月から

の調査報

3月まり
えJ 。

下のとおりである。4 調査体制は、

(確認、調査・本調査)

及川調査研究一課長伊藤友雄、調査研究部長

木崎道昭、

調査研究部長

前嶋秀張、笹原芳郎

石川

前崎秀張、

に明示した回一一

所長

主任調査研究員前嶋秀張、

平成13年度(基礎整理)

所長斎藤忠、副所長

調査研究部次長⑩一課長及川

(整理'報告書作成)

所長斎藤忠、常務理事平松公夫、調査研究部長

調査研究部次長@一課長 中嶋郁夫、主任調査研究員

調査研究員 野田正人、成田修一

5.本蓄の執筆は、

章により複数名の場合は文末に記し

6⑨石器の石質分類は、考古石材研究所

し、これに基づいて技術員

晃、

司、主任調査研究員

山下

勝山百合、

時)に委託し

望月明彦氏に依頼し

8。先土器時代第H文化層の石器使用痕分析は、株式会社アルカの山田しよう

9.先土器時代第H文化j曹の炭化物C14年代測定およ

7. 

した0

10。発掘調査における写真については主任調査研究員 前崎秀張、

物写真については、調査研究員岩本貴の指導のもと、

遺物は、すべて静岡県埋蔵文化財調査研究所が保管している。

本書の編集は、静両県埋蔵文化財調査研究所が行った。

し、遺調査研究員

金 した。

11 

12. 



凡例

本書の記載については、以下の基準に従い統ーを図った。

1.調査区方眼設定は、世界測地系変更以前の現地調査のため、日本測地系(平面直角座標四系)の軸

線を基準に、日本測地系座標 (X=-94，350.000m Y=34，080.000m) = (A. 1)と設定した。

2. 出土遺物は、通し番号と、石器S、土器P、醸R、鉄製品M、炭化物Cの略号を付した。

3. 土層、土器の色調は、新版『標準土色帖~ (農林水産技術会議事務局監修 1992)を使用した。

4. 出土遺物の拓影図・実測図は、原則として土器1/2、剥片石器1/1・4/5、機石器1/2の縮尺で掲載し

た。

5. 出土遺物の写真図版は、原則として石器は1/2縮尺、土器は任意縮尺で掲載した。

6.石器・棟一覧表の見方について

遺物番号:原則として発掘調査時の取り上げ番号である。なお、 1210"'"'1249は確認調査時出土の遺

物であり、確認調査時の取り上げ番号は備考欄に記載しである。

枝番号:同一の遺物番号の遺物が複数存在するときにアルファベットで区別した。

a . b:同一地点取り上げの遺物、ダブリ

A . B:欠損(ガジリ)により分割されてしまった遺物。この場合A+Bで接合時の属性も合わ

せ表示した。

器 種:器種名の前に「微・」とあるものは微細な剥離痕のあるの略である。砕片としたものは、

長さ・幅・厚さのすべてが1.0cmに満たない石器とした。

グリッド :A1グリッドの杭をグリッド原点とし南北方向を10mごとにアルファベット (X座標)、

東西方向を10mごとに自然数 (Y座標)に設定した。

長 さ:剥片類の場合は打撃の方向に直交するように計測を行った。ほとんどの石器の場合、そ

の長さは作業面の長さと同一になるが、打面が傾斜しているものの場合は、打面の分、

長さが長くなっている。それについては備考欄に「傾斜打面」と記しである。

醸石器・礁は、長軸がわかるものはその長軸、わからないものは残存している最大長で

計測。

幅 :長さに直交する最大幅。

厚 さ:その遺物で一番厚い部分。

重 さ:<0.1"'"'<1200 gまでは電子計りで、 1200"'"'< 2000 gは上皿計り(普及型)、 2000g "-'は

体重計で計測した。

石質(略称一覧):後に示す。

推定産地:黒曜石の蛍光X線分析により推定された産地の略号。後に示す。

母岩別:①先土器時代の黒曜石製石器について

黒曜石の蛍光X線による産地推定分析の結果を参考に、黒曜石の母岩別資料分類を行い、

その名称・略号を記入した。その内容は後に述べる。(第3章2節)

②縄文時代の輝石安山岩製台石について

分布状況と破砕した形状により 1点から数点の台石が破砕している状況が観察できるた

め、台石及び台石の一部と考えられるものに「台石同」と記入した。それ自体台石と考

えられるものについては、備考欄に「台石」と記入した。



折 断:微@折断剥片、折断剥片、砕片において折れている部位を記入。

折 損:発掘調査時以前に本来の形が損なわれていると考えられるものにその部位を記入。

欠

①ナイフ形石器、尖頭、器、スグレイパ一、有舌尖頭器、石銀、打製石斧、局部磨製石斧

において本来の形が損なわれている状態で出土したと考えられる場合その部位を記入。

なお、裏Oは裏から見たときの位置。

②磨石、敵石、台石、磯において本来の形

記し

熱:赤・黒 e 白・ヒピ。テカリ@不透明などと

損:発掘調査時以降の新規欠損。ガジリ。

ていると考えら ものに「完形」と

裏Oについては折損の項目に準じる。

備 考:各項目で記載の不足な点について記入。

。遺構出土のものはそれを記した。なお、遺構の略号については以下

@遺物番号の他にその遺物を示す番号がある場合、それを記した。

例)確認、調査01、表採a、カクラン a

⑩微細な求II離痕の位置を記す。裏Oにvついて}土折損の項司に準じる。

⑮磯面をもっ場合それを示す。

⑩剥片類のうち、打面が傾斜していて、打撃の方向の最大長を計測した場合、石核に残

される作業面の長さよりも長くなると考えられるものには「傾斜打面」と記入した。

にタ スス状の付着物がある場合、それを記入した。

石質略号一覧

番号 手口 名 英 名 略号 番号 平日 名 英 4λ7 コ

黒 曜石 Obsidian Ob 14 7J< 品 Rock RC 

ガラス質黒色安山岩 Glassy black and巴siteI GAn 15 安 山 岩 Andesitε An 

流紋岩 16 アブライ Aplite Ap 

珪質粘板岩 Siliceous slate SSL 117 JiIT 岩(細粒) Fine sandstone 7ど?とJ、s

ホルンブェルス Hornfels 日or 18 砂 岩(中粒) Medium sandstone MSS 

赤玉石 Red jasムDer R]a 19 輝石安山岩 Pvrox巴ne-andesite

7 メ / ウ 20 多子L質玄武宥 Vesicular basalt VBa 

8 細粒安山岩 Fine andesite FAn 21 1ム 百口 とペコ包 Basalt Ba 

9 硬質凝灰岩 Hard tuff HT 22 多孔質安山岩 Vesicular andesite VAn 

10 頁 1イ1コi Shale Sh 23 ン /レ 「 岩 Si1t-stonε SiS 

11 緑色凝灰岩 Green tuff GT 241細粒凝灰岩 Fine tuff FT 

12 硬質細粒凝灰岩 Hard fine tuff HFT 251細粒斑糖岩 Fine FG 

13 玉 髄 Cha ※ Py→斑晶

黒曜石推定産地略号一覧 遺構略号一覧
K 

略号 推 定産 地 略号 推定産地

HNH日 箱根畑宿 SWI-ID 諏 訪 星 ヶ 台

τ τm  *# ;:6すっ
炭化物

AGKT 天城柏峠 TSTY 土坑

KZOB 神津島恩馳島 不可 分析不可能 焼土

WDHY 和田芙蓉ライト 小小可 微紹なため分析不可能

羽TDTY 和田鷹山 風化不可 風化のため分析不可能

WDKB 1 和田小深沢 J 
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第 1章調査に至る経緯

第 1節第二東名建設に伴う埋蔵文化財の取り扱いの経緯

混雑化する東名・名神高速道路の抜本的な対策として、昭和62年の道路審議会において第二東名・第

二名神の建設が建議された。その後、第四次全国総合開発計画の閣議決定、国土開発幹線自動車道建設

法の一部改正等を経て、平成元年 1月に開催された第28回国土開発幹線自動車道建設審議会において、

飛島村~神戸市聞の第二名神とともに、横浜市から東海市に至る延長約270kmの第二東名高速道路の基本

計画が策定された。静岡県内においては東西に貫く形となり、その延長は約170kmで、ある。この基本計画

策定を受けて静岡県は、平成元年12月、第二東名建設推進庁内連絡会議を設置したが、教育委員会文化

課もメンバーとして協議に参加した。

その後、第二東名の基本計画については、文化財を合む環境影響調査等が行われ、他の公共事業や地

域開発計画との調整を図った上、平成3年9月24日には静岡県内長泉町~引佐町聞の都市計画決定告示

がなされた。

こうした環境影響調査と並行する形で、埋蔵文化財の分布状況の把握作業もなされている。第二東名

建設に関する調査の指示を受けた日本道路公団は、平成4年2月17日付で文化庁へ通知を行うとともに、

平成4年5月11日付で、日本道路公団東京第一建設局長から静岡県教育委員会教育長あてに、長泉町~

引佐町聞の埋蔵文化財分布調査、その手続きの依頼を行った。また、平成4年8月27日付で日本道路公

団東京第一建設局静岡調査事務所長から静岡県教育委員会教育長あてに、「第二東海自動車道の埋蔵文化

財包蔵地の所在の有無について」の照会がなされている。これを受けて県教育委員会は、平成4年9月

29日に関係市町村教育委員会を集めて、第二東名路線内の埋蔵文化財踏査連絡会を開催するとともに、

第二東名路線内における埋蔵文化財の所在についての照会を行った。踏査結果については、各市町村教

育委員会からの回答を基に協議を行い、県教育委員会が取りまとめたものを平成5年3月四日付で、静

岡県教育委員会教育長から日本道路公団東京第一建設局静岡調査事務所長あて回答がなされている。こ

の時点での調査対象箇所は136箇所、調査対象総面積が1，453，518niとなっている。

その後、長泉町~引佐町聞については、平成5年11月19日付で日本道路公団に施行命令が出された。

これに伴い、日本道路公団東京第一建設局および静岡県土木部高速道路建設課、静岡県教育委員会文化

課で、埋蔵文化財調査の進め方について協議が行われた。調査対象範囲の確定、個々の遺跡の取り扱い

等について協議されるとともに、発掘調査の実施については日本道路公団が閑静岡県埋蔵文化財調査研

究所へ委託を行うことが確認されている。しかしながら、第二東名建設に伴う埋蔵文化財調査について

は、短期間に膨大な調査量が想定され、そのための調査体制をどのように確保していくかが、大きな課

題となった。

さらに平成6年度には、県教育委員会文化課職員が上記の調査対象箇所について、具体的な調査を進

めるための状況調査を行うとともに、前年示されたパーキングエリア・サービスエリア予定地について

の踏査を当該市町村教育委員会に依頼、年度末にはその報告・取りまとめがなされている。こうした状

況調査やあらたな踏査結果を基に見直しがなされた結果、この段階での調査対象地点は133箇所、調査対

象総面積は1，286，759niとなっている。

平成7年度後半には、路線の一部では幅杭の打設が開始されており、埋蔵文化財の調査の開始につい

てもかなり見通しがでてきた。こうした状況の中で、第二東名建設に係る埋蔵文化財の取り扱いを協議

する場として、日本道路公団静岡建設所(平成6年2月設置)と県教育委員会文化課による「第二東名
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関連埋蔵文化財連絡調整会議」が設置され、第 1回の協議が平成7年12月13日に行われている。これ以

降、細かい埋蔵文化財の取り扱いについては、この会議において協議していくこととなった。なお、日

本道路公団静岡建設所は平成8年7月 1日をもって、日本道路公団静岡建設局に改組されている。

平成8年度には、第二東名建設に係る埋蔵文化財の調査の実施が具体化し、日本道路公団静岡建設局

と静岡県教育委員会は、平成8年9月24日付で第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財の取り扱いについて

の確認書を締結、さらに調査実施機関である側静岡県埋蔵文化財調査研究所を入れた三者は、平成8年

9月25日付で第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査実施方法等について定めた協定書を締結し、

平成8年度内に一部埋蔵文化財の調査に着手していくこととなった。年度後半には、掛川市倉真のNO.94

地点、浜北市大平のNo.136地点、岡市四大地のNO.137地点の確認調査が実施されている。その後、平成9

年度からは、発掘調査も本格化し、県内各地の確認調査から順次着手していった。

一方、長泉町~御殿場市間についても日本道路公団に対し、平成9年 1月31日付で建設に係る調査開

始指示が出され、さらに平成9年12月25日付で施行命令が出されている。この区聞については、建設省

の依頼により平成6年度後半に踏査が行われ、調査対象地点のリストアップが行われていたが、調査開

始指示を受けて、再度平成10年9月2日付で日本道路公団静岡建設局長より静岡県教育委員会教育長あ

てに「埋蔵文化財包蔵地の所在の有無について」の照会がなされている。これを受けて、県教育委員会

文化課は関係する市町村教育委員会に平成10年9月25日付で再踏査の依頼をするとともに、 10月2日に

は踏査の実施に関する打ち合わせ会を行った。 11月上旬には、長泉町・裾野市・御殿場市教育委員会か

ら踏査結果についての報告がなされたが、県教育委員会文化課はそれを取りまとめ、平成10年12月17日

付で県教育長から日本道路公団静岡建設局長あての回答を行った。この区間で埋蔵文化財調査の対象と

なった箇所は21地点、調査対象総面積は108，734ばであった。関係者協議の結果、これらの調査対象地点

についても、傭)静岡県埋蔵文化財調査研究所が調査を実施することとし、平成11年3月5日付で協定変

更を行っている。

なお、第二東名に係る埋蔵文化財の調査は、関係者協議の結果、基本的には本線及びサービスエリア・

パーキングエリア、排土処理場について閑静岡県埋蔵文化財調査研究所が調査を実施、工事用道路及び

取付道路部分については、当該市町村教育委員会が対応することとしたが、調査の進展に伴う調査の事

業量の増大に樹)静岡県埋蔵文化財調査研究所の体制が追いつかず、本線部分の一部について、沼津市や

静岡市、浜北市、富士宮市、裾野市、富士市の各教育委員会に対応してもらうとともに、特に東部地域

を中心に、民間の発掘調査支援機関の導入を図った。

このような経緯の中、駿東郡長泉町地域の沼津インターチェンジ部分の現東名高速道路と第二東名高

速道路および東駿河湾環状道路との接続部分にあたる地点の埋蔵文化財調査として、西山遺跡(第二東

名NO.2地点)の調査が行われた。

第2節発掘調査の方法と経過

1.調査発掘の方法

遺跡全体を把握するために日本測地系座標 (X，Y) ニ (--94，350，34，080) を原点として遺跡全体

に10X10mの方眼を設定してグリッドとした。このグリッドに南から北にA，B， C...とアルファベッ

トの記号をつけ、西から東にし 2， 3...とアラビア数字の記号をつけた。

遺物の位置は、株式会社トプコン社のトータルステーションGTS-700を用いて日本測地系座標によ

って取り上げた。その際には通しの遺物番号をつけ出土層位ごとに行った。遺構の実測は基本的には手

実測で行い、補助的にトータルステーションを用い、調査範囲やテストピット、等高線の測量はトータ
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ノレステーションで、行った。発掘調査で記録したデータは株式会社シン技術コンサルの「遺跡管理システ

ム」を用い記録・活用した。

2.確認調査

平成11年10月18日から平成11年11月19日に確認調査を行った。調査区の中央より北側の部分に調査区

を分断する形で、大きな撹苦しがあったため調査対象とはしなかった。その北側は原地形を残していて、南

側から見ると一段高くなっている。この部分を 1区とし、撹乱より南側を2区と呼称した。

幅2mのトレンチ 1カ所とテストピット 4カ所を設定し、現表土より約20cm重機で掘削した。これを精

査し、歴史時代から弥生時代に至る遺構と遺物の有無を調査したが、確認されなかった。続いて入力で

。 30汁1

第 1図 調査区とグリッド国置図(1/800)
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約10cm掘り下げ、縄文時代の遺物包合層の確認の有無を行った。 トレンチ 1南西側で休場層上面に竪穴

状の落ち込みを確認したため、西側を約4m拡張して遺構の性格を調査したところ、小規模断層に伴う

土層の変化という結論を得た。この拡張区内には陥穴4基が確認されたため、平面 e 垂直断面図を作成

し記録写真を撮影した。遺物はテストピット 1とトレンチ 1より栗色土層、富士黒色土層を中心に石器、

礁などが出土した。 1・2区共に縄文時代の遺物が出土したが、 2区では包含層が大きく削平されてい

ることが予想された。

次にテストピット 4カ所を2.5m掘り下げ、先土器時代の遺物の有無を調査し、テストピット 4とトレ

ンチ 1拡張部で遺物の出土を確認した。漸移層と休場層から石器、 BB1層から膿などが出土した。先土

器時代の遺物は 1区では確認されなかったため、 2区を中心に遺物が分布することが予測された。遺物

位置の記録、土層断面図作成、安全対策並びに遺構と遺物の保護を行い、調査を終了した。

3.本調査

確認調査の結果を受けて、平成12年 1月6日から平成12年3月21日の約 3カ月間本調査を行った。

1区では暗褐色土層下部まで重機で掘削し以下人力により掘り下げた。暗褐色土層下音防ミら栗色土層

を中心にして縄文土器、石器、礁が出土した。また、打製石斧。局部磨製石斧の集積遺構や焼土土止など

の遺構も検出された。碍認、調査では工区において先土器時代の遺物は検出されなかったが、富士黒色土

層中より該期の遺物が検出されたので、テストピットにより調査したところ、テストピット 1" 5から

9において休場層からナイフ形石器や礁が出土した。

2区は確認、調査の結果より、縄文時代の遺物包含層はほとんど削平されていると考えられていたが、

東南部に富士黒金土層がかなり良好に残存していて、一部に暗褐色土層や栗色土層も残存することがわ

かった。人力で掘り下げたところ土器、石器、礁などの多くの遺物が検出された。また休場層を確認面

として多くの土坑が検出されたが、大半は縄文時代の陥穴と考えられる。 2区の大半において休場j曹を

掘り下げたが、中央部に黒曜石製の石器の集中部が見られた。

休場層より下層はテストピットにより調査し、ニ、セローム層からBB1)曹にかけて信州産黒曜石製の石

器集中部と炭化物集中部が重なって出土したのとともに、石器を伴わない炭化物集中部も検出された。

なお、テストピット 1はBB班、 4はBBVの下の褐色帯、 5・6" 7 . 8・9はBBI層、 10はBBII 

層ヲ 2・3はBB'JI層、 11・12' 13 . 1L1はscm層まで確認した。

4，資料整理・

資料整理・報告書作成は、平成17年4月~平成18年 3月に行った。出土遺物の内訳は、先土器時代の

石器303点、磯11点、炭化物65点、縄文時代草創期の石器6点、土器 1点、縄文時代の土器223点、石器

497点(うち 、離170点、炭化物60点、時代不明の土器 1点。鉄製品 1点であ

った。そらをまとめると

まず、石器、土器、

1， 一一一こめつ

遺物番号の注記を行った。ホルンフェ

薬品処理 (PARALOID B -i2、ワッカ- OH によって風化が進むのを防い

次に、器と離は、両者の区別を行い、出土層イ立@標高・石器形態。石質にようで持代@

し、遺物自体の属性について台帳作成を行った。台|[樹立、先土器時代は「先土器時代

について

「縄文時代石器 1j (剥片石器縄文時代草創期を含む〉、「縄文時代石器2. (礎石器)当「縄

文時代 台石同一母岩別資料」、縄文時代 議」にわけで作成し、観察事項、計測値を記載した。

石器は、

類、

中心に実誤u図を作成し、

た。黒曜石の産地推定

- .1 

について 縄文時代の石



器については調整加工や微細な剥離痕のあるものを中心に抽出して行った。さらに、先土器時代のもの

についてはこの結果を参考に、母岩別資料分類を行った。礁は接合作業を行い、石質分類を行った。

土器は、型式分類を行った後、状態の良好なものを拓本・実測した。それらの特徴を土器観察表にま

とめて記載した。また、炭化物は時代で分けずに「炭化物」の台帳を作成した。

遺構については、実測図と写真を貼り込み、出土状況を記載した「遺構カード」を作成した。

報告書作成に際し、全体図や遺構図などの図版作成、出土状況の記録と各台帳に基づき一覧表・接合

資料表の作成、一覧表・接合資料表に基づき組成表の作成、遺物写真の撮影を行った。
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第2章遺跡の概要

第 1節遺跡の地理的環境

愛鷹山(標高1，504m)は十数万から数十万年前に活動していた円錐形の成層火山である。この活動は

新・古の二時期に分けられ、古期の凝灰角牒岩層、玄武岩層と新期の安山岩層から形成される。約5万

年前に活動を終えたとされ、その後、富士山や箱根山の火山活動によってローム層が発達した。

この山の東南麓は開析谷が発達し、比較的緩やかな斜面となっている。特に桃沢川と高橋川に挟まれ

た一帯は広大な扇状の緩斜面であり、先土器時代から古墳時代の遺跡が多数立地する。西山遺跡(第二

東名No.2地点)もこの部分の標高約141mにある。北東側は桃沢川が流れる深い谷が走り、河床からの比

高約40mの北西から南東にのびる丘陵の尾根上である。遺跡の南東側には現東名高速道路があり、それ

をこえると桜畑上遺跡(第二東名No.1地点)となる。西山遺跡からは南西に駿河湾、南に伊豆半島、東

に箱根山系を望み、遺跡が主に営まれた採集・狩猟時代には最適な環境であったことがうかがえる。

第2節遺跡の歴史的環境

愛鷹山南麓は、日本の旧石器時代遺跡が集中する地域として全国的に著名な地域である。「前期旧石器

提造事件」により、確実な前・中期!日石器時代が不明となった日本列島において、後期旧石器時代(先

土器時代・岩宿時代)が人類史の端緒である。愛鷹山南麓においても、 3万数千年前を越える、後期旧

石器時代の最初期である遺跡が確認されている。これは、第二東名建設に伴う発掘調査である元野遺跡

(第二東名No.19地点)から愛鷹上部ローム第四黒色帯から人為的な剥離痕を有する石器が確認されたこ

とによって確実になり、その後、第二東名No.25地点、第二東名No.26地点、第二東名No.27地点、東細尾遺

跡、富士石遺跡、梅ノ木沢遺跡等でさらに良好な資料が次々と検出されることとなった、これらのほと

んどが第二東名建設に伴う発掘調査によって得られた成果であり、質・量ともに日本最古の石器群を知

る上で重要な資料である。これら石器群の年代は、ほぼ確定的であるが、その石器群の内容は未整理と

いうこともあり、今後、他地域の同年代資料との比較研究によって、静岡県のみならず日本列島!日石器

時代初期の人類について貴重な情報を提供することになろう。

愛鷹山南麓の18石器時代は、 1995年に開催されたシンポジウム「愛鷹・箱根山麓の旧石器時代編年J

によって、その全体像が公にされた。この結果、第 1期から第5期までの石器群変選が設定され、それ

は、南関東をはじめ、日本列島中央部の!日石器時代石器群変遷とほぼ連動し、小地域といえども広域な

変動とともに時代変遷していくことが確認されている。それとともに、愛鷹山南麓においては、遠距離

石材である信州産黒曜石の使用が顕著で、近在産である箱根・天城系の黒曜石使用を上まわるという事

実も発表され、当地域の特徴も明確となっている。これら黒曜石の分析による成果は、蛍光X線による

産地推定全点分析法を確立した沼津工業高等専門学校教授望月明彦氏、沼津市教育委員会 池谷信之

氏によるもので、愛鷹山南麓の遺跡分析から日本旧石器時代研究のスタンダードとなる研究が始まった

ことも特筆すべき出来事である。

さらに、愛鷹山南麓の特殊性は、後期!日石器(先土器)持代前半期における落し穴状土坑群の多出で

ある。全国的にみても、神奈川県横須賀市長井台地遺跡群にしか類例はみられないにもかかわらず、愛

鷹・箱根山麓では総数160基以上を数えている。さらに、後期|日石器時代前半期に限れば世界的にも類例

は存在しないという。この落し穴状土坑群は、第二東名建設に伴う発掘調査においてNo.27地点、 No.28地
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。 10km 

1 西山遺跡(第一東名NO.2地点) 16中見代 I 32柏窪

2 桜畑上遺跡(第二東名NO.1地点) 17土手上 33柏葉尾

3 桜畑上遺跡 (1969年調査) 18広合 34西願寺

(2000-2001年大岡元長窪関連調査) 19広合南 35平畦

4 桜畑下 20ニツ洞 36陣馬上A

5 休場 21 北神馬土手 37陣馬上B
6 第二東名NO.15地点 22尾上イラウネ北 38大谷津

7 第二東名NO.14地点 23尾上イラウネ 39子ノ神

8 第二東名NO.13地点 24イラウネ 40向田A

9 西大曲第E 25中尾 41 東細尾A

10西大曲 26野台 42東細尾B(第二東名NO.141地点)

11八兵衛洞 27清水柳北 43富士石(第二東名NO.142地点)

12葛原沢第W 28清水柳 44東野(第二東名NO.143地点)

13西洞 29中峯 45八分平B

14中見代E 30柏窪B 46梅ノ;木平

15中見代E 31 相窪A 47 ;也回B

第 2図 西山遺跡と周辺遺跡地図(1/20，000)
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向田A遺跡、東細尾遺跡、富士石遺跡、東野遺跡、塚松遺跡で、みつかっており、愛鷹山麓全域に拡

っている可能性がある。小人数の遊動生活とされる!日石器(先土器)時代において、定置性があり、

多人数の膨大な労力が想定される士坑群の掘削は、旧石器(先土器)時代の概念を再検討させている。

愛鷹山南麓は、!日石器(先土器)時代とともに、縄文時代前半についても、遺跡が多いことが知られ

ている。特に草創期から早期末@前期初頭にかけては、特筆すべき遺跡がある。草倉u期に関しては、沼

津市葛原沢遺跡において隆帯文土器が検出され、さらに多縄文系土器群の押圧縄文土器とそれに伴う

穴住居跡も確認されている。これら土器は、その特徴から陸帯丈土器を「葛原沢 1式」、押圧縄文土器を

「葛原沢2式」と命名されている。

縄文時代早期前半は、「駿豆系撚糸丈土器」や「若宮型」など、隣接地域と連動しながらも、この地域

独特の土器型式を発達させている。また、早期後半の条痕文系土器群にも「清水柳E類」、「元野式」と

いったような土器群にみられるように、この地域与が主体となる土器群がみられる。また、「木島式」など

にみられるように東海系の土器がその素地となっている土器群や、反対に関束。中部高地系土器が素地

となっている土器群が存在し、愛鷹山南麓が東西両地域の境界地域であることを如実に示している。

縄文時代前期初頭までは、遺跡の数、規模ともに全国有数の地域であった愛鷹山南麓は、中期|ごろに

なると、遺跡数がやや減少すると同時に、中部高地や南関東に比べて遺跡の規模が非常に小さくなるこ

とが知られている。両地域では、遺跡数とともに大環状集落などが出現し、縄文時代の最盛期を迎える

が、当地域では遺跡数、規模ともに減少していしこの傾向は縄文時代後期、晩期ではさらに顕著にな

り、愛鷹山南麓に大規模な集落が形成されるのは、弥生時代後期まで待たなければならない。

愛鷹山南麓が、ふたたび活況を呈するのは、弥生時代後期末から古墳時代前期初頭にかけてである。

沼津市植出遺跡、北神馬土手遺跡など、この時期突如として、数多くの竪穴住居群や掘立柱建物群、方

形周溝墓群がつくられ、それらが、方形区画状に秩序をもって配置されている遺跡が調査されている。

これらのことから、「初期国家的な」地域集団が成立したこと とされている。

短期間に消えてしまう理由が、今後の研究課題である。

古墳時代には、後期群集墳が各尾根筋を単位に形成されている。しかし、古墳時代集落は存在せず、

主に墓域としての利用と考えられ、生活の場とはされていなかったと思われる。文献等では、古代から

近世にかけて「愛鷹牧」の記述があることから、野生馬も含めて馬等の家畜育成の場であったことも考

えられる。中世には興国寺城などにみられるように、尾根の末端部に城郭や居館がつくられている

山麓の積極的な利用はみられない。近世には幕府の御料地となり、原野の状況であったようだが、

期になると、江原素六による国有地払い下げによって山麓域農村の農地となった。

第二次世界大戦後、食料増産のため、さらに農地が拡大したが、食料不足の解消と農業人口の減少に

よって、多くはヒノキやスギの植林がされ人工針葉樹林となっている。また、山麓上部には多くのゴノレ

フ場が造成され、地理的位置から東西交通の集中部となることから、まず、山麓端に東海道新幹線が建

設され、その標高上位に東名高速道路が建設された。さらに沼津市街地や富士市街地のベッドタウンと

して住宅地が開発され、公共施設として広域運動公園や国民休暇施設、大規模工業団地等が次々と建設

されてきた。農業においても、静岡の「愛鷹茶」としてブランド化するほど、山麓域の製茶業は盛んに

なっている。
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第 3節層位と文化層

西山遺跡(第二東名No.2地点)の層位は以下のとおりである。

第 I層表土:耕作土

第 E 層 カワゴ平パミス (kgp)包合層:土色はHue10YR1.7/1黒色 ゅ3""'-'5mmの樺色スコリアを多

量に合む。しまり弱く、粘性無し。ざらざらした感触。

第 E 層 黒色土層(クロ):土色はHue10YR2/1黒色 ゅ3""'-'5mmの樺色スコリアを合む。白色パミス

を多量に合む。しまり有り、粘性弱い。

第 W 層 暗褐色土層 (AN):土色はHue10YR3/1黒褐色 φ2""'-'3阻の樺色スコリア、白色パミスを

多量に合む。しまり有り、粘性弱い。

第 V 層 栗色土層 (Ku):土色はHue10YR3/3暗褐色 φ1""'-' 2mmの樺色スコリアをごく少量合む。し

まり、粘性有り。

第四層 富士黒土層 (FB):土色はHue10YR3/2暗褐色 φ2 ""'-'3mmの樺色スコリア、赤色スコリア少

量合む。特に下半部に多くみられる。しまり、粘性有り。

第四a層 休場層上層 (YLU):土色はHue10YR4/6褐色 ゅ2""'-'3mmの撞色スコリアを少量合む。しま

り有り、粘性強く、やわらかい。本来は、 Y工UとY工Mに分離されるものと考えられるが、本

遺跡では一層としてしか認識できなかった。

第四b層 休場層下層 (YLL):土色はHue10YR4/6褐色 φ3""'-'5mmの樺色スコリアを多量に合み、褐

色スコリアを少量含む。しまり弱い。粘性強く、やわらかい。スコリアの粒径の大きなもの

が目立つ。

第四層 休場層下部の黒色帯 (BB0) :土色はHue10YR3/2黒褐色 φ3""'-'5mmの樺色スコリアを、

ゅ3""'-'10の褐色スコリアを非常に多く合む。しまり、粘性有り。褐色スコリアの粒径の大き

なものが目立つ。

第 区層第 Iスコリア層 (SC1) : 

上層 φ3""'-' 5mmの褐色スコリア、ゆ 2""'-'3mmの澄色スコリアにしまりがあり、粘性のあ

る暗褐色土が混在する。褐色スコリアの発砲が進みスカスカ。

下層 しまりが強く、粘性に富む暗褐色土、黒褐色土が混在。 <t2""'-'3mmの樺色スコリア

がぎっしり詰まるスコリア層

第 X 層 第 I黒色帯 (BB1) :土色はHue10YR2/2黒褐色。ゅ 5""'-'10mmの澄色スコリアを含む。硬く

しまり、粘性無し。

第 XIa層 ニセローム a層 (NLa):土色はHue10YR3/4暗褐色。ゆ 3""'-'5mmの赤色スコリアを非常に多

く合む。 2""'-'3mmの樺色スコリアを含む。黄白色粒子を多量に含む。硬くしまる。

第酒b層 ニセローム b層 (NLb):土色はHue10YR3/4暗褐色。 φ2""'-'3mmの澄色スコリアを非常に多

く合む。硬くしまる。粘性有り。

第 廻層 第E黒色帯 (BBll) :土色はHue10YR3/2黒褐色。ゅ 3""'-'5mmの樺色スコリアを合む。硬く

しまる。粘性有り。

第 XIII層 第Eスコリア層 (SCll) :ゅ 5mmの撞色スコリア。硬くしまり、粘性のある黒色土混在。

第XlV層 第E黒色帯 (BB皿):土色はHue10YR2/1黒色。 φ3""'-'5聞の樺色スコリアを合む。硬くし

まり、粘性弱い。

第YJl層 第Eスコリア帯スコリア 1 (SCill-s1):φ3 mmの赤色スコリア。黄白色粒子を多量に合む。
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φ2~3 コり

コリ

コリア、 2~.:3mmのj登スコリア。

コリア、白色スコリアめブロック。 5

コ~)ア、 2 r，~ 3 コ!)

コリア、

コリア層)から)cxvm
も存在し

(BBVJI層ノ ロームとなる ←! 

より下からは検出されていない。

このうち、 ~富士黒土層)である。

から出二とするといわれている;う人当

I文化層の生活面は、休場層 a~淵層までのどの層)1国

T ニセ。ローム層上位ということで、

ほ と第)Ja層 Q 。

一日一



第 3章先土器時代

第 1節整理・分類について

日本の更新世における時代名称については、'[日石器時代」、「先土器時代」、「岩宿時代J 等の呼称が研

究者の時代概念や立場によって、統一されずに学会内で相互に認識した形で使用されている。本書では、

織笠 昭氏の教えを受けた勝山を主体に整理・分類を行ったことにより、「先土器時代J の呼称を用いる。

愛鷹・箱根山麓の研究においては、'[日石器時代」の呼称を使用することが多いが、両者の差異は時代性

のとらえ方の差異であって、読み替えても矛盾する点は寡少なため「先土器時代」を使用する。また、「母

岩別資料分類」は、砂川遺跡調査を端緒とした「イ固体別資料分類」とほぼ同義であるが、「個体別資料分

類J は、一石核を単位とするのに対し、「母岩別資料分類」においてはー母岩(原石)を単位とするもの

で、あってー母岩から複数の石核(個体)を作出する例を規定した用語(小田1979、織笠 昭1977、織笠

明子2005) という見解から、学史的プライオリティの問題はあるが、「母岩別資料分類」を用いている。

なお、石器分類において、削器と掻器を「スクレイパー」として一括して扱った。これは、形態および

使用痕分析において両者の区分が明確にできなかったことからである。

第1表先土器時代文化層別種別組成表

種類 ナ ス 彫 ド 模 微 折 微 黍日 石 砕 敵 磨 iロA 

イ ク 1口λ 

フ レ
リ

形
折断

断
醸形 イ 石 剥 剥

文化層名 石 ノt 剥 言十
器 器 ノレ 器 片 片 片 片 核 片 石 石 石

先土器時代第 I文化層 11 7 1 l 4 32 110 5 5 2 73 2 2 2 9 266 

先土器時代第E文化層 2 13 1 10 1 2 16 1 2 48 

ム仁3、 計 13 20 1 1 4 33 120 6 7 2 89 2 2 3 11 314 

第2節母岩別資料分類

西山遺跡(第二東名NO.2地点)では二枚の文化層が検出された。基本的には、第 I文化層が休場層内、

第E文化層が第 I黒色帯下部である。しかしながら、層を越えて遺物が分布する状況で、あったため、ま

ず、それらの石器の文化層分離を行うにあたって以下のような母岩別資料分類を行った。

なお、先土器時代の第 1. II文化層の黒曜石製石器については、産地推定分析の結果をもとに推定地

ごとに母岩別資料分類を行った。

畑 宿 1:黒色、やや透明、最大φ2mmの爽雑物を多く含む。白い細縞の入るものや、灰色の縞の入る

もの、あまり縞の入らないものを合む。産地推定で風化不可、小不可、不可とされたものも

少数あり。

畑 宿 2:黒色、不透明、っゃあり、縞なし、最大φ3mmの円形・灰色の爽雑物が入る、産地推定にて

不可とされたものも少数あり。

畑 宿 3:黒色、不透明、っゃなし、白い細縞が入る、爽雑物が入るものもある。

- 14-



〉

:隅描不可:黒色、不透明、つゃあり、縞状に白く発砲している部分あり。最大φ2

る。産地推定では小不可、不可とされたものを主体とし、箱根畑宿産とされたもの

柏 峠:灰色、つゃあり、黒い細縞が入る、最大約 3酬の爽雑物が多く入る。

山:透明、黒色のモヤ入る、最大φlmmの爽雑物が多く入る。

星ヶ台 '1 透明、黒色のそヤ入る、っゃあり。産地推定で小不可、不可と判定されたもの

星ケ台 2:透明、黒色のモヤなし、つゃあり、最大 φ2mmの爽雑物入ることもある。

合む。

星ヶ台3:透明な部分と り、透明な部分に黒色っ茶色のモヤ入る。 り、和田鷹山

に似ている。

和田薬蓉-全体的に黒モヤ入る。器体が薄い部分は透明、 り、 し。 と

されたものを合む。

和田鷹山:透明、茶色。黒色のモヤ入る、っゃあり。最大 φ2mmの爽雑物がごく少量入る。

信州不明:星ヶ台か和田芙蓉か砕片のため判断できないもの。産地推定で、は小不可とされている。

安山岩:灰黒色、不透明、っゃなし最大 2mmの爽雑物入る。産地推定で安山岩とされたもの、小不

可とされたものあり。

母岩別資料分類によって細分できたものは箱根畑宿産と諏訪星ヶ台産と推定される黒曜石である。箱

根畑宿産と推定された黒曜石は肉眼観察により四分できた。母岩別資料分類の畑宿 1 0 2 、~恒宿不可は

産地推定で「不可」とされたものを含んでいる。特に畑宿不可は、不可とされたものを主体とレている

が、近似した特徴を持つものが箱根畑宿産にあり、それと合わせ一分類とした。これらは、

日で白、黄などと記入してある。また、畑宿 1は白い細縞の入るもの、灰色の縞の入るもの、あまり

の入らないものに分けられる可能性があるが、微細な砕片は母岩の特徴を有していないことが予想さ

るため一分類とし

]文化層では畑宿 1' 2 ' 3，畑宿不可、柏峠、星ヶ台 1、安山岩が出土した。第E文化層は星ケ

2 ' 3、和田英蓉、和田鷹山、柏峠、信州不明と分類された黒曜石が出土した。第 I文化層は箱根畑

宿を主体としていて、第E文化層は星ヶ台 20 3、和田芙蓉などの黒曜石を主体とする。

が共通して出土しているのは柏峠である。

第3鮪第I

6"'-'9図)

層位的にはBB0"" Ku層にかけて出土し、 Y工U層出土例が多数を占める。離はYLL層

2区のE-7グリッド中央からやや北よりに偏った部分に集中して分布する。遺物は撹乱の間を縫うよ

うに分布しているため、本来は北東側と南西側に分布が広が、っていたものと考えられる。このため、明

確に石器プロッタを規定することができないので、分布そのものを図示した。その分布は、箱根畑宿産

と推定される黒曜石製の五器が大半を占める。この分布から

スグレイパ一、台石、磨石などが分布している。これら

集中する部分に分布する石器には見られないものが多い。

2図自i2右(第10"-'11図)

配石川i 十数cm程度の磯3点、からなる。出土層位は、休場層中位から上位にかけてである。

跡はみられない。醗群は検出されていないが、礁群構成陳と類似する。

- 15 -
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第7図 第 I文化石質別遺物分布図

の石材組成となっている。

遺物番号1210は、水晶製の二側縁加工ナイフ形石器で、やや幅広の縦長剥片の打面・打癌部を斜めに

削除、先端部とし、剥片尾部をやや丸める形に成形している。

842は、夢科冷山産の黒曜石の石刃状剥片を素材とし、打面・打癌部および剥片尾部を平行四辺形状に

削除し、基部左表と基部裏面に浅い平坦剥離を施して、二側縁加工のナイフ形石器にしている。

843は、平面形がペン先形をしているが、先端部を欠損しており、本来は柳葉形を呈していたものと推

定される。表・裏面の剥離痕を観察すると、素材となる剥片は稜線と剥離方向が平行し、石刃技法によ

って作出されたものと考えられる。残存部位は基部がほとんどであるが、左側縁部の背付け加工は対向

調整で、右側縁部は裏面からの急斜度剥離である。この背付け加工後、裏面にステップ状の平坦剥離に

よって基部の成形としている。
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333は、富士川系ホルンブエルス製の二側縁加工ナイフ形石器である。素材となる剥片は横長翼状のも

ので、表裏の剥離1IDも同方向ということから、瀬戸内技法的な剥片剥離によって作出されたものと考え

られる。このことから、本石器は第E文化層に属する可能性もあるが、器体が薄く、背付け加工も鋸歯

状でなく二側縁加工ということから、第 I文化層とした。

961は、箱根畑宿産黒曜石の非常に小型の横長剥片に微細な剥離がみられ、切出形を呈すのでナイフ形

石器とした。加工痕のある剥片としてもよいかもしれない。

872は、部分加工の切出状の形態をしたナイフ形石器で、箱根畑宿産黒曜石製。三角形状の剥片の打面

部を、主要剥離面倒から 1回か2回!の打撃によって削除し、その部分を側刃部としている。刃部先端に

慣用痕と思われる微細な剥離痕が観察さ

163はー側縁加工のナイフ形石器で、天城柏l峠系黒曜石のi幅広縦:畏剥片を素材ーとし、打面部を斜めに削

除、全体的に F切出形をしている G

1084は、 フ形石器である。先端部と基部を折損しているため、背付け加工

されている。本来の形態は不明だが、表裏の剥離面から幅広

の石刃を素材とした柳葉を呈していたものと思われる。

フ形石器の基部である。部分的な残存であるた

Q。材となる剥片の形状は不明。

工
n
H
H
 

七
月パり

寸
ノ

o

北
[
円

い

の

し

整

難

調
は

討

と

対
る

し

工み 部分的

いる。 ク]/イノ号ーコニツ

として

ることから、

るかもしれしない。

，，，，""~ 
2 rv  4) 

にスクレイノペーコニッジをもっc にステッ

910も スグレイノ~~-~で、ある。 ものと 。刃部側から

している。

スクレイパーエッジ
L 日~.

め令。コア"ス ノミーーと

しているかも

〉
vテ

〆町一ー

じ
」¥

O
 

LMV 
スタ J/イパー

とし

もある。

し、。

グレイ スグ パーここッジ

スク 1/ノ(/え一司 )ず王、、 に1田かし¥まiI離

によってスグレイパーエッジとしている。また、左側縁」二部 ノッ

る。上部側 くみら

(第13図1) 

となる J-.回 ι十1
(~， Iよ口、，'1 ノイ ν 、 とし、

ふht -
，"ザ



主剥離面倒に樋状剥離が伸び、周三刀面を成している。

ドリル(第13図5) 

893は、箱根畑宿産黒曜石製の石刃を素材としたドリノレである。両側縁は念、斜度背付け加工を施し、そ

の加工によって、そのまま先端機能部を形成している。その形態から、二側縁加工のナイフ形石器から

の転用か、尖頭器の可能性も考えられる。

石刃・暴IJ片類(微 g 折断剥片、微園剥片、最u片、砕片 第14'"'-'15図)

剥片類は、全体としてやや小型の幅広縦長の傾向がある。ナイフ形石器等の素材となる、目的とする

剥片は、小型幅広の石刃と考えられる。その石刃石核は、 1007にみられるような石核が標準的なもので

あろう。剥片剥離技術は、石刃技法が崩れてきている傾向はあるが、 1052の稜付石刃がみられるように、

体系としては保持されているとみてよいと思われる。

石槙(第四図)

石核は100'7の 1点のみ出土している。箱根畑宿産黒曜石製の両設打面石刃石核である。最終剥離面を

みると、幅広の正方形に近い剥片が剥がれたと同時にステップ状に剥離が及んでいる。本来は、実測図

の裏面倒が主作業面であったが、作業の進行により薄くなった石核の打面を再生し、作業面の反対側を

したが、ス、デップ状になってしまい廃棄されたものと思われる。なお、 1007に

る。

(第17図)

配石2とし り扱った 2点の離は、 1098が敵石、 ある。 の周辺には、

ので、石器製作に使われたものではない ら

動かされたものと考えられる。 1098は全体的に敵き痕が観察され、特定部位を作業面としていない。 1097

は、よ面が平坦な醸の、その平坦面に敵き痕が多く存在する。
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第乏表先土器時代第 I文化層 石器， ~.祭器種別石賀別組成表

器種
ナ ス 周三 ド 模 微 折 微 泰司 石 存辛 敵 磨 、正仁ヨ三、

イ ク i口L 

フ レ 形 折 断
磯

形
リ

石 断 議日 剥

石質
i石 示日 ユ日+

器 !器 /レ 器 片 片 片 片 核 片 石 石 石

箱根畑宿(HNHJ) 4 3 1 r占) 22 77 3 ， ο l 25 142 

黒 諏訪星ヶ合 1 2 l 1 1 6 

日霊 天城柏峠 (AGKT) 1 

石 毒事科冷山 (TSTY)

6同不石J l 1 1 46 82 

安山岩 1 2 

水品(RC) 1 3 l 2 よ

第 3



第4表先土器時代第 1文化層石器一覧表

遺番物号
XJA~棺t Y座標 標高 長さ 幅厚さ重さ i接合枝番号 図版 部樟 グリット 同位

(cm) 
石賀 推定産地 母持別 折断 折損 被熱 欠損

(m) (m) (m) (om) I (om) I (g) 

52 15図 融折断剥片 1E仰71旧制問 34143.967 l41.776 FB 4.1 ~~1(0.9) Ob S¥VHD 星ケ台2 左 両倒徴剥、細石刃の可能性

163 12図 ナイフJf;u-器 D開8 94318臼1 34157.259 l41.053 I王u 1.4 0.9 0.5 0.6 Ob AGKT 柏峠 タ巳2市

241 12図 ナイフ出石器 D-007 94310.417 34l44.455 141開。 Ku 1.9 1.3 0.2 0.3 GAn 上 謀部

333 12図 ナイフ取石器 ]-004 94264.549 34l14.602 l.'¥I1.481 Ku 2.6 0.8 O.'l 0.7 Hm 

836 融折断剥片 日 002 -94271.692 34的7叩6 141.220 FB 2.1 2.0 0.6 1.6 Ob HNHJ 月11宿 1 下布

840 |折断州一 日 002 94273，716 34凹7.697 144.108 YLU 1.3 2.2 0.8 (2.0) Ob HNH] nlll首1 下 右 右左

841 折断剥片 日-003 94272邸8 34100開1144.110 YLU 2.5 1.4 0.2 (0.6) Ob S1九THD 阜ヶ合 l 下ー壬? 左左下

842 12図 ナイフ形石器 日凹3 94270.824 34102.817 144.084 YLO 12.8) 1.2 0.4 (1.4) Ob τSTY 時山 日 仁上右

843 12図 ナイフ)Ii石器 J-003 94255.115 34105.221 144.70C YLU 2.0 1.1 0.4 1.0 Ob SWHD 星ぅ台2 上

844 磨石 J-003 94250.384 341.08凶4 144.619 YLU 9.8 8.6 5.5 558.0 An(DV) 

848 15図 微剥片 G凹7 94289.067 34140.23t 142.141 YLL 2.1 (28) 0.9 (4.3) Ob SWHD 星ヶ台2 右 ト微剰j

849 12図 スグレイパ G-001 94289珂8 34141.683 142.051 YLL 1.6 1.9 0.1 2.2 RC 上ー下

850 砕片 G-007 -94289悶5 手u41.647 142.024 Y工Lド2;L10.9) 0.1 (く0.1) Ob I-IN:E-IJ 畑宿 1 上 ト右Ir.

851 折断剥片 G 001 94288.175 341生2，705 141.995 YLU 1.3 0.6 1.2 Ob HNHJ 畑宿 1

852 訓片 G川7 制289.9沼 出142.663 142.082 YLL 1.5 2.2 0.4 0.6 Cb SWHD 星ヶ台 1

853 A"B 微手l片 F-001 94290.423 34141.397 142.111 Y工U 1.2 1.2 0.2 (0.2) Ob IヨNW 畑宿 1 一二分 下に微剥

853 A 微剥片 F叩 7 山田0.423 34141.397 142.111 Y工U 1.0 I 0.9 0.2 (0 1斗 Ob HNHリ 州街 1 下Jこ微剥

853 B 微手l片 F叩 7-94羽0.423 34141.391 H2.111 Y工U 0.2 (0.1) I Ob HNHリ 畑恒 1 下に微剥

854 砕片 F叩 J 94290.692 34141.612 142.161 Y工U 0.4 0.7 0.1 く0.1 Ob HNHヨ 畑宿 1 上下右

855 折断言問!片 F削 J 94290.531 34141.152 142.162 YLU 1.0 0.8 0.4 0.3 Ob 1 HN印 州宿1 上むと左白下右

85E 16図 折断剥片 F-007 942山 463 34141剖 1 142.132 Y工U 0.9 1.0 0.2 <0.1 Ob I HNHl 畑宿 1 c S-OE 

857 砕片 1 F-007 942叩 331 34142却3 142.1臼 YLU 0.5 10.8) 0.2 (く0.1) Ob I HNH] 加宿 l 下左 右

858 A十B 12凶 スクレイパー F-007 942叩 465 34142.285 142.152 YLU 3.3 1.6 0.4 (2.0) Ob HNHJ 州宿 1 下石左 二分表面 右側微剥

858 A 12国 スクレイパ F-C日7 942叩 4日 34142.28， 142.152 YLU 3.3 1.6 0.4 (1.9) Ob 日NHJ 畑宿 1 下右左 上 右側微剥

8う8 E 12図 スタレイパー F-001 9429C必5 34142.28E 142.15.2 Y工U 1<01) 0.4 0.1 1<0.1) 。b HNHl 畑宿 1 下

859 砕片 F日17 94290.548 34142.213 142.130 YLU 0.7 0.8 0.2 (く0.1) Ob HNI-D 畑宿1 下 右 上

86C 折断言明片 F似11 94290.756 34142.114 142.116 Y工U11.2 1.6 0.5 (0)) Ob HNH_l 畑宿1 下 右 F右

: 861 F片 F 001 942開 制9 34142.320 142.124 YエU 0.3 0.4 0.1 <0.1 Ob 小不可 畑宿 11 上

862 剥片 F 001 一942同 841 34141.979 142.114 YLU 1.2 1.3 0.4 (0.3) Ob ]-]N壬-u 畑宿 1 五:

863 折断剥片 F-007 942叩 850 34142幻1 142.166 Y工U 1.2 2.0 1.5 (0.8) Ob HNH] 畑宿1 ド 右上

制| 折断剥n F-007 942叩 915 34142.242 142.164 Y工U 1.1 0.1 0.4 0.3 Ob HNH] 畑宿 1 右 左

865 砕片 F-007 942叩 819 34142お日 l42.141 YLU 0.7 0.4 0.1 (<0.1) Ob 小不可 畑宿 1 上右ー下左 右

866 砕片 F-007 -942凹 815 34142.380 142.132 Y工U 0.7 1.0 0.3 10.2) Ob HNHJ 川宿 1 下右 右 民主面有り

867 砕片 F-007 -94291018 34142.163 142.112 Y工U (0 9) 0.3 0.4 (く0.1) Ob 小不可 却1I首1 上下右。左 上

868 スグレイパ F-007 94291.25E 34112.219 142.159 YLU 2.0 1.5 0.5 (1.7) Ob HNHJ 州宿不可 左 tl 右

1.869 折断剥Ji F-007 94290.93E 34142.715 142.115 YLU 1.8 1.1 (0.3) (0.7) 仁b HNHJ 自11宿 1 上下 ーと」工

810 砕片 F-007 -94291516 34142.407 142.098 YLU 0.4 0.4 <0.1 く0.1 Ob 小不ロ1 畑宿 1 F 

折断剥片 F-0071-9捌澗 34142，433 142.121 YLU 1.0 0.9 0.2 0.2 Ob HNHJ 畑宿 l 卜

872 12図 ナイブH石器 F-001 94291.573 34142.525 142.160 YLU 2.4 1.5 0.6 1.2 Ob HNHJ 畑宿 1 右 刃部に微剥

813 折断剥片 F-001 94291肝3 3u42.575 142.168 Y工U 1.0 1.1 0.3 0.4 Ob HNHJ 畑宿] 上ト

811 14図 折断書j片 F-007 ←91291.89E 34142.386 142.159 Y工U 3.6 2.5 0.7 7.1 Ob HNHJ 畑宿 l F 

815 折断剥片 F 001 94292.145 34142.241 142帥2 YLU 0.7 (1.3) 06 HNHJ 畑宿 l }. F.右・左 卜

1876 砕片 F-007 94291.702 34142.777 山 1341Y工U 0.6 0.2 <0.1 (く0.1) Cb 小不可 畑宿 1 右・左 右・左

877 折断剥日 F-007 -94291.439 34142叩7 142.172 YLU 1.1 1.5 0.3 (0.3) Ob Hl{HJ 川情1 下下右時石ト左ト 上左

878 折断剥)-¥ F-001 -94291.371 34142叩4 142.123 YLU (1.3) 1.7 0.5 (0.7) Ob 日NHJ 加宿 1 卜右 e下 下下右

879 日付t F-007 ーを4291.153 34143.022 142.109 YLU 0.9 10.8) 0.2 (く0.1) Ob 風化不可 畑宿 1 上左下右左 右下

880 折断剥片 F-007 94291.091 34143.261 142.054 YLU (1.5) 12.3) 0.6 (1.9) Ob HNHJ 畑宿 1 上下右 下

881 折断剥片 F-007 -94291.355 34143凶6 142.083 YLC 1.0 0.8 0.2 0.1 Ob HNH.T 畑宿 l t左下

882 砕片 F-007 94291.381 34143.127 142.085 YLU 0.1 0.9 0.1 (0.1) Ob ]-]NHJ 畑宿 l 下左 右上右下

i 883 j}i断草j片 F-007 一94291.4幻 34143.200 142.074 Y工U J.1 0.1 0.4 (0.2) Ob HNHJ 畑宿 1 ト右 左

884 昨片 F-007 94291.516 34142叩6 142倒2YLU (0.5) 0.6 0.2 (<0.1) Ob 小不可 畑宿 1 上

885 砕片 F"007 .9，1291.792 34143.003 142.105 Y工じ 0.5 10.8) 0.1 (く0.1) Ob Hm司 畑宿1 右

886 砕片 F 001 94292.019 34142.942 142.101 Y工U 0.6 10.4) <0.1 (<0.1) 。b 小不可 1181首1 左

887 折断剥片 F-007 94292. 02~ 34143.064 142肝5 YLU 10 9) 1 (1) 0.2 (0 2) Ob 風化不可 畑宿 1 ド 右 F

888 事I片 F -007 94291.807 341"13.272 142.1刷 Y工U 2.9 1.7 0.6 (2.7) GAn 右

¥ 889 折断剥片 F 007 94291.424 34143.130 142.119 Y工U 1.1 0.4 0.1 く0.1 Ob HNHJ 州宿 l C.下・右

890 折断剥片 F-007 94291.665 34143印日 142.085 Y工U 1.0 0.8 0.3 (0.2) Ob HNHJ 畑'f81 c.T右左 長左

891 折断剥片 F-001 94291.871 34143.570 142出2 YLU 0.9 1.0 0.3 0.2 Ob H]';守王J 畑宿1 下下右ド左!右

892 砕片 F-007 9')292.275 34143.230 1-42.129 Y工U 0.8 0.4 0.1 (く0.1) Ob 風化不可 畑宿1 ド 右

893 13図 ドリル F→001 一94292凶5 34143.515 142閃qY工U 3.8 1.2 0.7 2.5 Ob HNH.T 畑宿2 下

894 a 折断剥片 F 007 91291.892 34143.910 142.131 Y工U 11.4) 1.6 0.3 (0.4) Ob HNH.T 畑宿1 上・右・左 ード

894 砕片 F 007 94291.892 34143.910 142.131 Y工U 0.5 0.5 0.4 (0.1) Cb 小不可 畑宿 1 F 表面白左

895 折断剥)~ F-007 94292.455 34143.1肝 142.049 Y工U 1.0 0.6 0.4 0.2 Ob HNHJ 州宿 1 と有 両者E剥片

896 折断剥片 F-007 94292.412 34143.963 142朗4YLU (1.6) 11.3) 0.3 (0.4) Ob HNHJ 自111討l 上上右右下左 右下ド右

897 折断剥)， F-007 94291.95S 34144.374 142.066 YLU 1.0 (0.9) 0.3 (0.3) 口b HNHJ 州宿 1 上下右上 左

898 折断剥片 F-001 94292.511 34143.971 142.040 YLU 1.3 1.2 0.2 0.2 Ob 風化不可 畑宿 1 C'下左

899 折断剥片 F-007 日4291.934 34144.7田 141.918 YLU 1.0 1.2 0.3 (0.2) Ob 日NH.T 畑宿 1 上 下

900 折断剥片 F-001 94292.431 制144.48G 142.040 YLU 1.4 1.4 0.2 (0.6) Ob HNHJ 畑宿1 上

901 折断言同j片 F-001 94292.539 34144.341 142.013 YエU (1) 1.0 0.3 (0.2) Ob ]-]N]ヨJ 畑宿 1 左 右 左下

902 折断官I片 Fαη 制却2.821 34143.8日 142.01古 Y工U 1.3 0.8 0.4 0.3 口b 風化不可 畑宿 1 右上・右 F 不透明

903 冊。折師剥片 F開7 -94293.204 34143.134 142.1犯 Y工U 1.6 2.1 0.5 11.6) Ob HNHJ 畑宿 1 上・右 左下 上打而に剥L先端部に微剥

904 故折断剥片 F 007 94293.3印 34143.594 142.126 Y工U 1.5 1.2 0.3 0.4 Ob HNHJ 畑宿 l 上.f.右・左 下Iあ互部に微剥l

905 折断剥片 F-007 94292.956 34144.058 142.107 YLU (2.4) 12.1) 0.6 (2.4) Cb HNHJ 州宿 1 上。左上右下 左 小さか2品が有~JnTC怯郎、慎印

906 A+B 15sl 折断剥片 34144.1叩 142.037 YLU 3.0 1.9 0.5 2.0 Rhy 
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技番日 図版 古川…川klM!(111) i (lU) I (rn) I I (cm) ! (cm) I (cm) I (g) 

90S j-'-，_ 15司|折桁剥片 F"C07 1 -942出 Oお 34144.1001142.0371Y工ui 3.0 ! 10.8) 1 0.5 1 12.0) 跡 γ

: 906 R 司|折附剥片山則自]叩川町川川向 lii川向 1 1 1 

i S07 
折附円 F…

1903 州制 F叩71-9!1292.539j担お凶 9日 YLU1 (15) I (12) 1 0.2 1 10 2)】Ob 日 間JMlm 上 F ! } 

I 809 坑町古川 F一日一|仏0¥293.026!3n44.9ぉ;凶日目立u1 1. 3 i 2.0 1 0.5 1 1. 2 1 Ob 1 HI-{田 畑恒 l 下石

910 12回 スク川 F-0071-9429:~. "í76 出i 341竺45竺5日 V~1. 8叩 IYLUIO.81 1. 910.71 0.8 1 RC 

911 折斯剖片 F附川町9i 34145.5651141.9的立uI 1.0 I 0.8 1 0.2 I 10.2) I Ob I HNHJ I !附| 下 | 
I 912 片山 l… i34146附 141mm 7 1 8 15021f 何!附不可| 上下 一
~ 913 砕 IF削7 山2回 5"91μ146.2461141初日 !YWI(09)10.610.5 主不E可iiJ畑;情11訂不可 上 l 
! 914 ;設計町剥片 }，-0071 -94294.193134146.630 I Hl.941I Y工UI2.5 ! 1.8 I 0.5 I (2.2) I Ob I HNHJ I ~1I 1ill I -f 

91:5 ……山11q日
915 司Ijj-¥' I P-0071-9"1294.831 134146.5881 141.8681 YLU I 0.'1 I 0.6 ! 0.3 I 0.1 I 01 

|叩 J庁指I剥片 F-007 I -94294. g品 34146.499i 141.830 I YW  I 1.1 I 1.0 I 0.4 I 0.'1 I Ob 不可 制;i"i52 下

I 913 摂%石器 F-007 I -94295.133 1 3ト;j}1j5田31141.9971YI.U 1 1.9 1 1.8 1 0.7 1 12.0) 1 RC 下

|ヨ19 折断剥片 F-Q町民割田 Ob 不可附不可 土

920 

921 

附…官|立叫日明朝記12問2l問j|@ 油引耐|

922 同片山… 1.8 1 Rhy 」 下一 l… 
923 日片 F附州5.543134147.7901141.8071YLU 1 1.9 1 1.4 1 0.3 1 (1.0) 1 Ob 判附2 1 古l…剥顕著

92Ll 折断剥片 F附|剖295.4四| 0.3 1 Ob 不可畑宿判| 下 白 師有り g 

925 折断剥片 I_l'叩71-9捌 l悶 0.9 1 Ob 不円畑宿不可 上白下 白

926 融j陥剥片 F削7_1別加叫 0.9 1 Ob 1 HNHJ 畑宿 1 上下 両側微剥

99227 7 
A+B 14国 描折街~Ij片 F 断悶7 凹8134149.9441141. 6591 YW  1 2.4 1 2.9 1 0.8 1 (4.2) 1 Ob 1 HNHJ 1州l宿 i 上下右 左ー一分 左側側

A 11困 強占7断剥片 F-007I -942日7.99813'1149.9441141.6591YLU 1 2.3 1 2.6 1 0.8 1 (4.2) 1 Ob 1 HNHJ 削指 l 正左下 左側微剥

仁昨日割曜ま … I 問 犯 52ω出川41_!)G7岩γ 何) 1 Ob 不可畑宿 1 上 肌 …J
9301 li!f'h 1 F"0071 '9.1290.351134142.0151112.1町立L 96(061012(〈巳0.1) 竺Ob←不可 畑宿 1 上下

知 山1.762 凶 0721YLL 1 10.9) 1 10 9) 1 0.2 1 (<0.1) 1 Ob 1 HN田畑宿 11 左

~ 922 折柄引l片 F-007 旧制 9かtI 31142田11142似 Y1L 19 (18) 0042 (13) Ob HNHJ 畑宿1 下・右石下

<0. j 1口b 不可 制宿 1 上・右左

百者
0.2 1 (く0.1) 畑宿 1 上。が右 左

0.1 1 (0.1) 鵬 1 1 .~ r-- 下什

0.2 1 (<0.1) 1 Ob 1 ;I'l'''l 1畑宿 1 1 て百 k左

く0.1与ト出向1 上| 左

| 0.5 如l机下 両側微剥

三11

~I (16) 1010 判~畑町

〈01 〈Ol ROcb ?HN?E日J→lM日m夜司| 0.3 1 0.3 ド右 [ 

1 0.9 1 (2川口b |上石!
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遺番物号 桂番号 園臨 器種 グリット
X座標

(m) 

Y座標 標高 長さ

(m) (m) 
層位

(叩)

幅 厚さ 重さ

(四)
石質 推定産地

(cm) (g) 
母岩別 折断 折損 被熱 欠損 接合 備 考

972 C 12園 模形石器 F-007 -94291.387 341岨 15直 141.994 YLL 0.2 0.3 <0.1 (<0.1) Ob HNHJ 畑宿1 裏

973 砕片 F-007 -94291.016 34143.382 141.925 Y工L 0.7 0.6 0.1 (<0.1) Ob 不可 畑宿1 上・下・右 左

974 骨折断軒片 F-007 -94291.414 341岨 171 141.9唱団 YLL 1.1 0.9 0.4 0.5 Ob HNHJ 畑宿 1 上右左 上微自閥、礎面有り

975 折断剥片 F-007 -94291.443 341岨 522 141.835 Y工L 0.9 1.1 0.5 (0.4) Ob HNHJ 畑宿 1 下 下 打面調整剥片

976 砕片 F-007 -94292.213 341岨 9叩 141.884 Y工L 0.8 0.5 0.3 <0.1 Ob 回妊王J 畑宿 1 下右左 アカリ

977 折断剥片 F-007 ←94294日9 34146.029 141.775 Y工L 0.7 1.0 <0.1 0.1 Ob 日骨苛 畑宿不可 上 白

978 折断剥片 F-007 -94294.513 34146.911 141.746 YLL 1.5 (1.0) 0.4 (0.5) Ob 不可 畑宿不可 上・下・右下 白 右

979 撤折断剥片 F-007 ←94294.937 34146.4田 141.77マ YLL 1.0 0.4 0.6 0.1 Ob 不可 畑宿1 上・下 テカリ・ヒピ 緑辺微剥

980 折断剥片 F-007 9姐4295.631 34146.751 141.792 YLL 1.3 (2.3) 0.3 (0.6) Ob 不可 畑宿不可 左 白 左上

983 A+B 13囲 スクレイパー F-009 ←94299.125 34163.970 140.851 YLL 6‘3 3.5 0.9 (23) Ob HNHJ 畑宿2 テカザ

983 A 13囲 スクレイパ F-009 94299.125 34163.970 140.851 YLL 6‘Z 3.5 0.9 (22.9) Ob HNHJ 畑宿2 テカワ

983 B 13圏 スクレイパ F-009 -94299.125 34163.970 140.851 YLL 0.1 0.2 0.5 (<0.1) Ob HNHJ 畑宿2 テカリ

990 磨石 E-007 イ9岨D8.515 34147.626 141.211 YLU 14.1 10.9 6.5 1084.7 V面 1 完形

997 折断剥片 F-007 -94291.403 34143.687 141回9 BBO 1.0 0.9 0.3 (0.2) Ob 風化不可 畑宿1 上・下 右右下 御上に剥離車、いわゆる瞳付副片

998 A+B 融折断剥片 F-007 -94293.429 341姐 545 141田2BBO (2.7) 1.2 0.7 (1.7) Ob HNHJ 熔宿1 下 下左下二骨 両側融剥、いわゆる襲付制片

998 A 撤ー折断剥片 F-007 -94293.429 341姐 545 141田2BBO (1.2) 1.2 0.7 (0.9) Ob HNHJ 畑宿 1 下 下 両相融剥、いわゆる種付制片

998 B 樟・折断剥片 F-007 -94293.429 34142.545 141.802 BBO (1.7) 1.0 0.5 (0.8) Ob HNHJ 畑宿 1 上・下 上下左下 両祖融制いわゆる棲付剥片

999 折噺剥片 F-007 -94却4.521 34146.682 141.69唱 Y工L 2.0 (1.5) 0.3 (0.7) Ob 不可 栖宿不可 上 自 右

1000 折断剥片 F-007 -94294.631 34146.625 141.682 YLL 1.0 2.2 0.7 (1.7) Ob HNHJ 畑宿 1 上・下 下・右 礁面有り

1001 折断剥片 F-007 -94294.627 34146.893 141.717 YLL (1.5) 0.9 0.3 (0.4) Ob 不可 畑宿不可 左上・左下 自 下 傾斜打面

1002 砕片 F-007 -94295.014 34146.778 141.653 Y工L 0.4 0.9 0.2 <0.1 Ob 不可 畑宿1 上

1003 折断剥片 F-007 -94295.030 34146.587 141.622 Y工L (1) 0.6 0.2 (<0.1) RC 上・下 下右

1004 融折断剥片 F-007 →94295.146 剖146.7幻 141.639 YエL (0.6) 1.3 0.5 (0.2) Ob E卦在官 畑宿1 上 表面・左 縁辺微剥

1005 折断剥片 F-007 94却5.3回 34146.6回 141.668 YLL 1.5 1.6 0.5 0.8 Ob 不可 畑宿不可 上 白

1006 折概剥片 F-007 -9唯却5.396 34147臼9 141.637 YLL 3.1 (2.1) 0.4 (2.1) Ob E丑妊召 畑宿不可 下・右 白 左

1007 16固 石核 F-007 -94羽D.362 34142.672 141.910 YLL 5.2 4.7 2.4 60.9 Ob E丑冊可 畑宿1 8-06 機首有り

1008 折断剥片 F-007 -9叫90.904 34141.724 141.8田 YLL 1.7 2.0 1.0 (2.9) Ob E丑冊司 畑宿1 上 上

1009 砕片 F-007 -9岨悦 528 34146.662 141.687 YLL 0.9 0.6 0.2 <0.1 Ob 不可 畑措不可 右上・左 白

1010 撤折軒剥片 F-007 -942泊1.513 34142.363 142.033 YLL 1.6 1.3 0.4 (0.6) Ob 不可 畑宿1 下・右左下 右 右下微剥

1011 14園 撤・折軒剥片 F-007 -9唱94.578 34149.009 141.562 YLL 3.2 2.2 0.5 (3.1) Ob 不可 畑宿不可 下 白 裏左 左側撤剥顕著、右側微剥

1012 折断剥片 F一日目7 -94295.143 34149.766 141.554 Y工L 0.8 (1) 0.3 (0.2) Ob 不可 畑宿不可 上右・下・左 白 右

1013 折断剥片 G-007 -94289.662 341岨 482 141.707 BBO 2.6 (1.7) 0.5 (2.2) Ob HNHJ 畑宿 1 上・下・右 左

1015 骨折断剥片 F-006 一94泊0.757 34139.210 142.002 YエL 2.9 2.4 0.8 (3.9) Ob HNHJ 焔宿1 上 右上 両側微剥

1016 15国 微・剥片 G-006 -94286.747 34139.609 142.012 YエL (3.3) 2.4 0.8 (4.3) Ob HNHJ 畑宿2 上・右 両側微剥

1018 砕片 F-007 94~叩 774 34141.322 142.181 YLU (0.5) 0.6 0.2 (<0.1) Ob 小不可 畑宿1 下

1019 折断剥片 F-007 94却。 894 34141.308 142.182 YLU (1.5) 2.3 0.3 (0.9) Ob HNHJ 畑宿1 右・左 上‘下

1020 折断剥片 F-007 -94~凹 962 34141.444 1岨 121 YLU 1.3 (1.9) 0.6 (0.8) Ob HNHJ 畑宿1 上 :¥1[右 裏左剥離痕有り

1021 折断朝日片 F-007 -94291.530 34142.075 142.125 YLU 1.0 0.9 0.2 (0.1) Ob HNHJ 畑宿1 上・下右・左 左

1022 砕片 F-007 -9岨91.457 34142.215 142.133 YLU 0.9 0.4 0.2 <0.1 Ob 小平可 姻措不可 右・左 白

1023 折新剥片 F-007 -94291町734142.135 1岨 114YLU 0.9 1.2 (0.4) (0.4) Ob 風化不可 畑宿1 下左上 ヒピ 表面

1024 折断剥片 F-007 -94291.722 34142.110 1岨 101 YLU 0.5 1.0 0.2 (<0.1) Ob HNHJ 畑宿 1 下右 下

1025 融・折断剖片 F-007 -94291.690 34142.297 142.134 YLU 1.2 0.8 0.4 (0.3) Ob HNHJ 畑宿1 下 右 左側徴郭

1026 砕片 F-007 -94291.829 34142.189 142.094 YLU 0.7 0.8 0.3 0.1 Ob E丑任王J 畑宿 1 上下左

1027 折断剥片 F-007 ←9岨91.757 34142叫4l岨 1認 Y工U 0.8 (1.4) 0.3 (0.2) Ob E丑荘司 畑宿 1 ヒピ 左

1028 砕片 F-007 9岨91.766 34142日3142.135 YエU (0.6) 0.7 <0.1 (<0.1) An 小不可 安山岩 下 上

1029 折断剥片 F-007 -94291.818 34142.594 1岨 l担 YLU (1.7) (0.7) 0.5 (0.5) Ob HNHJ 畑宿 1 下・右・左 上・左

1030 砕片 F-007 担291.890 34142.547 1岨 096Y工U 0.9 0.5 0.1 <0.1 Ob E丑妊司 畑宿1 右下 計測は接合状態

1031 折断剥片 F-007 担291.930 34142.679 1岨 097 YLU 1.1 0.4 0.2 <0.1 Ob E丑妊司 畑宿1 上・右

1032 砕片 F-007 -9429吃070 34142.338 142.060 YLU (0.4) 0.2 0.1 (<0.1) Ob 4不可 畑宿 1 右 下

10お 撤・折軒剥片 F-007 -94292.016 34142.735 142.086 YLU 1.6 2.2 0.6 (1.9) Ob E丑妊古 畑宿 1 下 上・右 左側撤剥顕著、右側撤剥

1034 揖ー折断剥片 F-007 -94292.325 341姐 787 142回4YLU 1.0 1‘4 0.3 (0.2) Ob E丑住王J 畑宿 1 下左 下 右側徹剥

1035 撤ー折断剥片 F-007 -94292.186 34142.959 142回5YLU (0.9) (1.0) 0.2 (0.1) Ob HNHJ 畑宿 1 右上・右下 下・右 右上微部

1036 微・剥片 F-007 -94292.265 341岨∞6142.091 Y工U (1.4) 0.6 0.2 (0.1) Ob E丑冊王J 畑宿1 上・裏右下 両側徴剥

1037 砕片 F-007 -94292.4回 34142.785 142.051 YLU 0.6 0.7 0.1 (<0.1) Ob 不可 畑宿1 上・下 裏上 両側徴剥

1038 砕片 F-007 -94292.570 341岨 998 142.041 YLU 0.7 0.9 0.2 (0.1) Ob E卦在王J 畑宿1 上・下右・左 下

1039 A+B 折断剥片 F-007 -94292.679 341胡 215 142.075 YLU 2.5 2.5 0.4 (2.2) Ob E卦任官 畑宿1 下左・右上 左・二分 計測は接合状態

1039 A 世折断剥片 F-007 -94羽2.679 34143.215 142.075 Y工U 2.5 2.5 0.4 (2.2) Ob E丑q召 畑宿1 下左・右上 左・表面 右側徴剥顕著

1039 B 融折断剖片 F-007 -94却2.679 341品 215 142.075 Y工U 0.4 0.8 0.1 (<0.1) Ob E卦冊召 畑宿1 裏面 下微剥

1040 折断剥片 F-007 -94甜2.750 341胡 380 142.113 Y工U 1.2 1.3 0.2 0.2 Ob HNHJ 畑宿1 下右下左上左左下 裏右平坦剥離

1041 砕片 F-007 -94292.958 34143.575 142.109 YLU 0.8 0.7 0.2 <0.1 Ob HNHJ 畑宿1 上・下・右

1042 砕片 F-007 -94293.390 34143.871 1岨 016Y工U 0.5 0.7 0.1 <0.1 Ob 小不可 畑宿1 上

1043 砕片 F-007 -9岨回 307 34144.134 142.078 YLU 0.7 0.4 0.3 <0.1 Ob 小不可 畑宿1 下右左 裏左に罰j離痕

1044 模形石器 F-007 -9地293.521 34144.055 142.074 Yエu 0.8 1.0 0.4 0.3 Ob HNHJ 畑宿1 下右・左

l但5 砕片 F-007 -94293.538 34144.310 1岨 066 Y工U 0.5 0.8 0.2 <0.1 Ob HNHJ 畑宿1 下右・左 裏下微剥

1046 砕片 F-007 94293.855 34144.278 142.062 YLU 0.3 0.7 0.3 (<0.1) Ob 小不可 畑宿1 下 下

1制7 折断剥片 F-007 9岨93.730 34144.616 142.014 YLU 1.4 1.3 0.3 (0.3) Ob HNHJ 畑宿1 下・右・左 左

1048 砕片 F-007 -94294.032 34144.867 142.002 YLU 0.4 (0.6) 0.2 <0.1 Ob 小不可 畑宿1 下

1049 13囲 スクレイパ F-007 -94294.4制 34144.967 141.996 YLU 3.6 1.8 0.9 (4.7) RC 左

1町O 石核 F-007 -94294.887 34145.333 141.9品 YLU 0.8 0.6 0.6 (0.2) Ob 小不可 熔宿1 上 上 石措のー部分と考えられる

1出1 世・折断剥片 F-007 -94294.904 34145.475 141.933 YLU 0.5 1.3 0.2 。1 RC 上・下・右 裏上に微剥

1052 15困 樹す折断剥片 F-007 -94295.273 34146.124 141.956 YLU 3.5 1.7 0.7 (3.4) Ob E丑妊王J 畑宿3 上・下 左 睦盤上に剥鵬、いわゆる鮒割片

1田3 砕片 F-007 -94295.482 34146.271 141.950 YLU (0.7) 0.5 0.1 (<0.1) Ob 不可 畑宿1 下

1054 折断剥片 F-007 -94295.813 34146.712 141.903 YLU 1.8 (1.6) 0.3 (0.8) Ob E丑官官 畑宿3 上・下 不透明 裏上

105出 骨折断剥片 F-007 94296.413 34146.956 141.788 YLU 1.0 1.1 0.5 0.7 Ob 不可 畑宿 1 上・下・左 下微剥
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ì~号
X座標 Y座標 援局 長さ 。国 J字とさ 重さ

技番号 図版 器種 グリッ}
(m) I (m) 

暦イ立 石室 推定産地 母岩別 折断 折損 被凱 欠損 接合 備 考

L 
(m) (cm) (cm) (ω，) (g) 

11田6 砕片 F-007 94292.829 ，j4143.516 142.061 YLU 0.5 0.4 0.3 <0.1 Ob 司二一，耳 畑宿 l 石

1出7 砕片 F-007 94292.3回 34143.15¥ 142.030 YLU 。己 0.6 0.2 <0.1 Ob 不可 畑宿 11 

1日| 砕片 F-007 94292.473 34143.048 142.023 1江 U 0.5 (0.9) 0.2 (0.2) An 安山岩 と右 |妥右上 ぬ原E地推定で安山岩とされた

1出9 砕片 F-O日7 -94292.348 34142. 93~ 142.040 Y工U 0.5 0.5 0.2 <0.1 Ob 不可 畑宿 1 上下右左

1問。 12図 ナイブ沼石器 F-007 -94291日4 34142.052 i 142凹7Y工U 0.5 0.6 0.3 <0.1 Ob HNHJ 畑宿 1 F 刃部微剥

1061 .A，，+B+C 折断剥片 F日iJ7 94290.870 3.1141.245 142.158 YLU (1.6) (1刀 0.3 (0.6) An 安山岩 上 i三分。下 計測は接合状態

1061 A 折断剥片 F-007 942叩 8叩 31141.245 142.158 YLU (l 3) (1.1) An 安山岩| 上 。b:，~産地推定でま山岩とされた

1061 B 1折断言討l片 F-007 942叩日刊 34141，245 14Z.15E i'LC (1.3) (0.6) 0.3 (0.2) An 安山岩 1""'ぷ庖川左足以臥lね乙 Cいん

1剖l C 折断剥片 F-007 94290.870 34141.24E 国州 YLU (0.6) (0.7) 10.1) (く0.1) An 安山岩 左 lob隠也推定で安山岩とされた

1062 融折断剥片 F-007 94却1.561 34141.910 142.0田 IYLU (¥.0) 0.3 0.2 (く0.1) Ob HNHJ 畑宿 1 と ヒー右下 左側微事I

1同3 砕片 F'007 十94291.639 341-12.154 ぽ附 IYLU1 (0 7) 0.7 く0.1 (<0.1) Ob 日NHJ 制宿 1 右下左下

i 106'1 バ折剥片 F 007 94291.66.2 34142.470 凶叫 YLU 1.0 0.3 0.3 <0.1 RC 下 設とに微剥

1065 折断剥片 F 007 ←94291.851 34142.542 1"12.075 YエU (2 0) 1.4 0.3 (0.7) Ob HNH] hR情 1 土・下左 | 長左 t

1066 砕片 F-007 一94292回目 34143.315 142.083 Y工U 0.1 (<0.1) 。b 小不可 irn惜 1 上下 下右 左側微剥
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第4館第証文化層

1.5.量物の分布

遺物は、 scrr~FB層にかけて出土し、 N-LA"-' BB 1層にかけての出土例が大半を占める。機はBB1 

層から出土した。第E文化層の遺物は2宮、のG-6グリッドの 1号炭化物集中部と E-，{ "E-8グリ

ッドの 2号炭化物集中部を中心に出土 1号炭化物集中部において石器はほとんどi出土せず、柏峠

産と推定される黒曜石製の折断事u片と磯が一点ずつ出土した。 2号炭化物集中部では諏訪星ヶ台産、和

田峠産と推定されるスタレイパーの接合資料がまとまって出土した。これらの分布からはずれてナイフ

形石器などが出土し

2閉

ナイフ郡石器(第23図10 2) 

284は、横長剥片を横に用いた二側縁加工のナイフ形石器である。石賀は諏訪星ヶ台産と推定される黒

曜石である。瀬戸内技法による翼状剥片のような両側が反っている横長剥片を素材としているが、刃面

は転機面であり、剥片素材の石核から剥離された剥片を素材としているとは言えない。器体中央部は鋸

歯状に調整されているが、先端部は撤密に加工されている。刃面の先端部にも剥離痕が施されている。

基端部は両側縁が調整された後折断しているが、折断面の左側には調整剥離痕が観察される。先端部

は鋭く尖り、基端部は折断面により平坦な石器である。横長剥片を横に用い、鋸歯状の調整加工、転機

面の刃部を合めた剥離面構成は近畿西部@瀬戸内東部を中心として分布する国府型ナイフ形石器に近似

する。その一方で、基部加工が器体中央部にまで及ぶ点は東海 c 南関東のナイフ形石器の特徴を示す。

刃面は大きく欠損していて、計測できた部分の刃角は41度で、近畿の国府型ナイフ形石器の刃角に近

い(織笠。調整加工された部分、欠損部分の仮設縁辺角(織笠(横断面実現日箇所上から 2'"

4番目)を含めて平均すると44.7度である。背音.~側調整角は横断面実測箇所を計測し、平均72度、刃部

側調整角は横断面実測箇所のニカ所を平均すると79度、基端角は106度である。

2区の南開C-8グリッドでFB層から出土している。第H文化層の石器が集中している部分から離れ

て分布している。

833は寸づまりの縦長剥片を縦に用いたナイフ形石器である。石賀は和田鷹山産と推定される黒曜石で

ある。基部には打面が幅広く残置している。頭部調整が頻繁で打面転位された素材を用いている。

二側縁加工で対向調整を行い、急斜な加工を施している。右側縁は全体的に対向調整が施され、上部 e

下部は裏面側からの剥離が表面倒からの剥離よりも新しく、中央部は裏面側からの剥離よりも表面側か

らの剥離の方が新しい。左側縁は下部に対向調整が施され、表面倒からの剥離よりも裏面倒からの剥離

の方が新しい。

幅広で、刃部が斜めに傾き、切出状を呈す。刃角は 1カ所を計測し、 30度、背部側調整角は4カ所を計

測し、平均104.8度、刃部側調整角は3カ所を計測し、平均99度、基端角は97度である。

1区の 1-4グリッドで第E文化層の石器が集中している部分から離れてFB層から検出されている。

スクレイパー(第23図3、第24"'-25図、第26図1) 

1109 . 1192 . 1202は、幅広の寸づまりの素材を縦に用い、打面を残す。調整加工はほぼ全贈を巡って

いるが、 4つの部分に分けられる。図上、下部はあまり調整加工されていない。円形に近い形態である。

刃角は図上、左60.5度、左下52.0度、右下46.0度・ 72.0度、右44.0度である。折損によって 3分してお

り、そのうち1192は模形石器として使用されたと考えられ、裏面の樋状剥離はその際にできたものと考

ケ
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1145は幅広な縦長剥片を折断し刃部が3カ所作出されている。図上の右側は1146と接合する折断面で

あり、そのまま利用している。他のスクレイパーの接合資料とは異なり、 1点のスクレイパーが折損し

たのではなく、素材となる剥片を少なくとも 3つに折断した後、下部の 2つの折断剥片に調整加工を施

して2点のスクレイパーとしている。刃角は図上、上41.5度、左75.0度(反っている)、右58.5度である。

1160・1195A・B. 1203は剥片の打面を残置している。右上には石核の打面を広く残し、打面縁辺が刃

部に対し直交した位置に設定されていて器体中央部が分厚い。三つに折損している下部の剥離痕はスク

レイパー刃部としての剥離痕と考えられるが、左側の1203と1195にまたがる剥離痕は、打点のない剥離

痕であり模形石器として使用された際にできたものとも考えられる。折断面における力の加わった方向

は模形石器状の剥離痕の側からである。他のスクレイパーとは異なり、模形石器として使用されたため

に折損したと考えられる。刃角は下部80.5度(反っている)、左79.5度である。 10点の接合資料に合まれ
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ダ

1 1160 1203 1195A.B 
S¥VHD S-O 1 

第28図 第E文化層石器実測図 6 

~邸宅評

-=::::::::::二二¥ 2 1207 

03cm  
也醒祖国躍孟包囲岨圃彊圃盛田置酷阻掴

るスタレイパーで¥長さ3.6cm、幅3.8cm、厚さ1.6cm、重さ15.0gである。

1201は石;肢の打面を図上右側に大きく残していて、 1160" 1l95A " B . 1203と同様に打面縁辺が刃部に

対し直交した位置に設定され、器体中央部が分厚い。 2カ所の刃部が作出され、図上ヲ左67.5度、右75.0

度.61.5度である。 10点の接合資料に含まれる。

1200は素材の打面を広く残している。微細な剥離痕が施された刃部は2カ所に見ら 刃角は左61.0

に打撃されたが度.86.0度。右側縁の 2つの大形のまiJ離痕は、素材となっている剥片が剥離される

剥離しなか、ったものと考えられる。 10点の接合資料に合まれる。(勝山)

華1]片嬬(微・折断号u片、折断剥片、微・剥片、砕片 第26図203、第29図2)

ら想定される目的的剥片は、長幅等比のやや厚手の剥片であると思われる。その典型的な

ものが1107である。しかしながら、第E文化層は愛薦。箱根第3期初め、あるいは第2期末にあたるこ

とから、当該期に特徴的な富士川系ホルンフェルス製の石刃も存在し、 98'7+988、1193があげられる。こ

れらの大型石刃 フ形石器の素材となることもある

また、 j汗!新さていることも

くは単品として使用されたらしく、未

く、 987+988もその例と思われる。(笹原)で出土すること

(第27~~29図)っ
ちJ 白

くは、スクレイパ一関連のものが多い。これは、スクレイパーの製作とともに、

用によって、分割再生や「リダクション」がなされるからである。別記の使用痕分析をあわせて参照さ

わν11こし'10

S-Q"j 

この策立

(星ヶ合 1)。 された資料は、すでに多くの剥片が剥がされたのち、さらに剥片

ている。石核は単設打面の横長なものと推定される

からは石核が出土していないため、その形態は不明と

らず、

ざるをえない。この

S-Ol接合資料は、ひとつの大きな剥片から剥離、分割していったものと思われるが、剥片1203

に残る多数の打撃コーンからみて、内部に多くのダメージを負っているc そのため、この個体

についていたのか、大型の剥片から剥離、分割されたのかは定かで、はないc 剥片剥離の

Ji民謡:は、 1198が剥がされた後1208が剥がされる。それによって生じた剥離面を打面とし1200が
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剥がされるのだが、この1200の主剥離面は以前のダメージによってつくられたもので、打点は

存在しない。 1200からは1147が作業面側からの打撃によって削除するように剥がされている。

その後、 1201が打面部からの折り取るような力(打撃?)によって剥がされ、同時に1206が分

離している。その時1207Aも剥がれていると思われる。 1207Bは同時に剥がれたか、 1207Aの剥

片を使用する際の調整加工剥片と思われる。次に1203+1160+ 1195ABの剥片が剥がされ、その

剥片裏面からの折断により1203と1160に分割されるが、同時に1195A、1195Bが破砕するように

分離したと考えられる。

S-02 :母岩別分類(和田芙蓉ライト)。一個体のスクレイパーが折断により、 3分割されたものである。

最初に1109を折りとり、そのあとに1192と1202を折断している。

S-03 :母岩別分類(星ヶ台1)0 S-02と同じく一個体のスクレイパーを折断している。 2分割 (1150と

1191)後、 1191は両側縁に両極打撃のような剥離がみられる。

S-04 :母岩別分類(星ケ台 1)。幅広の縦長剥片を3分割し、末端部をスクレイパーに加工。中央部は

S-03と同じく両極打撃のような剥離がみられる。打点部分の資料はない。

S-05 :ホルンフェルス製石刃の折断資料である。石刃の表面には大きく自然糠面が残り、左側に長い

剥離が見られるが、計画的に成形された石核から剥離された石刃かどうかはわからない。この

石刃の中央表側から折断している。

4.炭化物(第18・22図)

第E文化層からは、 2カ所の炭化物集中部が検出されているが、その炭化物の主な出土層はニセ・ロ

ーム層上部の第 I黒位帯との境界あたりである。特に2号炭化物集中部は、石器ブロックと重なり合っ

ている。この 2カ所の集中部から64点の炭化物が検出され、その内 6点をAMS法C14年代測定にかけ、

4点を樹種同定分析にかけた。年代測定は、暦年代較正なしで25，000yrBP前後の値に落ち着き、樹種は、

落葉広葉樹ということである。詳細は、別編の分析報告を参照されたい。

第5節まとめ

西山遺跡の先土器時代文化層は、第 I文化層と第E文化層がある。第 I文化層は、休場上層内に文化

麿があると考えられ、概ね愛鷹・箱根!日石器編年第4期後半、いわゆる「ナイフ形石器終末期」に相当

する。ナイフ形石器は、基部の丸くなったこ側縁加工ゃいわゆる幾何形を呈するものから構成され、剥

片剥離技術も幅広な石刃を目的的剥片とする。これを素材とし、ナイフ形石器やスクレイパーが製作さ

れている。主体となる石材は、箱根畑宿産黒曜石である。剥片を含めた総数では57%を占め、黒曜石に

おいては80%を占める。愛鷹山麓の遺跡は、「砂川期」から当該期では、ナイフ形石器の半数以上が信州

系黒曜石となる(池谷2000) ことが知られているが、当遺跡においては、近隣の箱根系黒曜石が主体と

いうことから、通常の愛鷹・箱根山麓第4期とは異なっている。彫器が緑色凝灰岩製であることから、

当該期に箱根産黒曜石を多用する相模野台地との関連を考慮すれば、相模野第町期後半(諏訪問編年段

階四)の石器群と連動していることも考慮すべきかもしれない。

第E文化層は、第 I黒色帯下部からニセ・ローム上部を中心に遺物が出土しており、ほぼ層の境界あ

- 50-



たりが生活面といえそうである。編年的にも愛鷹・箱根旧石器編年第2期と 3期の境にあたり、両期ど

ちらに石器群を所属させるかは、議論となるところである。当遺跡の石器群は、石刃の存在とA.T. (姶

良・丹沢広域火山灰)を合むニセ・ローム層出土という点においては第2期的であるが、掻器的なスク

レイパーが多く、石器素材となる目的的剥片が横剥的な幅広剥片である点については第3期的であると

いえる。なお、第E文化層に所属させたナイフ形石器2点は、どちらも上位層からの出土であるが、第

I文化層の石器群からは異質であることから第E文化層からの浮き上がりと解釈した。この 2点のナイ

フ形石器は、愛鷹・箱根旧石器編年第3期に特徴的な形態であることから、石器組成上からは第3期の

傾向が強いことがいえる。

なお、接合資料S-OlとS-03の大文字A，Bとした資料については、勝山は石器の記述にて発掘時の欠

損として扱っており、接合資料の記述にて笹原、および、使用痕分析において山田の記述では剥離時の

ものとしている。休場層より下位の上部ローム層から出土する黒曜石は、水和層の発達が少なく明確に

判断することが困難なため、それぞれの見解のままとした。

寸

i
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第6表先土器時代接合資料表

番接号合 造番物号 図版 器種
グリ 五座様 Y座標 事~両

層位 石質 推産定地
長さ|幅 厚さ 重さ

折断桂番号
ツド 1m) (m) 1m) 10m) I (α，) (cm) (g) 

母岩別 欠損 備 考

1147 27悶 折断剥片 E-007 .942山田6 34149.316 140.715 BBI Ob 1 SWHD 1.0 1.1 0.5 0.3 左 星グ台l 傾斜打面、02PC

1160 125.27.28図 スクレイパ E-007 94301.211 34149.773 140.681 N工A Ob 小可 1.7 3.0 I 1.2 4.0 上 屋ヶ台 i 折断面に徴剥、02PC

01 1195 J'JB 回目盟国 ス宇レイパー E-OOi 94301.315 34149.719 1'10.651 NLA Ob 1不可 1.2 (1.3) 1 0.6 (0町 左下右下 星ヶ台1 右芸面二分 計測は接合状態、02PC

1E 5-011119B 27図 折断剥片 日 071 94剛山7 3u49.58!¥ 140.650 ]¥'LA Ob SWHD 0.7 (1.2) I 0.3 (0.3) 下右 星ヶ台1 哀右 打画調整剥片、02PC

01 I 1200 25.27図 スクレイパ E-007 94301.292 34149.65L 140.625 NLA Ob SWHD ロ町 2.2 I 0.6 (3町 左
星ケ台1巴TZ

3-01 1201 25.27到 スデレイパー E-007 9430l.311 34149.663 140.607 NLA 1 Ob SWh'D 3.0 7.1 】上 左下 主ヶ台1

5-01 1203 25.28図 スナレイパー E-007 -94301.228 34149.701 140.624 NLA 。b SvVHD 3.4 2.8 1.5 10.3 |右 星ヶ台1 左~ーに獄剥l、02PC

S-OI 12uE 1 27図 砕片 E-007 94301.264 34149.6381140.623 NLA 1 Ob 1 S"¥VHD I 0.5 <0.1 上 星ケ台 11 02PC 

S-OI 1207 A+B 幻図[紋剥片 E-007 94301.482 34149.333 i 140.626 NLA I Ob I SWI-ID I (2円 (1乃 0.5 (L3) 星ヶ台1 左上，日分 右左側微剥、02PC

S.OI 1208 27岡 折断剥片 E凹7 943叩 928 34149.579 140.644 NLA Ob SひHDI (1司:tc21 03 仰の|上 F左 星ヶ台l 右と右下 左側が首J理面で折れ、02PC

班長 口b 。8.1)

5-02 1109 23図 スクνイパー E-008 1-942位 495 34150.589 140.7511BBI Ob 
EWEDE竺EZYjJL 24|ロ9)

0.7 I (U) 上‘左 i干問英 l左上

S-02 1192 1 23図 スクレイパー 1E-007 94301.2河 34149.355 国 6日I0:LA 。b 2.4 I 3.6 0.9 I 7.2 下 和出芙 卜右 右芸百i:J説痕担落石需としてb慌用，02PC

S-02 1202 1 23図 スクレイパー E-Q自7 94301，203 34149.717 140.632 I NLA Ob 2.9 1 1.3 右上 和田英 02PC 

l 計 3点

12<1凶

スクレィハー Ob 1 1 u 1 3.9 1 0.9 1 (12町 l
3-03 I 1150 スクレイパー 1E叩 I -94301. 837 I 34149.615 折断面に微剥 02PC

s-0311191 A"E I 24@ |スクレイパ E鵬 94301.440134150.133 下右二升 l打面に故市l、計測は接合状態。2PC

計 u手 |スクLイハー

! 5-04 I 1145 121お凶 |スクレイハー 1E 007 94301.4151.)-11'18.2泣 |右折断面上に微剥、02PC

S..04111<16 24.29悶 スクレイパー E-007 e:1.'i |左折断面に微剥、回PC

H I 2点
134154幻4 1_IlII411 

S-051 987 n I 図 折断剥片 Dω8 94317.935 |傾斜相市

S .03 I 938 29関 折断剥円 JHO[ 山317.6花!担1日却日

S計06 点6 
折Ij3r剥片

16悶 折所剥片 IF山7 %訓引制141附

S-06 I 1007 lGllil 石段 F∞7 9JZ90部21 34142，672 係国有り

員十 2点
、--~斗_. 一一一回

7 石器。 器種目j石賀別組成表

Î!~ 8表 器種551]母告別組成表

に
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第9表先土器時代第立文化層石器一覧表

番遺物号
X座標 Y座標 標l日 長さ 幅 厚さ 重さ

技番号 凶版 器種 グリット 層位 石賀 推定産地 母岩別 折断 折提 被熱 欠損 接合 備 考
(m) (m) (m) (cm) (cm) (C_m) (g) 

284 23図 ナイフ形石器 C-008 94沼5.804 34158.938 l'.iO.429 FB 4.6 1.8 1.0 (5.4) Ob s、iVHD 星ヶ台3 下 刃部 刃部I下訴前面iこ枇剥、国骨型婦問

833 23図 ナイフ形石器 1-004 94出2.835 34117.815 143.935 FB 2.5 1.7 0.6 2.6 Ob WDTY 和田府 刃部に微剥

984 台石 F凹日 942目8.8Sg 34163.904 140.819 12.9 7.1 2C問。 An(py) 黒(磁面)

987 a 2S図 折断剥片 D-008 -94317.935 34154.274. 140.399 Y工L 5.0 2.6 1.3 24.5 Hor 下・右 S-05 傾斜打面

1987 b 29図 折断剥片 0-008 94317.935 34154.274 140.399 Y工L 2.3 2.0 1.4 25.0 Hm 右上ー下 987aの部の可能性

988 29図 折断剥片 D∞8 94317.678 34154.20$ 140.281 BBO 6.3 3.9 1.5 45.3 Hor 上 s-出

1107 lぉ図 描ι折断剥片 G-QOu 94珂7.573 34137.20C 141.954 SCI 2.1 2.5 1.0 4.4 Ob AGKT 伯峠 下右 折断面に札醍面打面冊斜打面

1109 23図 スクレイパー E 008 -94却2A9E 34150.589 140.751 BBI 2.4 (2.91 0.7 (4.2) Ob WDHY 和田英 上。左 左と S回

1110 折断剥片 E.O阻 -94308.159 34156.888 140.116 SCll 5.0 3.7 1.1 16.3 Eヨor 右上‘卜 装右微剥、際面有り

1145 24・29図 スクレイパー E-O肝 94301.415 34148.282 140.746 BBI 3.5 3.0 0.6 SiNHD 星ヶ台l 右 s-削 右折断面上に徹剥、02PC

1146 24.29国 スクレイパー E'007 -9必01.582 34148.949 140.744 BBl 3.5 (2.01 0.6 (4.0) Ob SWHD 星ヶ台1 左 上・右 不透明 上右 S倒 剖純に綱目前書tしても馴位陀

1147 27図 折断剥片 E-007 .94302.08E 34149.316 140.715 BBI 1.0 1.1 0.5 0.3 Ob SWHD 星ヶ台1 左 S-01 傾斜打面、02PC

1148 砕片 E-007 -94301.658 34149.280 140.716 BBI (0.51 日5 <0.1 (<0.1) Ob s、'1HD 星ゥ台1 下 02PC 

1149 砕片 E-007 94301.598 34149.481 140.102 BB 1 0.3 0.4 く0.1 く0.1 Ob 小不可 信州不明 上左 02PC 

1150 24図 スクレイパー E-007 ~94301. 837 34149.615 140.706 BBI 1.6 3.0 0.4 2.2 Ob SWHD 星ヶ台1 J二 S-03 折断面に微剥、02PC

1151 折断剥片 E←001 -94301.988 34149.737 140叩OBBI (1.31 (1.61 0.4 10.6) Ob SWHD 星ゲ台l 右上 下左 02PC 

1152 折断剥片 E-007 -94302.194 34149.847 140.710 BBI 1.7 (I泊 0.4 (0.61 Ob SWHD 阜ヶ台l 下右・左 上左左下 節理面で折れ、02PC

1153 剥片 E.001 94301.826 34141.914 140.694 NLA 1.4 1.1 0.2 (0.2) Ob SWHD 星ヶ台l 右下 02PC 

1154 砕片 E-OOl 一94301.368 34148.714 140.69;: NLA 0.4 0.7 く0.1 <0.1 Ob WDHY 和田芙 t右。上左ι右I下 左 02PC 

1155 砕片 E-OOl 94301.14~ 34146.69， 140.691 NLA 0.3 0.4 0.1 <0.1 Ob 4不可 信州不明 下右 02PC 

115E 砕片 E一日01 -94301.240 34149.441 140.644 NLA (0 51 (0.31 0.1 (<0.11 Ob 小不可 和田英 下 02PC 

1157 砕片 E.001 -94300.908 3'1l49.571 140.681 NLA 0.3 0.4 <0.1 ぐ0.1 Ob /J不可 星ク台l 02PC 

1158 砕片 E-008 94301.091 34150.086 140.616 NLA (0.41 (0.91 <0.1 (<0.11 Ob WDHY 和田芙 上 よ左下 02PC 

1159 砕片 E-006 94301.04E 34150.04E 140.633 NLA 0.4 0.8 0.1 (く0.11 Ob WDHY 和田英 上 表右 02PC 

1160 計白担困 スクレイパー E-001 94301.211 34149.773 140.681 NLA 1.7 3.0 1.2 4.0 Ob 不可 星ヶ台1 上 S-OI 折断面に微剥、02PC

1191 MB  24図 スクレイパー E-008 .94却1.440 34150.1お 140.604 NLA (3.31 (3.31 1.1 (11.6) Ob SWHD 星ヶ台l 下 b左 下右。二分 S田 打面に撤剥計制は接合状態 ωPC

1191 A 24図 スクレイパー E.008 94301.440 34150.1お 140削4NLA (3.31 (3.31 1.1 (11.51 Ob SWHD 星ヶ台l S-01 打面に微剥、02PC

1191 B 24凶 スクレイパ E∞8 94301.440 34150.133 140.6削 NLA (0.51 10.91 0.2 (<0.1) Ob SWHD 星ク台1 義抑占{面 S-03 02PC 

11回 23図 スクレイパー E∞7 94301.276 3414旧日出 140.635 NLA 2.4 3.6 0.9 7.2 Ob WDHY 和田英 F 下右 S-02 摂日E石器としても慣用、02PC

1193 26図 剥片 E-∞7 →94却1.457 34149.247 140.665 NLA 5.9 3.5 1.0 15.4 Hor 時斜汀面、融面有り 02PC

1194 砕片 E-007 94301.310 34149.2田 140.654 NLA 0.5 0.3 く0.1 (<0.1) Ob 小不可 信州不明 右と 02PC 

1195 MB  25027盟国 スクレイパー E-001 94301.315 34149.719 140.651 NLA 1.2 (1.31 0.6 (0.61 Ob 不可 星ヶ台l 上下 分 5-01 計測は接合状態、02PC

1195 A 25，27，28困 スクレイパー E∞7 94301.315 34149.719 140.651 NLA (1.21 (1.3) (0.51 (0.6) Ob 不可 星ヶ台l 表商 S-Ol 02PC 

1195 B 田町1図 スクレイパー E←∞7 -94301.315 34149.719 140.651 NLA (0.41 (0.71 (0.41 (<0.1) Ob 不可 星ヶ台I 下 S-Ol 02PC 

1196 a 折断剥片 E-007 94301.438 34149.406 140.6臼 NLA (U) 0.6 10.21 (0.1) Ob SWHD 星ヶ台l 下 上 02PC 

119E b 砕片 6-0町 94301.438 34149.406 140.664 NLA (0.5) (0.61 く0.1 (く0.11 Ob 小不可 星ヶ台l 左下 02PC 

1197 スクレイパー E.001 一94301.520 34149.26S 140.6印 NLA 0.5 0.6 0.3 <0.1 Ob 5羽圧王D 星ヶ台l 下 刃吉間2PC

1198 27図 折断剥片 E.日間 -94300.927 34149.584 140.6閃 NLA 0.7 (1.21 0.3 10.3) Ob S'A在m 星ヶ台l 下・右 裏右 S-01 打面調整剥片 02PC

1199 砕片 E-007 94301.414 34149.356 140.634 NLA 0.5 0.6 0.1 <0.1 Ob SWHD 星ク台1 右 02PC 

1却。 話。町田 スクレイパー E←∞7 【94301.292 34149.662 140.625 NLA (2 6) 2.2 0.6 3.9 Ob SWHD 星ヶ台l 左 上右I下。左 S-OI 02PC 

1201 お 21悶 スクレイパー E.007 -94301.311 34149.663 140.607 NLA 3.0 3.1 1.4 7.1 Ob SWHD 星ヶ台l 上 左下 5-01 02PC 

1202 23図 ス担レイパー E.001 94301.2日33，1149.717 140.632 NLA 2.9 1.3 0.5 1.5 Ob WDHY 和田芙 右上 3-02 02PC 

1却3 目白羽田 スクレイパー E-001 94301.228 34149.701 140.624 NLA 3.4 2.8 1.5 10.3 Ob SWHD 車ヶ台1 右 5十01 左下に微引j、02PC

12泊4 砕片 E-001 94301.514 34149.382 140.639 NLA 0.5 0.8 0.2 <0.1 Ob SWHD 星ヶ台l 上・右左 02PC 

1205 砕片 E-∞7 -94301.420 34149.413 l生0.631 NLA 0.7 0.8 0.1 0.1 Ob WDHY 和田実 02PC 

11206 27図 砕片 6-007 94301.264 34149.638 140.623 NLA 0.5 0.6 0.3 く0.1 口b SWHD 星ク台1 上 S-OI 02PC 

1207 A十B 28図 微剥片 Eω7 94301.482 34149.383 140.626 NLA (2.71 (1.71 0.5 (1.3) Ob SWHD 星ヶ台l 左上二舟 S.OI 右。左側微剥、02PC

1201 A 28図 微剥片 E.O肝 ，91却1.482 34149.383 140.626 NLA 2.7 1.7 0.4 1.2 Ob SWHD 星ヶ台l S-01 右左側微剥、u2PC

1201 B 28図 微剥片 E-∞7 94301.482 34149.383 140.626 N工A 0.7 0.8 <0.1 <0.1 Ob SWHD 星ヶ台l 5-01 右左側微剥、02PC

1208 27図 折断剥月 E-Q07 -94300.928 34149.579 140.644 NLA (1.31 1.2 0.3 (0.4) Ob SWHD 星ケ台1 e，.下左 右上右下 S-OI 左側が節理面で折れ田PC

1却9 砕片 E-O凹 94301.685 34149.344 140.620 NエA 10.51 0.7 く0.1 (<0.1) Ob SWHD 星ヶ台l t 02PC 

1250 砕片占~ 94302.438 34149.665 140.580 NLA 0.5 0.7 0.1 <0.1 Ob WDHY 和田英 1181の由化物と同一位置

第10表先土器時代第E文化屠醸一覧表

備考
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第4章縄文時代以降

第 1節縄文時代の遺構

1 .遺物の分布(第30"-'35図)

遺物全体の分布状況は、 1区、 2区ともに先土器時代のブロックのような集中部がみられ、その聞に

も散漫に遺物が分布する。 2区においては、北東側4分の 3が撹乱されており、 1区と 2区の聞も破壊

されていたことから遺跡全域の様子は推定するしかないが、残存した部分の状況から、丘陵尾根平坦部

全域に広がっていることが予想される。土器は、各型式ごとに分布の差異がみられるが、大きく 1区北

西部と 2区南西部に2つの集中がみられる。土器の分布と石器の分布は、 2区においては重なるが、 1

区においては石器のみの集中部が3カ所みられ、土器の集中部とは分布を異にする。

2.石斧集積遺構

1号石斧集積遺構(第36図)

〈出土状況〉石斧は刃部を東、基部を西、自然面を下にして置いてある。明確な掘込みはなく地表に置

かれたものと考えられる。検出面は暗褐色土層対比。

〈出土遺物>612・613 打製石斧

〈覆土> 1.黒褐色土 (Hue 10YR 2/3) φ5mm以下の赤色スコリアを 1%合む。粘性無し。し

まり強い。暗褐色土層。

2.暗褐色土 (Hue 10YR 2/3) 粘性無し。しまり強い。 Ku層対比。

3.黒褐色土 (Hue 10YR 2/3) 粘性無し。しまり強い。 FB層対比。

2号石斧集積遺構(第36図)

〈出土状況〉石斧は刃部を西に向けて置かれている傾向がある。土坑またはピットなどの明確な掘込み

をもたない。ただし石斧の置かれた部分はまわりよりはやわらかい暗褐色土であり、わず

かに凹めた場所に置かれたものと推定される。

〈出土遺物>614・616"-'619 打製石斧 615 局部磨製石斧

(覆土> 1.黒褐色土 (Hue 10YR 2/3) 粘性無し。しまり強い。暗褐色土層対比。

2.暗褐色土 (Hue 10YR 3/3) 粘性無し。しまり強い。 Ku層対比。

3.黒褐色土 (Hue 10YR 2/3) 粘性無し。しまり強い。 FB層対比。

止土坑(第32図)

1号土坑(第37図)

〈規模・形状〉長辺1.04m、短辺0.64m、深さO.72m

検出面はYL層上面

〈覆土> 1.黒褐色土 (Hue 10YR 2/3) φ2"-'3mmの褐色スコリア、 φ1"-'3mmの樺色スコリ

ア、 φ2mm程の炭化物合む。しまり有り、やわらかく粘性有り。

2.黒褐色土 (Hue 10"1宋 2/3) 1と同様の土であるが、スコリアをほとんど合まない。

φ1"-' 3 cm大のロームブロックを合む。しまり有り、やわらかく粘性有り。

3.黒褐色土 (Hue 10YR 2/3) 1・2にロームが混じる。崩落土。ゆ 1mmの樺色スコ

- 54-
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第30図 縄文時代草創期器種別遺物分布図(1/800)

第11表縄文章創期遺物一覧表

番遺物号
X座標 Y座標 標高 長さ 幅 厚さ 重さ

桂番号 図版 器種 内ヲト 層位 石賀 推定産地 母岩別 折断 折損
(m) (m) (m) {岨) (cm) (四) (g) 

359 50図 尖頭器 1ー004 一94261.122 34111.928 144.360 Ku 4.5 2.1 1.0 (10司 F町 1

516 51図 打製石斧 I←003 94269.596 341出回1144.639 瓦u 8.5 3.4 1.0 (42町 H世

758 50図 有舌央麗器 1-003 -94269.513 341田間8144.332 Ku 3.2 2.2 0.5 4.1 H町 上

796 50図 尖頭器 J-003 -94256.421 34101.362 1岨 198 Ku 2.9 5.2 (0剖 (12司 H町 左

995 50図 尖頭器 E-01O 943岡 田134116.601 140.421 FB 4.9 1.5 0.6 (5町 H町 上

1017 51図 尖頭器 G-ω6 94お8.451 34139.114 142.182 Y工L 11.8 2.7 4.7 140.3 Rhy 上

837 46図 土器 J-004 -94256.833 34116.534 144.330 FB 
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第32図 縄文時代遺構分布図(1

トl

l' 
← 

¥以

、、Jí;j'V~ 

心子~ヲ一F 

@ 

7号土杭

略ぞJ 〉
3号土坑

b 
6号土坑

9 

2区

/ 

w 11 12 

03Om  

圃盟国血盟国血，，_皿皿血四臨岡田園

リア、 φ1"'-'2mmの炭化物をごく少量含む。しまり弱い、やわらかく粘性有り。

4.褐色土 (Hue 崩落したロームに 1. 2の黒色土が混在。しまり弱い、や

わらかく粘性強い。

5.暗褐色土 (Hue 10YR ローム粒含む。 1. 2に比べ明るい。 φ1""2m闘の炭

化物を少量合む。しまり弱い、粘性強い。フワブワとしたやわらかい土。

米陥穴と考えられる。
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第33図 縄文時代遺物分布図(1/800)

2号土坑(第37図)

。形状〉長辺1.541及、短辺O.84nLj架さO.52m

検出面はYI!層上国

〈覆土，> L 黒褐色土 10YR ゅ 3~~5mmの樺色スコリア、 φ2~3 、1O~~20mlilの黄

褐色スコリアを合む。ゃ 3~'5mmの炭化物を少量含む。しまり弱い、やわらかく粘性

有り。

2. 暗褐色土 (Hue 10YR ゅ工~.~ 2 mmの控色スコリアを少量含む。しまり弱く粘

性有り。

3.黒褐色土(日ue lOYR q) 2 ~ 3 mmの赤色スコリア、 φ2~5 1ll111の炭化物を少

n
O
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量含む。 φ3~5mmのローム粒を多量に含む。

4.黒褐色土 (Hue lOYR 3/2) や1~2cmのロームブロックを多く含む。 φ2"-'3 mm 

の炭化物、 φ2"'-'3 mmの赤色スコリアを少量合む。

米 3. 4とも 1にロームが混在した士、しまりなく、粘性強い。とてもやわらかい士。

微ー折断剥片(遺物番号が出土している。陥穴と考えられる。

3号土杭(第3'7閏)

(規模@形状〉長辺O.'78m、短辺O.'?2m、深さO.92m

検出面はYL層上面

〈覆土> 1。黒褐色土 (Hue lOYR φ1. 2"-' 5 酬の撞色スコリアを多く含む。 φ2~~5mm

の炭化物、 φ2~3mmのローム粒を少量合む。しまり有り、やわらかく粘性有り。

2.黒褐色土 (Hue 10YR 2/2) 1に類似。スコリア無し。しまり有り、やわらかく粘

性有り。

3。黒褐色土 (Hue lOYR 3/2) ロームを多く合む。 φ2~5mmの赤色スコリア含む。

しまり有り、粘性有り。崩落士。

4。黒褐色土 (Hue 10YR 3/2) ロームブロックを多く含む。 φ3~10mmの樺色スコリ

- 65-



φ2------3mmのローム粒合

ロームブロックを多く含む。幅3------5mmの炭化物を

アを少量含む。しまり弱く、やわらかい。粘性有り。

5.黒褐色土 (Hue 10YR 2/2) φ2"-" 3mmの澄色スコリア、

む。幅2""'3mmの炭化物を少量含む。

6白黒褐色土 (日ue 10YR 3/2) 

合む。

5・6ともしまりなく、水分※1 . 2は3号土坑を壊して作られた 4号土坑の覆土。

を多く含む、やわらかい土。粘性有り。陥穴と考えられる。

4号土坑(第37図)

(規模。形状〉長辺O，72m、短辺O園 70m、深さ1.02m

YLJ層上面

(Hue ローム:コリアを少量含む。

らかい。粘性ヲ寄り。

10YR 

/' 
¥、

u
 

目

、ま

コリア、褐色スコリアを多量に合

しまり弱く、

め 1へ〆 2

ゆ2ro_， 3 mlTIの炭化物を多量に含む。

出土。

lOYl~ 2， 

り。 誠実ローム粒を合む。

φ1 "-' 2 mmのφ2 '-'0 5 

2と同類の土だ

lOYR ワ
リじ

しまり弱く、

り0

4.黒褐色土 (Flue

しまりやや有り、粘性有り 0

5a黒褐色土 (Hue lOYR φ2 "'-"3m日Iの褐色スコ !J ア、 φ1~~2mmの楼色スコリ

アをごく少量含む。ゅ 2'-~3mmの炭化物少量含む。しまり弱く、粘性有り。水分を多

縄文時代前期清木島式の土器片(遺物番号1248 第49図 85)が出土してい

に比べやや明るい。

きい。

コリア少量含む。め510YR 

コリア

¥ 

。。
※陥穴と考えられる。

土坑

，形状〉長辺1.15111、短辺1.11m、深さ0.821立

検出面はYL層上面

上黒褐色土 (Hue

ロックを全体に含む0

2. R音褐色土 (Hue

リアを少量含む。

3.暗褐色土 (Hue 10YK 粘牲有り。大粒のi'L!層のブロックを多量に含む。

4.黒褐色土 (Hue 10YR 粘J性かなり有り。しまり弱い。小粒のYL層の粒子を

かなり多く含む。炭化物を少量含む。大粒のものもある0

1 黒褐色土 (Hue 10~{R 2/3) 粘性強い、しまりが弱く 4層よりさらに弱い。パウダ

-;tfとのYL層のブロックを多量に含み、斑状を呈す。

6， 11吾褐色土 (Hue 10YR 地はさらに暗褐色土。粘性強い。しまりほとんどなし。

大粒のものやパウダー状の Y工層の粒子を多量に含み、斑状を呈す。 1屯層のブロック

5 

一状のを工!曹のブしまりやや有り。パウ粘性有り。2/3) 10YR 

ゅ 2~3mmの撞色スコしまり少な¥;'0 粘性やや有り、

一郎ー

10YR 



の含有量は5層より多い。

7.暗褐色土 (Hue 10YR 3/3) 粘性強い。しまりほとんどなし。 YL層のブロックを

有するが、含有の割合は5層より多く、 6層より少ない。

※陥穴と考えられる。

6号土坑(第38図)

〈規模・形状〉長辺O.93m、短辺O.82m、深さO.38m

検出面はY工層上面

〈覆土> 1.暗褐色土 (Hue 10YR 3/3) 粘性わずかに有り。しまり有り。ゅ 1皿以下の樺色ス

コリアを微量合む。

2.黒褐色土 (Hue 10YR 2/3) 粘性やや有り。しまりやや有り。一部パウダー状を呈

す、 Y工層のブロックを多く含む。 φ3mm以下の樺色スコリアを合む。

3.黒色土 (Hue 10YR 2/2) 粘性やや有り。しまりはかなり強い。 YL層のブロック

を少量合む。

※東側の逆茂木部分の土層は暗褐色土。しまりややあり、底面からはほとんど検出さ

れていない。 SC1層のスコリアやBB1層の黒色士をわずかに合む。

7号土坑(第38図)

〈規模・形状〉長辺O.95m、短辺O.69m、深さO.84m

検出面はYL層上面

〈覆土> 1.暗褐色土 (Hue 10YR 3/3) 粘性ほとんどなし。しまりかなり有り。 Y工層のブロ

ックをごく少量、黄白色で、やや赤がかった大粒のスコリアを少量合む。炭化物を合む。

2. n音褐色土 (Hue 10YR 3/4) YL層のブロックを多く含み斑状を呈す。粘性強く、

しまりなし。

3.暗褐色土 (Hue 10YR 3/4) Y工層のブロックを多く合み斑状を呈す。粘性強く、

しまりなし。

4.褐色土 (Hue 7. 5YR 4/3) YL層のブロックを非常に多量に合み、褐色味の強い斑

状を呈す。粘性は2・3層以上に強い。しまりなし。

5.暗褐色土 (Hue 10YR3/3) 粘性なし。しまりわずかに有り。地は暗褐色だがYL層

のブロックを多量に合み、斑状を呈す。

8号土坑(第38図)

〈規模・形状〉長辺1.06m、短辺O.9m、深さO.21m

検出面はYL層上面

〈覆土〉 1.暗褐色士 (Hue 10YR 3/4) しまり有り。粘性無し。

2.黒褐色土 (Hue 10YR 2/3) 1層よりは少ないがしまりはややある。 Y工層のブロ

ックを少量合む。

3.黒褐色土 (Hue 10YR 3/2) 2層より黒色味は強い。 φlmm以下の焼土粒子を若干

合む。

4.暗褐色士 (Hue 10YR 3/3) 2層より粘性強い。

5.暗褐色土 (Hue 10YR 3/4) YL層のブロックを多く合む。粘性強い。
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※i盟中のピットはこの遺構に付属するものではないと考えられる。

9号土坑(第38図)

〈規模・形状〉長辺lo16m、短辺0069m、深さ0029m

検出面はYLM層と考えられる。

〈覆土) 1。黒褐色土 (Hue lOYR 3/2) 粘性やや有り。しまりやや有り。 φ5mm以下の桂色ス

コリアを若干、パウダー状のYL層のブロックを少量含む。

20 暗褐色土 (Hue 705Y官 3/3) 粘性やや有り、しまりやや有り。粘性、しまりとも

に1層より強い。パウダー状のYL層のブロックをやや多量に含み、斑状を呈す。

3. 暗褐色土 (Hue 10YR 3/3) 粘性有り。しまりかなり有り。 YL層のブロックを多

量に含み、斑状を呈す。

4.日音掲色土 (Hue lOy'R 3層に土質は類似するがYL層のフ守口ツグを3層より

むしろ褐色土層のように見える。

※側面の掘込みは非常にしっかりしていて陥穴と考えられる。

10号土坑(第38図)

〈規模@形状〉長辺008m、短辺O.76m、深さ0.58m

検出面はYLM層と考えられる。

A 

1圃黒褐色土 (Hue 10YR 2/2) 粘性かなり有り。しまり極めて少ない。やわらかく指

で押せる。ゅ 5mm以下のかなりパウダー状のYL層のフ守口ツタをわずかに合み、 φ7mm 

コリアを微量に合む。の[-)mm以下の炭化物をわずかに含む。

2~ 暗褐色土 (Hue 7.5YR 粘性強い。しまりはない。パウダー状の百J 層の

ロックを非常に多量に含み、全体とじて斑状を呈す。炭化物をわずかに含む。

3. 黒褐色土 (Hue 10YR 粘性はかなり強く、しまりはない。 YL層のブロック

米!謀部は非常にし勺かりしており、壁面も南壁の一部をのぞいてしrっかりしている。

1.. い勾'

C.e 
]，... 
'- している。

1号焼土(第四図)

長辺L28m、短辺1.18m.、深さ0022m

([日)耕作土。 (Hue 7SiR 10 多量:の根を含み、ばさばさして極めてくず

検出面はKu

L 黒褐色土 (Hue 10YR 2/3) 

し、粘性・しまり

焼土粒子を多少含むc 炭化物を若干含む。日音褐色土層

り。

2， [1音褐色土 (Hue lOYR 土質は 1)霞に類制。大きな炭化物とわずかな焼土粒子

を含む。

3.褐色土 (Hue 10YR 焼土粒子を多く 大きさはφ2mm程度のものが多い。

炭化物をごく少量含む。粘性・しまりはやや有り。

4. にぶい黄褐色土 (Hue lOYR 冒に類似G 焼土粒子@炭化物をごく少量合

焼土粒子にはやや大粒のもの有りc2@3層に比べて粘性・しまりは弱い。

co 
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5.暗褐色土 (Hue 10YR 3/3)土色はやや明るい 粘性やや有り。 Ku層対比。

米4層の下底面は3層の焼土形成以前の掘込みと考えられる。自然焼士の可能性が強

し'0

2号:漉土(第39図)

〈規模・形状〉長辺O.75m、短辺O昭 73m、深さO.06m

検出面はKu層

(覆土〉 1.暗褐色土 (Hue 10YR 3/3) 

土粒子と少量の炭化物を含む。

Ku!曹に類似するが、わずかに黒味が強い。微量の焼

3号燐土(第39図)

〈規模・形状〉長辺1.28m、短辺L17m、深さo.16m 

検出面は暗褐色土層対比

〈覆土> 1.暗褐色土 (Hue

2.暗褐色士 (Hue

3. 黒褐色土 (Hue

4. 黒褐色土 (Hue

5.黒色土 CHue

ι 暗褐色土 (Hue

1 黒褐色土 (Hue

4号焼土(第四図)

lOYR 

10YR 

10YR 

10YR 

lOYR 

10YR 

lOYR 

3/4) 

3/3) 

3/2) 

3/2) 

3/3) 

2/3) 

炭化物 1%を含む。粘性無し、しまり強い。

炭化物 1%を含む。粘性無ししまり強い。

炭化物 1%を含む。粘性無し、しまり強い。

焼土粒子10%台む。粘性無し、しまり強い。

粘性無し。しまり強い。暗褐色土層対比。

粘性無し。しまり強いo Ku層対比。

粘性無し。しまり強い。 FB層対比。

〈規模図形状〉長辺1.75m、短径L40m、深さO.21m

検出面はKu層

L 黒褐色土 (Hue 10YR 2/3) 炭化物を少量含む。焼土粒子を微量含む。粘性@しま

り弱い。

i 暗褐色土 (Hue 10YR 3/4) 炭化物をごく少量合むo Ku!曹のブ、ロックをやや多く

合む01ilh性 e しまりやや有り。焼土粒子をごく微量合む。

米折損した黒曜石製の石鍛(遺物番号805 第52図)が出土している。

5号焼土(第39図)

〈規模@形状〉長辺O.83m、短辺0.65m、深さO.06m

検出面はFB層

1.暗褐色土 (Hue

粘性弱い。

lO'lR 3/3) 焼土粒子5mm大を3%合む。炭化物粒子3mm大を 1

中に焼士粒子が拡散している。明確な据込みをもしまり張!い。 FB

たない。

i 露E石(第40図)

配石(第40図)

〈出土状況〉 Ku層中位にやや高低差をもって一列に並んで、いる。 この配石の周囲からやや拡散的に2、

によるものかどうか検討を要する。3 Dlm程度の疎j十がやや多く出土しており、

- 7L1一一



〈出土遺物) 643・644・646・647 磨石

649A. B 台石 642・645・648 磯

〈覆土) 1.暗褐色土 (Hue 10YR 3/3) 粘性無し。しまり強い。 Ku層対比。

2. 黒褐色土 (Hue 10YR 2/3) 粘性無し。しまり強い。 FB層対比。

※ Ku 層の中に炭化物が散在する。明確な掘込みはない。

6.台石・磨石・敵石の分布(第34'"'-'35図、第42'"'-'45図)

単品としての台石、磨石、敵石の分布は、分布に大きな偏りはみられない。やや特徴的なのは、磨石

が2区の土器や他の石器が集中する部分から南にずれて散漫に分布する点である。

1区において、台石が3カ所の集中を示すのは、同一個体の安山岩製の台石破片が分散しているから

である。これは、台石が破砕した後、この各部分が集石の一部として再利用されていることを示すもの

と考えられる。同様に、磨石・敵石も赤化、破砕などの被熱痕跡を有するものが多く、同じ再利用のさ

れ方が考えられる。

7.礁の分布(第33図)

醸の分布は、集石遺構のような集中部分はなく、遺跡全体に散漫に分布している。これは、台石、磨

石、敵石の分布と同じで、前記したように、これら礎石器の使用後、焼醸として使用したものと思われる。

第2節縄文時代の遺物

1 .土器(第46'"'-'49図)

本遺跡からは223点の土器片が出土した。その中の91点を図示した。完形になるものはなかった。出土

土器はすべて縄文時代に属するものが大半であり、時期は草創期(第 1群)、早期(第2群)、前期(第

3群)、中期(第4群)、時期不明(第5群)のものが存在する。

以下のように、土器の特徴などから型式別に分類した。

第 1群草創期

第1類絡条体圧痕文土器(1)

第2群早期

第 1類八ッ崎 I式 (2'"'-'32) 

第2類打越式 (33'"'-'36)

第3類神之木台式 (37)

第4類その他の土器 (38'"'-'47)

第3群前期

第 1類下吉井式 (48'"'-'65)

第2類花積下層式 (66'"'-'71)

第3類木島式 (72'"'-'87)

第4群中期 (88'"'-'90)

第5群時期不明 (91)
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1群草書IJ期

第 1類(第46図 1) 

lは掠り紐Rの絡条体圧痕文を横位に三条配している、絡条体圧痕丈土器である。器面にある凹凸か

ら圧痕部には軸が明確に押捺している。器厚は 5"'-"6mmと薄い。

第2群早期

第 1護費 (第46> 47図 2"'-"32) 

口縁部から段部までを文様帯として、口縁端部下と段部に爪形刺突列(以後、爪形列)が施文され、

その間に鋸歯状の爪形列を施丈する。また胴部にも一条の爪形列を施丈する。胎土には大量の繊維を合

んでおり、器面内外に貝殻条痕調整を施す。いずれも色調として灰褐色や樺色を呈している。これらは

八川崎 I式に相当する。

2"'-"4は口縁端部の破片である。 4には皿状突起を有していることから、口緑、形態は波状を呈してい

ると考えられる。口縁端部にはいずれも一方向からの刻み目を加えている。 5"'-"9は一条の爪形列を施

丈している。 5. 9における爪形列は、宣下に屈曲部が存在することから文様帯段部に施丈した爪形列

と考えられる。 7・8の爪形列は、その直下に屈曲部がないため胴部の破片と考えられる。 6は爪形下

に屈曲部らしき部分が存在するものの明確ではなく、その部位の特定は困難である。 10~~29までは胴部

る。しかし、接合できるものはなく、どの位置の破片かは特定できない。 30~32は底部ない

し底部に近い部位の破片である。いずれも平底であり、胎土や色調から本類に該当すると判断した。

第2

る。

じり

ある。口

る。

心。

られ~胎土

る土器で神之木台式と

による 土器で、

器面には貝殻腹縁文を横位と山形状に施する。

きめの山形状の貝殻腹縁丈を施文している。:36は破片の

色調は灰黄褐色を呈している。破片の上端に曲線状

C "-"立の一 している。

していると考えられるものの、型式等が判断できないものを一括した。 38-~42は胎土に大

量の雲母と石英を含んでおり、色調はにぶい褐色を呈している。 430 46は胎土に白色の砂粒を多く含む0

4Ll > "15 . 47は胎土には繊維を含み、色調が明褐色や諸色を呈する c

第3群

:第 1鏑

.0，--，，-， 10 .4C111と厚く、胎土に白色砂粒と繊維を多量に含む土器で、下吉井式に比定される。

無丈の胴部破片が:大半を占めており、まれに内面に条痕調整の痕跡が残っているものもある。いずれ

も色調はH音褐色や黒褐色、赤褐色を呈しており、焼成が著しく悪い。 48~~51は口唇部の破片である。 L18

は折返し仁i緑、となっており、その円こ横位の陸帯が貼られている。 49は垂下隆帯が貼られている。 50.
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51は横位の隆帯が貼られている。 52""65は胴部の破片である。

第2類(第49図66""71)

胎土に微量の白色岩片や繊維以外は何も含まず、色調は内外面ともに明赤褐色を呈している土器で、

花積下層式に比定される。

器厚はL2~~L4cm と厚い。 66には三角形状の隆帯を外面に貼り付けている。 67は内面に隆帯を貼り付

けている。 68"'-'71は無文胴部である。 69は外面の剥離が著しい。 7]ーは外面が明赤褐色で内面が灰色とい

う、他とは異なる色調を呈レている。

なお、 67は休場ローム層から出土しているが、 と判断すべきであろう。

第3類〈第49図72"'87)

器厚は 5mm以下と非常に薄く、細線文指痕薄手土器(通称「オセンベ土器J) と称される土器であり、

木島式に相当する。

72"'77には細線文を施文している。 72は器壁が他に比べて非常に薄く、胎土も密で若干の繊維以外は

何も含まれていないことから、他の破片とは別個体であると思われる。 73は段部を有する口縁部丈様帯

の破片であり、刺突具を斜めに束J突することで粘土を浮かせた刻み目を施文して、つまみ状の部分を作

っている。 74"'76は格子状の細線文を施文している。 77は段部であり、 73におけるようなつまみ状の部

分はない。磨械が著しく細線文は見えない。 78~87は目同部の破片であるが、文様はなにも施されてい

し、。

4群中期

1鏑(第49図

88は口縁端部から外面が「く」の字状に曲り、厚くなっている。器面には半裁竹管を用

並行沈繰が上半部分は縦位方向、下半部分はやや斜めに曲がるように描かれている。日

状は不明である。曽利 I式と思われる。

第2類(第49図89" 90) 

し

より下の形

89は口縁部丈様帯の部分であり、隆帯によって区間を形成しその中に沈線らしき文様を充填している。

90は胴部の破片である。縄文を地丈として半裁竹管を用いて、並行する二本の縦位沈線が施文されてい

る。加曽利E式と

第5群時期不明(第49図

時期・型式。器形等が不明であるものを本群とした。 91のみが出土している。無文の土器であるが、

胎土は密で、雲母を多量に含み、焼成も良い。

2ロ若塁審(第50，，，，66園)

石器類は、母岩(個体) ら、図版内の番号ではなく、 り上げ番号を個有番号

として扱い、呼称として用いる。図版には図版内番号とその閤有番号を併記している。

の石器は、石器群の内容差があるため、草創期と早期以降を分離して叙述する。
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縄文時代草創期の若器

草創期に関連する資料として有舌尖頭器と尖頭器、打製石斧がある。

有舌尖頭器(第50図 1) 

758のl点のみである。先端部を欠損しているが、茎部は細く錐状で、形態は幅広小型である。榔又タ

イプに似るが、茎部は明確につくられている。風化の激しい富士川系ホルンブエルスを素材としている

ため、剥離面の観察は不可能である。

尖頭罷(第50図2"'-"4、第51図2)

995も風化の激しい富士川系ホルンフエルスを素材としている。明確な茎部が存在しないため、尖頭器

としたが、有舌尖頭器の可能性もある。先端部が欠損しているが、全体として細い柳葉形をしている。

359は、細粒安山岩製の略菱形をした小型の尖頭器。風化が激しく、稜線が鈍くなっている。

796は、富士JIi系ホルンブエノレス製の尖頭器。加工は、部分的な平坦剥離によって槍先形を形作ってい

る。あるいは未製品の可能性もある。形態は359に類似する。

1017は、良質なガラス質の褐色流紋岩製の両面体である。大型で器体は分厚仁裏面の先行する剥離

から考えて、大型の横剥ぎに近い剥片が素材と考えられる。その素材の裏面倒を打面とし、表側にやや

角度をもって平坦剥離を行い形態を整え、さらに裏面倒を主体に細部調整を行って尖頭器形にしている。

その厚さおよび基部部分の平坦面の存在から、船底形、細石核あるいは削片系細石核のブランクである可

能性も考慮すべきかもしれない。尖頭器とした場合、実測図上部に細部加工が顕著なため、上部側を機

能部(笹原)としたが、 下部先端が鋭利なことから下部が機能部である(勝山)とも考えられる。なお、

出土!霞が休場層中位ということから、先土器時代第 I文化層の尖頭器の可能性もある。

打製石斧(第51図 1) 

516の打製石斧は、風化の激しい富士川系ホルンブエノレス製で、有舌尖頭器758とほぼ同一地点から出

土したのそのため草創期の遺物と判断したc 当地域の縄文時代の打製石斧は、硬質砂岩や良質な安山岩

製のものが多く、富士川系ホノレンブエ/レス製のものは少ない。また、この打製石斧は薄く、土堀具とさ

れる打製石斧の機能から耐えられないと考えられ、へら形石器とすべき器種かもしれない。

縄文時代早期以降の石器

縄文時代早期以降の石器は、調査区全体に分布し、土器の分布との重なりも多くは異にするため、土

器型式と石器形態との同時期性は不明確である。そのため、早期以降の石器については一括して説明を

行いたい。

若鱗(第52図、第53図3) 

221、240、432は、脚部が長脚かっ先鋭なもの。 221と240は同じ集中部で近議して出土しており、清水

上工式土器と近蝕した位置から出土している。

436、 585、 94、 805、 97は、陪;T~を作り出す挟りが小さい石鍛。

119、59はいわゆる三角形鍛の形態。 59は流紋岩製のやや大型厚手で、通常の石鋭からは異質である。

8:39は、スレート製の細身の薄い石織。出土層が富士黒土層と休場層の漸移層出土ということから草書u

期の可能性もある。

700は基部を欠損しているため、その形態は不明。表裏に素材剥片の主剥離面および表面を残していて、

口。



そのことから、素材は、横長のやや厚いガラス質黒色安山岩の剥片と考えられ、その打面部分を、最初

は表側に、その後、裏面に平坦剥離を行うことによって除去、成形している。

ドリル(第53図2)

127は、厚い角柱状の横長剥片の端部に、尖頭形を形づくる加工を施している。

スクレイパー(第53図1、第54図7)

280は、幅広縦長の剥片の縁辺部に細かな剥離を行うことによって刃部を形成している。部分的にノッ

チ状を呈しており、その機能を有していると思われる。

730は、縦長の剥片を分割するように剥離、折断した三角柱状のものを素材とした、鉄石英製のスクレ

イパー。左側縁に組い剥離を行った後ほぼ一回の剥離によってノッチ状の刃部をつくっている。

模形石器(第53図4・5、第54図 1'"'-'5) 

模形石器は、 210や103のような、所謂「曽根形石核」状のものと、 765、1255などの肩平な剥片を素材

としたものに大きく分かれる。繭平な剥片素材のものは「模」的使用の可能性が高いが、「曽根形石核」

状のものは、「模」的使用のほかに、石核の最終形態(残核)であるものも合まれていると考えられる。

石核(第54図6・8)

石核は諏訪星ヶ台産黒曜石製の106一点のみである。すでに剥離作業は不可能であり、残核状態となっ

ている。前記したように、模形石器の一部が残核である可能性が高いものと思われる。

剥片類(微・折断剥片、微・剥片、剥片、砕片 第54図6・8)

剥片類の多くは、 14のような折断面のある剥片が顕著に認められた。調査区内では石器製作や調整が

行われた形跡は少ないので、雑多な切裁用として使用される剥片類は分割等によって再生されたのかも

しれない。同様に、剥片剥離に伴う剥片類の出土はなく、微細な剥離痕や加工痕を有する剥片が多くを

占めることも、石器製作場ではなく日常生活祉であることを示しているのかもしれない。

局部磨製石斧・打製石斧(第55'"'-'60図)

西山遺跡の石斧は、 2カ所の集積遺構(第36図)にみられるように、特殊な出土状況のものがある。

この集積遺構の出土層位は栗色土の上層、暗褐色土ということから、西山遺跡の主体を占める縄文時代

早期後半(富士黒土層上部)のものではなく、縄文時代の新しい時期であると考えられる。このような

特殊な出土状況と伴出する土器が不明なことから、個別の時期については不明といわざるをえない。

612と613は、 1号石斧集積遺構から出土し、 614、615、616、617、618、619は2号集積遺構から出土

した。 612や617、619はほぼ未使用状態と思われるが、局部磨製石斧とした615は、研磨ではなく、使用

による摩滅の可能性もある。全体として、通常の打製石斧類に比べて小型のものが多く、出土状況から

みても特殊な用途と考えざるをえない。

また、 604と605は局部磨製石斧の刃部部分の剥片である。刃部の再生剥片と考えられるが、石材が緑

色凝灰岩ということと、石刃状の相似形な剥片を連続して剥離していることから、局部磨製石斧欠損後、

石核へ転用したものから、切裁具として剥離されたものかもしれない。

63は打製石斧としたが、大型のスクレイパーとも考えられる。大型厚手の石刃状剥片を素材とし、断

面三角形を呈す。
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418は、銭形の所謂「石鍬」形の石斧である。出土地点付近には縄文時代早期末の打越式土器が分布し

ている。

醸器@スタンブ静石器(第61図、第62図 1~ 3) 

機器は、合計13点出土している。その中には、数回の部分的な剥離痕のものや、敵石の破損したもの

の可能性があるものも含んでいる。図化したものは、刃部とみなされるものが形成されているものであ

る。多くは、硬質の砂岩や良質の硬質安山岩を素材とする。その分布は、調査区全域に偏りがなく、各

時期に一定量組成するものと思われる。なお、 153は剥離面が器体軸と直角であり、その面を{吏用面と考

え、スタンプ形石器とした。

震警高。融石 (第61図4"'6、第63~65~)

磨石・敵石は116点出土し、醗170点の出土数からして、その半数近くが石器として利用されていたこ

とがわかる。敵石は、礁の一部がi較かれているのみのものも多く、磨石と兼用されているものがほとん

どである。

図化したものは、その中で代表されるものである。棒状のものから紡錘状のもの、扇平円形を呈する

もの等があるが、多くは自然礁の形態をとどめたものが主体となる。数量的な内訳は、自然礁から形態

をあまり変えていないものが75点、楕円形が12点、球形が8点、棒状が6点、方形、紡錘形、略三角形

が各 1点、破片資料が12点となる。扇平なものの中央部には高度痕が多く観察され、凹石的な機能ももっ

ていることがわかる。これらの石器は、赤化しているものも多く、熱披砕した例も多い。このことから、

台石と同じく、焼醸としての機能も(使用後と推定されるが)想定されていたことがうかがえる。

台石(第66図)

同一母岩の白色輝石安山岩が、破砕されて 1区のなかに分散している。この安山岩を接合すると、大

きな台石(第66図-20 一部、 J-2接合)となると考えられる。接合関係は J-2、J-3、 J-4、

J-5、J-6、J-7、J-8、J-9、J-10、J-11の10例だが、接合されなかったものも多い。

打撃によって破砕されたような部分もあるが、赤化や煤による黒化が多くみられ、被熱によって破砕し

たものと考えられる。そのほか、台石は、接合J一時、 J -19、 J -23のように分割しており、その多

くが、焼礁として再利用されているものと考えられる。

第3節縄文時代のまとめ

遺物分布と石著書群について

縄文時代草創期は、出土している土器が多縄文系土器群の絡条体圧痕文土器であるが、それに伴う石

器群のみではなく、より古い土器に伴う有舌尖頭器や尖頭器が存在する。遺物の分布も集中する部分が

なく、それぞれが個別的である。同じ草創期といえども、その長い期間にそれぞれの石器を持った人聞

が時間幅をもって西山遺跡を訪れたということであろう。

縄文時代早期以降は、土器の分布と石器の分布に有意な関係があまり見出せないことから、これらを、

時期別に叙述することは圏難である。しかしながら、土器型式ごとの分布にやや差異があることから、

若干の類推は可能である。 1区は、八ッ崎 I式が北西部に集中し、東側に打越式土器が少量分布する。

このことから、 1区のほぼ全域に分布する破砕した白色安山岩製の台石は、八ッ崎 I式土器に関持する

可能性が高い。また木島式土器と221と240の石鎖、下吉井式土器と59の厚めの石鍛がほぼ近接し

-101一
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を示している。

上記した分布と 2カ所の石斧集積遺構は、ほぼ無関係な分布を示し、石斧集積遺構は出土層位も栗色

土層より上層の暗褐色土ということから、中期以降の年代が考えられる。(笹原)

出土土器の型式とその編年について

本遺跡から出土した土器は縄文時代草創期から中期にかけてのものであり、第 1群~第5群に分類し

た。ここでは型式等の判断が可能な土器について、若干の考察を行う。

第1群草 創 期

第 1群の土器は草創期の絡条体圧痕文土器である。小破片が 1点出土しているにすぎないため詳細は
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第68図 縄文時代石器石質別分布図(1/800)

不明である。

第2群阜期

1類は八ッ崎 I式土器に相当する。八ッ崎 I式(増子1983、註 1)は関東の茅山下層式併行の東海系

土器であり、時期は後葉に位置し東海地方を主体におく土器型式である(小崎2001)。本遺跡においては

早期の土器の中でもっとも多く出土しており、器形や器厚、胎士、文様(鋸歯状爪形刺突)、調整(貝殻

条痕)は、八ッ崎 I式のほぼ単純遺跡である愛知県蒲郡市形原遺跡出土の資料(小笠原・渡辺1982) と

極めて類似している。

2類は打越式である。山形状の貝殻腹縁文をその特徴とするものであり、小片が数点出土している。
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打越式は関東から東海東部にわたって分布する土器であり、伊豆半島周辺からの出土例は多い。ただし、

谷口康浩氏 (1984)が述べているような、この地域に特徴的とされる貝殻腹縁丈土器に伴う格子目条痕

文土器は、本遺跡からは出土していない。 3類は、断面が三角形になる細隆帯が貼られ、胎土や色調が

他と異なることから神之木台式に比定できょう。

第3群前期

1類は下吉井式に比定されるものである(註 2)。口縁端部には隆帯が貼られているものもわずかに存

在するが、無文胴部の破片がその大半を占め、多量の繊維を含み、器壁が厚く、焼成が悪い。 2類は花

積下層式に比定される。色調が赤褐色を呈し、胎土の磨滅が著しく、焼成が悪い。一部に隆帯を貼付す

る口縁部の破片もあるが、出土点数は非常に少ない。 3類は木島式である。出土点数はさほど多くはな

いが、いずれも細線丈が施文されてーいる。これらの木島式は、誰谷昌彦による木島vm式(撞谷1982)、も

しくは池谷信之による木島式日段階(池谷1985) に相当するものと

4 

中期に関しては少量であったが、いずれも中期後半のものである。 1類は口縁の形状から曽利 I式に

とは器壁の厚さや色調が異なっており、縄文を地丈に沈線が描かれていること

から加曽本IjE式に比定できるが、細分は困難である。

ける本遺跡は明らかに早期末葉から前期初頭がその主体をなしていること

ると、八'/~I脊 1 式は千11}と時間的な相違が大きいものの、打越式か

ら

早期末前期初頭にか

しているといえる。このことから、

といえる。

ま ける

l区に早期後半から末葉

J 

c::' 

中期の土器が出土するの

に対し、 2 これらは住居杜など つての出土で

る t土、 にお

り方を示していると考えら

本遺跡は桜畑上遺跡(第二東名関連遺跡目。目 1地点、未報告)に隣接しており、早期末葉から前

期初頭にかけての遺物が多数出土している。同遺跡の報告を待って、改めて考察を行う必要があると思

(小崎)

詮1)八ッ11時I式は1983年に増子康農民によって設定されたものの、こ では未だかつて

三主?¥ 
~ー

用いられていない。これは、この土器が東海東部において茅山下層式併行の在地のこと器と認識さずしてきたことにそ

の要因があると思われる。しかし近年になって資料が増加した結果、八ッ崎 I式は東海地方だけではなく、滋賀県

や長野県、神奈川県でも出土することが明らかになり、分布の中心地域が東海東部と限定することは悶難な状況に

なっている(小崎前掲)。

そこで、本報告ではこえ〉土器を東海地方独自の要素が強い土器(早期東海系土器)であると位置づけ、茅山下層

式で、はなく八ッ崎 I式の名称を円']いた。

ら前期初頭の移行期に関しては、 とし、前期の開始を下吉井式からとする

占める(谷口1989)。両主i式には;塩屋上層式(磯部1984。山下1989)が伴うとされる(古谷1984) もの

の、東海地方西部の研究では、塩屋上層式の次型式である上ノ山Z式(増子1976)から前期が始まると考えられて
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おかそこに翻簡が生じる。近年、増子氏によって塩屋上層式が縮分され、岐阜県市場遺跡出土土器を基準資料と

する仮称塩屋新式が設定された(増子1999)。この仮称塩屋新式と下吉井式では間隔をおいた条痕が腕部に及ぶとい

う類似した特徴を有していることが指摘され、この段階から前期が始まるとした。

本遺跡からは仮称塩屋新式や上/山Z式に相当する資料は出土していないが、これらと併行関係に位置するのが

下吉井式であるとする増子氏の意見に従い、下吉井式を前期に位置づけた。

註 4)富士川から愛鷹山南麓にかけての前期初頭を中心とする遺跡は、富士川町木烏遺跡(磁谷1980)、沼津市の平沼吹上

遺跡(池谷1985)や清水柳北遺跡(関野・他1989、1990)などがあり、出土土器はいずれも木島式がその大半を占

める。木島遺跡では 1軒、平沼吹上遺跡では5軒の木島式を伴う住居祉が検出されており、ほぼ前期初頭単独の遺

跡である。清水柳北遺跡では早期後葉から数型式にわたって連続した60軒以上の住居土止を検出しており、この中で

前期初頭の住居祉は20軒以上にも及ぶ。

第 13表縄文時代石器・醸器種別石賀別組成表

石 ス ド 模 カ日 微 折 f敗 議甘 打 局 石 砕 1機 ス 敵 磨 i仁bコ、
器種 タ

]二
部 タ E コ

形 痕 断 製レ の 折 磨 ン
リ あ 断 製

ブ 礁

ノ号
石 る

黍日
王町j 議4 石 形

言十石質 石 石
鱗 /レ 器 若号 片 片 片 片 斧 冗メ九二 核 片 器 器 石 石 石

黒曜石(Ob) 5 1 1 7 2 91 19 2 4 11 14 65 

ガラス質黒色安山岩(GAn) 3 2 l 6 

流紋岩(Rhy) 2 2 2 3 1 31 13 

珪質粘板岩(SSL) 1 1 

ホルンフェルス(日 1 

赤玉石(R]a) 1 3 1 5 

メノウ (Ag) 1 1 

細粒安山岩 l 2 l 1 l よ 7 

硬質凝灰岩(日T) 1 1 

頁岩(Sh) 工 7 1 9 

緑色凝灰岩(GT) 1 2 3 

玉髄にha) 1 1 

アプライト (Ap) 1 1 

細粒砂岩(FSS) 1 l 2 

中粒砂岩(MSS) 1 1 

輝石安山岩(An(Py)) 1 12 11 33 34 249 124 454 

多孔質玄武岩 (VBa) 25 4 11 11 41 

玄武岩(Ba) 3 1 21 12 18 

多子L質安山岩(VAn) 8 6 41 13 31 

シノレト岩(SiS) 4 4 

細粒凝灰岩(FT) l l 

細粒斑糖岩(FG) 1 1 
ム口、 12 3 11 13 2 91 29 21 12 9 3 11 15 13 11 69 47 256 170 667 

※台石のうち、台石田一母岩見u資料は182点
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第14表土器観察表

色 調

1区 J4 I FB 第1群1類 1絡条件圧痕又 外而 lこぶい赤褐色
内面明褐色

45図 12148211区 11-2 1 AN 1第2群1類|八ツl崎I式|外面灰褐色
内面撞色

46民 13169711区 11-2 1 Ku 1第2群1類|八ツ崎 I式 141ト面灰黄褐色
内面明赤褐色

46図 14 1 680.704 1 1区 11.2 1 Ku 1第2群1類|八ツ崎 I式|外商灰黄渇色
内面にぶい褐色

46図 5 1 476 1 1区 1]-2 1 Ku 1第2群1類 l八ツ附 I式 l外国にぶい褐色、灰褐色
内面樫色

46関 16 1 701 1区 ]-2 1 Ku 1第2群l類 八ッ崎 I式 1外面灰黄褐色
内面積色

46図 |7150417@0691 1区 ]-2 AN 1号立群1類 八ッ崎 I式
外面灰褐色、続色
内面積色

46図 18 1 762 1区 ] -2 Ku 第2群H車 八ッ崎 I式
外商灰褐色、撞色
内面灰褐色、黒褐色

46図 |918846786-87 1区 ]-2 I王u 第2群19者 八ッ崎 I式 外面灰褐色、栓色
内面糧色

Ku 第2群1類 崎 タj.jij灰褐色
八ッ I式 内面にぶい黄褐色

側 111 1 侃1 I 1区 Ij-2 Ku 第2群l類 崎 |外面倒
八ッ I式 内而樺色

69.] I 1区 1-2 Ku );f&2在nrA 八ッ崎 I式

Ku 第2群1類

459 I 1区 ]-2 Ku 

461 I引三口
468 I 1 第2群1類 八ッ崎 I式

間|引斗 KuI ti¥21，'!('1 八ッ崎 I式

578 I 1区
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目台 土

少量の長石、雲母

微量の白色砂粒(長石?)、石英、赤色ス
コリ了、チャ ト、多量の繊維

微量の白色砂粒(長石ヲ)、石英、チャー
ト、多量の繊維

焼成 備 考

良

良|口縁端部に刻み、鋸歯状の爪形
列、内外面に員殻条痕

良|皿状突起、口縁端部に刻み、内外
面に貝殻条痕

微量の白色砂粒(長石ワ)、石英、チャー|良
ト、多量の繊維

口縁端部に刻み、鋸歯状の爪形
列、内外面に貝殻条痕

微量の白色砂粒(長石つ)、石英
白色岩片、多量の線維

微量の白色砂粒(長石?)、石英、白色持
片、多量の繊維

少量の白色粒子(長石つ)、微量の石英、
白色弱片、多量の繊維

少量の白色砂粒(長石ワ)、石英、微量の
白色岩片、多量の繊維

微量の白色砂粒(長石つ)、石英、民l色岩

片、多量の繊維

微量の白色砂粒(長石ワ)、石英、多量の
繊維

微量の白色砂粒(長石?)、黒色岩片、少
震の石英、多最の繊維

つ)、石英、黒色粒

良|爪形列下に屈曲、内外商に貝殻
条痕

良|盟部の爪形列、内外面に員殻条

由 胴部の爪形列、内外面に貝殻条
以痕

出 肺部 O))~ 形列、内外面に貝殻条
品痕

良|宮部の爪形列、内外面に貝殻条

良|内外商?と貝殻条痕

良|内外面に貝殻条痕

良[外国に良殻条痕

良|内外面に貝殻条痕

良!貝殻条痕見えず

良|外面に員殻条痕

良|内外簡に只殻条痕

良|内外出に民殻条痕

良|貝殻条痕見えず

良|内外国に貝殻条痕

良|内面に貝殻条痕

良|内外面に貝殻条痕

良|外面に貝殻条痕

良 1 i均タ而に貝殻条痕

良|内外国に貝殻条痕

良 11苫減が若しい

良|内外面に貝殻条痕



図版 番号 遺物番号 区 グリッド 層位 分類 思式 色 調 』台 ゴコ 焼成 備 考

~;I 制 1_ 1区48図 j -2 Ku 第2群4類 早期末 外面 ににふぶいい褐黄褐色色 多量の雲母と石英、少量の繊維
やや

内外面ともに剥離が著しい内面 不良

48図 41 595 1区 J-3 Ku 第2群4類 早期末
外市にぷい褐色

多量の雲母、微量の石英、少量の繊維
やや

内舛面ともに剥離が著しい内面にぶい褐色 不良

48図 42 508 1区 j-3 AN 第2群4類 早期求 外面 ににぶぶいい褐褐色色 石英、多量の雲母、少量の繊維
やや

内外而ともに剥維が著しい内面 不良

48図 43 271 2区 E-8 FB 第2群4~禎 早期末
外面楼色 多量の白色岩片(安山岩つ)、微量の石 やや
内面灰褐色 英、多量の繊維 良

48図 44 413 1区 Eヨ3 Ku 第21許4類 早期末 内面にぶい褐色
微量の白色砂粒(長石つ)、赤色粒子、織 やや
話世 良

48悶 45 415 1区 日 3 Ku 務2群4類 早期末 |外商褐灰色にぶい褐色 微量の白色砂粒(長石つ)、多量の繊維 Iや良や
内面灰褐色

148図 45 249 FB 第2群4類 早期末
外面明赤褐色 1;多多量量ののt白i維色砂粒(長石つ)、微量の石英 や良や 土坑覆土
内面にぷい褐色

412 I区 H-3 Ku 第2群4類 早期末
外面経色

微量の山子黒色粒子多量の繊維何百長条痕の側つ内面にぶい黄褐色

48図 48 75 2区 D-7 Ku 第3iff1類 下吉井式
外面時褐色 白色砂粒(安111滑っ)、微量の雲母と石

不良 折り返し1_.1絞、貼付降帯内面暗褐色 英、多量の繊11!

48図 49 47 2区 D-7 FB 第3君1"1類 下吉井式
外国暗褐色 英白、色多砂量粒の(繊安維山岩つ)、微量の雲母とr11 ll 不良 垂下降帯
内面明赤褐色

48図 50 30-44 2区 D-7 FB 外出i黒褐色 多量の白色砂粒(安山岩つ)、微量の雲
不良 折り返し口緑、貼付|唾帯内面にぶい褐色 母と石英、多量の繊維

48図 51 50 2区 D-7 FB 第3群1類 下吉井式
外面黒褐色 多臼色量砂の梯粒(t安山岩つ長石?)
内市にぶい褐色

48図 2区 D-8 FB 第3群1類 下吉井式
外面明褐色 白色砂粒(安山岩つ長正j7) 
内而明赤褐色 微量のチャート、微量の繊維

48図 53 73 2医 D-7 Ku 第3群1類 下吉井式
3面にぶい赤褐色 l多多量量のの繊白色維砂粒(安山岩つ長石つ) 不良
内面樺色

タ而にぶい赤褐色 少担問(安附)酌雲E48図 54 70 2区 D-7 Ku 自信3耕1類 下吉井式
内面桂色 母と石英、赤色粒子、多量の繊維

48凶 55 41・44 2区 D7 FB 第3群1類 |英白色、多砂量粒の(繊安維山岩つ長石つ)、微量の石 不良
内面時禍色

48図 56 15'58 2区 D-7 FB 穿~3群1類 下吉井式
外面時褐色 母白色と石砂英粒、(多安量山の許繊つ維長石?)、少量の雲 不良内面褐色、灰褐色

48図 57 136 2区 D-8 FB 第3群1類 下吉井式
外面にぶい褐色 白色砂粒(安山岩ワ、長石ワ)、微量の雲

不良内面暗褐色 母、赤色粒子、多量の繊維

48図 58 49 2区 D-7 Ku 第3群1類 下吉井式
外国讃色 多量の白色砂粒(安山岩?長石つ)、品、

不良
内面灰褐色 量の雲母、微量の赤色粒子、多量の繊維

48図 2区
E-7 

Ku 京:;3群1類 T吉井式
外国燈色 l英白、色多岩量片の(繊安維山宕つ)、微量の雲母と石 不良D-7 内面灰褐色

48図 日。 208-2日9 2区 D-8 FB 第3群1類 下吉井式
外面樺色 微量の白色岩片(安山岩ワ)、雲母、石突

不良
内面灰褐色 多量の繊維

1 48図 51 40 2区 D-7 Ku 第排叶下山
外面樺色 多量の白色砂粒(安山岩 7)、微量の雲

不良
内而灰褐色 母、石英、多量の繊維

48図 62 
24・29・ 2区

D-7 
Ku 第3群l類 下吉井式

外面灰褐色 多量の白色粒子(安山岩?長石ワ)、少
不良80.89 E-7 内面栓色 量の石英、微量のチャート、多量の繊維

49図 63 
33・36・ 2区 D-7 FB 第3群1類 下吉井式

外而灰黄褐色 |ゆ山粒(安町長引)微
67 内面 E音褐色 量の芸母、多量の繊維

17'31・ Ku- 外国灰黄褐色 多量の白色砂粒(安山岩?、長石つ)、微49図 64 
35・75

2区 D7  
FB 

第3群l類 下吉井式
内面暗褐色 量の雲母と赤色粒子、多量の繊維

不良

49図 55 
100・

2区
D-7 

Ku 第3群1類 下直井式
外面鐙色 多量の白色砂粒(安山岩つ長石 7)、微

不良101-172 C8 内面積色 量の石英、多量の繊維

49図 56 1014 2区 F-8 YL 第3群2類 花積下層式
外面 H音褐色

微量の日色岩片(安山岩?)、繊維 良 破片上部に貼付降帯
内而褐色

49図 67 132 2区 E-8 FB 第3群2類 花積下層式
外面積色

微量の白色砂*，'[(安山岩つ)、繊維 良 内面に貼村隆帯
内面明赤褐色

49図 68 1211 2区 F-8 FB 第訪ね類 花積下層式
外面明赤褐色

微量の白色砂粒(安山岩?)、繊維 良
内面褐色

49図 69 130 2区 E-8 FB 第3~r2類 花積下層式
外面明赤褐色 l微維量の叩粒(安附長引)繊 やや
内面明赤褐色 良

49図 70 131 2区 ¥)-8 FB 第3群2類 花積下層式
外面明赤褐色

微量の白色岩片(安山岩?)、繊維
やや

内面明赤褐色 良

49図 71 14日 2[主 D-8 AN 第3fil2類 ィ官積 F層式
外面明赤褐色 微量の山色砂粒(長石?)、石英、岩片、

良
内面灰色 繊維

49図 72 60-193 2区 D-7 FB 第3群3類 木烏式
外面褐灰色

非常に密、微量の石英、繊維 良 細線文、内外面iこ指頭圧痕内而黒褐色

49図 73 215 2区 D-8 FB 第3群3類 木島式
外面黒褐色

微量の白色砂粒(長石つ)、石英、繊維
やや 指つまみによる隆帯、外而に細

内而黒褐色 良 線、内外面に指頭圧痕

149関
74 258 2区 D-7 FB 第3群3類 木島式

タ面灰黄褐色
微量の白色砂粒、石英、少量の繊維

やや 』而に細線
内面にぶい黄控色 良 内外面に指頭圧痕

49図 75 260 2医 D-8 FB 第3群3類 木島式 外面 ににぶぷいい黄黄燈撞色色 微量の白色砂粒(長石つ)、石英、特涼長
やや

外面に細線、内而に指頭圧痕内面 良

49図 76 242 2区 D-7 Ku 第3群3類 木島式
外聞褐灰色

微量の白色砂粒(長石?)、石英、繊維
やや

内而に指頭Ll痕内面にぶい黄綬色 良

49図 77 日3 2区 D-7 Ku 第3群3類 水島式
外面掲灰色

微量の白色砂粒(長石つ)、石英、繊維
やや

内面に指頭圧痕内面にぶい黄燈色 良

49図 78 112 2区 D-8 AN 第3群3類 木島式
外面にぶい褐色

ドー働側
やや

内面に指頭圧出内面にぶい褐色 良
~--=ー」ー
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図版 番号 遺物番号 区 グ9，ド 層位 分類 型式 色 調 胎 土 焼成 備 考

49図 79 146 2区 D-7 Ku 第3群3類 木島式
外面にぶい黄糧色

白色砂粒(長石?)、少量の繊維
やや

内面に指頭圧痕
内面にぶい黄櫨色 良

49図 80 268 2区 D-8 FB 第3群3類 木島式
外商にぶい黄澄色 多量の石英、微量の白色砂粒(長石?) やや

内面に指頭圧痕
内面黒褐色 少量の繊維 良

49図 81 282 2区 D-8 FB 第3群3類 木島式
外面:黒褐色 多量の石英、微量の白色砂粒(長石つ) やや

内外面に指頭圧痕
内面:にぶい黄糧色 少量の繊維 良

49図 82 199 2区 D-7 Ku 第3群3類 木島式
外面褐灰色、にぶい黄櫨色 少量の石英、微量の白色砂粒(長石?)、 やや

内外面に指頭圧痕
内面黒褐色、にぶい黄糧色 石英、少量の繊維 良

49図 83 138 2区 D-8 Ku 第3群3類 木島式
外面褐灰色 微量の白色砂粒(長石ワ)、石英 やや 内面に指頭圧痕
内面にぶい黄糧色 少量の繊維 良

49図 84 23・37 2区 D-7 FB 第3群3類 木島式
外面にぶい黄澄色

微量の白色岩片(長石?)、石英、繊維
やや

内外面に指頭庄痕
内面黒色 良

49図 85 1248 2区 E-9 獲土 第3群3類 木島式
外面黒褐色

微量の石英、少量の繊維
やや 内面に指頭庄痕

内面黒褐色 良 SF04 

49図 86 212・213 2区 D-8 FB 第3群3類 木島式
外面にぶい黄櫨色

微量の白色砂粒(長石ワ)、石英、繊維
やや

内外面に指頭圧痕
内面巣色 良

49図 87 225 2区 D-8 Ku 第3群3類 木島式
外面にぶい黄樺色

微量の白色砂粒(長石?)、石英、繊維
やや

内面に指頭圧痕
内面。黒褐色 良

49図 88 1253b 表採 第4群 曽手rjI式
外面明褐色 多量の白色砂粒(長石ワ安山岩ワ)、石

良 客土
内面にぶい黄褐色 英、少量の繊維

49図 89 1252 表採 第4群 加曽草rjE式か
外面。糧色、灰黄褐色 少量の白色砂粒(安山岩ワ長石つ)、微

良
低い援帯による区画

内面:にぷい黄樺色 量の石英、雲母、少量の繊維 客土

49図 90 1253c 表採 第4群 加曽草IjE式か
外面ーにぶい糧色 白色砂粒(長石?安山岩つ)、少量の石

良
地文が縄文、半裁竹管による平

内面にぷい褐色 英、微量の雲母、少量の繊維 行沈線、客土

49図 91 1253d 表採 第5群 不明
外面暗灰黄色 多量の雲母、少量の白色砂粒(安山岩?

良 客土
内面黄灰色 長石?)、少量の繊維

第15表縄文時代土器時期別型式別組成表

時期 草創期 早 期 削 期 中期
時

市各 j¥ 打 神 不 下 花 木 曽 カ日
i仁L3 

型 条 之 積 曽
期

ツ

体
=仁t3r 

崎 越 木 下 島 手リ 軍司
不圧

井
式 痕

i口コ、 層 E 計

文 式 式 式 明 式 式 式 式 式 明

点数 1 50 5 1 12 104 6 28 1 2 13 223 
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第16表縄文時代剥片石器一覧表

番遺物号
X座標 Y座標 標高 長さ

枝番号 国版 器種 グ日ット
(m) (m) 

層位
(m) (cm) 

。雇 厚さ 重さ
石質 推定産地

(四) (cm) (g) 
折断 折損 被熱 欠損 接合 備 茸

1 折断剥片 E~O 日6 94303.369 34134.481 142.133 FB 4.2 2.5 0.7 (5.5) Ob 上下・右 白 裏右下下

4 折断剥片 E~O 日 6 94304.751 34137.290 142.174 FB 1.7 2.0 0.8 2.3 Ob 上下・左 自左表面上テカリ

8 砕片 E~006 94307.228 341認幻9141.9唱。 FB 0.4 0.6 0.1 <0.1 Rhy 

14 I A+B+C 54国 折断剥片 D~007 一割313.201 34144.513 141.761 FB 2.4 2.2 0.9 (5.0) GAn 下・左 ニ骨

14 1 A 54固 折断剥片 D~007 ~9胡 13.201 34144.513 141.761 FB 2.4 2.2 0.9 (5.0) GAn 左・上 表面

141 B 54固 折断剥片 D~007 一叫313.201 出144.513 141.761 E百 0.3 0.6 0.1 (<0.1) GAn 裏面

141 C 54困 折断剥片 D~007 -9岨13却I 34144.513 141.761 F百 0.2 0.5 <0.1 (0.1) GAn 裏面

25 剥片 D~007 -9岨11.893 34144.403 141.708 E百 1.0 1.2 0.9 1.0 Ob 右・左 ヒピ 磁面有り、両極剥片

27 砕片 D~007 -9岨11.583 341品部9141.749 FB 0.5 0.7 0.1 <0.1 Ob 下

28 砕片 D~007 -94311.537 34144.141 141.742 E百 仰の 0.5 (0.4) (<0.1) Ob 上下I右下白表面白裏左

38 折断剥片 D~007 -9岨11田334145叩2141.671 FB (1司 0.4 <0.1 (<0.1) Ob 上・下i右・左 下

52 折断剥片 E~007 9品08.678 担145.067 141.692 F百 1.1 1.3 (0.3) (0.2) Ob 左上左下下 裏上

56 模形石器 D~007 9岨14.372 34144.735 141.713 Ku 2.3 1.2 0.6 1.4 Ob 風化不可 右左下

59 52固 石鎌 D~O日7 94314.5日 34145.952 141.731 Ku 。η 2.2 1.1 (4.8) Rhy 下 107，137，ZlO，mt同じ石懐揖)

63 60固 打製石斧 D~007 -94313.755 34145.717 141.675 Ku 8.3 5.9 3.0 146.6 AP 磁面有り

64 折断剥片 D~007 ~94313.600 34145.462 141.788 Ku (1) 0.7 0.1 (<0.1) Ob 上 下

65 砕片 D~007 ~94313.227 3414日5.432 141邸O Ku 0.5 0.8 0.2 (<0.1) Ob 下 下

66 A+B+C 折断剥片 D~007 ~94312.910 34145回8 141田2 Ku 1.3 (2.1) 0.5 但 9) Ob 下 左・ニ分 計測は接合状態

66 A 折断剥片 D~007 ~g岨12.910 34145邸9 141.802 Ku (1町 0.7 0.1 加町 Ob 左表面

66 B 折断剥片 D~OO7 ~9岨12.910 3414日5.8回 141.802 Ku 0.2 0.8 (<0.1) (<0.1) Ob 裏面

66 C 折断剥片 D-007 -9岨12.910 34145.8回 141田2 Ku 0.5 0.4 (<0.1) (<0.1) Ob 裏面

77 折断剥片 D~佃7 -9岨12.279 34146.571 141.720 Ku 1.6 0.5 1.5 0.7 Ob 上下a表面

78 砕片 D-佃7 イ叫312.659 3414同72悶 141.6田 FB 。‘5 (0.7) <0.1 (<0.1) Ob 下 右

81 砕片 D~007 一9岨11.518 3414陥 品4141.707 Ku 0.5 (0.3) <0.1 (<0.1) Ob 上・下右 左

87 54闇 微・剥片 D~007 9岨11.679 341岨 942 141.728 FB 3.2 1.4 。、6 1、8 Ob SWHD 両側徹剥顕著

88 砕片 D~007 9岨11.6臼 341岨 731 141.659 FB (0町 0.4 0.1 (<0.1) Ob KZOB 右上 左下

91 徹・剥片 E~007 ~9岨09.578 34147.700 141.726 Ku 1.2 1.2 0.3 明司 Ob 下微剥

94 盟国 石鎌 E~007 ~9岨07.789 34147.887 141.75品 Ku 1.0 1.2 0.3 0.4 Ob KZOB 上

95 折断剥片 E~007 -94307岨2出147.9崎市 141.6叩 Ku 0.5 1.0 0.2 (<0.1) Ob 上・下・右 右

97 回国 石録 D~007 -9岨10.594 出147.147 141.661 FB 1.2 1.2 0.4 0.3 Ob AGKT 上左基部

103 日固 模形石器 D~007 ~9描14.293 34148.121 141.709 AN 2.4 1.5 1.7 5.9 Ob KZOB 

104 砕片 E~007 ~94302.857 34140.445 141.973 FB 0.9 0.8 0.2 (0司 Ob 左

106 A+B 日固 石核 D一日07 -94315.813 34148.244 141.528 Ku 2.9 3.1 1.1 9.5 Ob SW日コ 磁面有り

106 A 同国 石核 D~007 一94315.813 34148.244 141.528 Ku (2町 3.1 1.1 (9.4) Ob SW四コ 左

106 B 同国 石核 D-007 一94315.813 34148.244 141.528 Ku (0.3) (0町 (<0.1) (<0.1) Ob SW四コ 裏

107 折断言~J片 D~007 94315.208 34148.4担 141.613 AN 1.9 2.5 0.6 (3.0) Rhy 下右左 裏上 四，137，210，訂此再じ石(轟揖J

111 折断剥片 D~叩7 94314.611 34148.344 141.526 Ku (2.9) (3司 0.6 (5的 Fan 下 下・右

114 砕片 D~007 94314.888 34149.972 141.5岨 Ku 0.3 0.4 <0.1 <0.1 Ob 下

119 臼固 石銀 D~007 94315.464 34149.9田 141.469 Ku 1.3 1.9 0.5 (1.2) GAn 上 左

123 砕片 D~凹8 ~94313.542 34150.8冊 141.539 Ku 0.3 0.4 0.2 (<0.1) Ob 左

124 撤折断朝片 D~008 ~9唯313.124 34150.612 141.5臼 Ku 1.8 (0町 0.5 (0町 Ob KZOB 上・下 右 右側微剥、藤面有り

126 砕片 D~008 ~94311.914 34151.661 141.532 Ku 0.3 0.8 0.3 (<0.1) Ob 上下

127 53囲 ドリノレ D-008 ~94311.600 34150.857 141.552 FB 3.0 1.4 1.1 3.4 Ob KZOB 下に微剥

128 模形石器 D~008 ~94310.653 34150.139 141.617 FB 2.8 1.5 1.0 4.3 GAn 右

129 模形石器 D-凹8一94311.680 34150.1肝 141.590 FB 1.8 1.9 0.5 1.6 GAn 下

133 折断裂片 D-008 一94310.035 34152.844 141.599 FB 1.1 2.3 1.7 1.4 Ob 上左

134 A 撤折断嗣片 D~008 一94310.829 34153.146 141.527 FB 1.5 1.0 0.3 (0.3) Ob KZOB 右左 下・右 8tI場合しまい械綱、師有り

134 B 撤折断剥片 D~008 一94310.829 34153.146 141.527 FB 0.5 1.3 0.3 (0.2) Ob KZOB 上・下・右 Aとは接合しなャ嘩面有り

137 A+B+C+D 剥片 D~008 →94313.343 34152.151 141.395 FB 1.3 2.0 0.3 (0町 Rhy 四分・上左 田，107，210，27白t同じ石(轟崎)

137 A 剥片 D~叩B ~94313.343 34152.151 141.395 FB 0.9 1.4 0.4 (0.3) Rhy 上・右 砥107，210，272<閉じ石(轟陶)

137 B 剥片 D~008 ~9岨13.3岨 34152.151 141.395 FB 0.8 1.2 0.2 (<0.1) Rhy 裏 関，107，210，27世主閉じ石嶋崎)

137 C 剥片 D~008 ~9唱13 品3 34152.151 141.395 FB 0.8 1.0 0.1 (<0.1) Rhy 表 関，107，210，272<閉じ石懐船

137 D 剥片 D~008 -9岨13.343 34152.151 141.395 FB 0.5 0.5 0.3 (<0.1) Rhy 左 且107，210，27.官t閉じ石嶋崎)

149 出国 模形石器 D-007 -94318.722 34149.151 141.383 Ku 2.2 1.0 0.7 (2.1) 日T 上 表面

158 模形石器 D~008 -94312.361 34153.8日 141岨1 Ku 明9) 且3) 0.4 (0.3) Ob KZOB 左下 折断面に微剥顕著

167 折断剥片 C-008 -94323.042 34159.077 140.937 Ku 3.7 3.5 1.1 (11.2) Rhy 上・下 裏上

180 剥片 E~007 -9岨凹問。 34145.717 141.634 FB 1.6 1.4 0.3 0.5 Cha 

181 剥片 D~007 -9岨10品234146.021 141.586 FB 1.1 1.2 0.5 (0町 Ob 右 礎面有り

194 折断剥片 D~007 -9必14.266 34146.057 141.590 FB 1.4 1.3 0.2 0.4 RJa 右

197 砕片 D~007 ~9岨14.449 34147.515 141.557 Ku 明町 0.5 0.1 (<0.1) Ob 下 右

200 模日普石器 D~007 -9岨13.614 34149.255 141.456 Ku 3.7 3.9 1.3 16.6 Fan 

203 砕片 D←日07 9岨11.548 34148.522 141.570 FB 0.7 0.6 0.1 (<0.1) Ob 下 裏上・下

204 剥片 D~007 94312.098 34147.713 141.551 FB 1.0 0.4 0.1 (<0.1) Ob 下左 スポール9打点のない制服刺

205 砕片 E一日目8 94却9.287 34151.425 141.509 FB 0.6 0.7 0.2 (<0.1) Ob 右 上・下

206 折断剥片 E~008 94308.450 34152.003 141.533 FB 0.7 1.0 0.3 0.2 Ob 上

207 折断剥片 D~008 ~94311.610 34151.295 141.476 Ku 0.8 1.0 0.2 <0.1 Ob 上・下・右

210 日囲 模形石器 D~008 ~94313.584 34152.317 141.320 FB 2.6 1.1 1.3 4.0 Rhy 百i~臨目，1W，1百，mt周回附

220 折断剥片 D~007 ~94319.076 34149.529 141.339 Ku 1.0 1.0 0.3 0.2 Ob よ・右

221 52図 石鍛 D~I田B ~g胡18.914 34151お7141.228 Ku 1.6 1.3 0.3 (0.3) Rhy 基部赤 裏右 焼けている(森崎)

222 折断剥片 D~007 ~9岨14.344 34148.937 141.518 Ku 0.6 1.5 0.2 0.2 RJa 上・下ー右

240 52固 石鍍 D~007 -9岨18品234149.622 141.281 FB 1.5 1.5 0.2 (0.4) Hor 右基部 左基部

243 折断剥片 D~008 ~9岨17 曲7 34150.796 141.290 Ku 1.2 0.7 0.2 <0.1 Ob 下

261 樟軒断剥片 D~008 -9岨18但234154.217 140.933 FB 2.7 1.2 0.7 1.8 Ob HNHJ 下 右側微剥、傾斜打面

263 捜形石器 D~007 -9岨15曲8 担147.755 141.373 FB 1.4 1.1 1.1 1.4 Ob SWHD 磯面有り
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X康 探 Y座標 標高 長さ 申書 厚さ 重さ
図版 器種 グリット 層 位 石質 推定産地 折断 折損 被熱 欠損 接合 備 考

(m) (m) (m) (cm) (cm) (cm) (g) 

269 砕片 D叩 71-9即日d 34145.110 141.547 FB 0.6 0.6 0.2 (く0.1) Ob |上右 裏上

折断剥片 D-008 I 94316.217 34154♂9 141.004. FB 1.0 1.5 0.3 (0.4) Ob SWHDI.l'下i右左 下

剥片 D-008 . 9~310.05~ 34151.602 141.436 FB 1.7 2.3 0.4 (1.1) Rhy ←ー骨 泊.101.日7，2ls，27iと同t石民間

272 A 剥片 D-008 日4310.054 34151印3 141.4担 FB 1.7 1.4 0.4 (0.7) Rhy 右 59，M，137，2W，272と同じ石(縦割

272 B 剥片 D-OO， 94310.054 34151印3 141.436 FB 1.4 1.1 0.4 (0.4) Rhy 1 上ー左 却問7.1訂，2W，27n同じ引制百

273 加工可のあるE器 D-OOf 9~311A17 34152.444 141.332 FB 11.3 3.3 2.7 (7.4) Ob HNHJ 打面

276 折断剥片 D-007 山 5州民団印4 l4l却9 FB 0.7 (1勾 Fan 下左 上 1諜面有り

278 折断剥片 D-007 94314.1田|剖1必加 141.250 FB 2.2 2.7 1.1 (5.0) Ob 下右左 上 傾斜打面

280 53図 スケレイパー D-001 同311.7泊 134151叫 凶 2391FB 3.2 2.6 0.6 3.5 Ag 左側微手l

281 制断剥片 ID叩 -94311.275 311tl2.7古る 141.464 FB 0.9 1呂 0.6 0.6 Ob i HNHJ 上ー下 臼

324 折断剥片 1 004 創出 2181出川叩 144.501 AN 2.2 3.3 0.7 (4町 Sh 下・左 里 上 剥離面保)石斧と同じ石

409 剥片 H-004 94273.462 34111.314 144.445 AN 2.2 4.0 Fan 磯田有り

咽|打製石斧 H-O叫 ←94271.50S 34110.9的 144.361 Ku 13.3 284.9 石

432 石f佐 I田31-0羽的関1 34107.601 144.515 Ku (1.8) 1.1 0.3 仰の Ob KZOB 左 上・裏右

436 臼図 石鍛 H-003 94275.634 担104.1悶 14.'1.421 Ku 2.3 1.5 0.4 1.1 GAn 際商有り

441 l 剥片 日 003 94272.041 341叩 112 11-1.711 Ku 1 6.0 7.3 0.9 36.0 FSち 磨石の部

451 折断jflJ片 H-002 94270.282 34凹6.124 144.882 Ku 3.5 1.9 1.0 5.9 RJa 右左

144.897 Ku 2.1 1.6 0.9 2.6 I Rhy 剥落

剥片 I肌附7州民107.429 144.618 Ku 5.6 5.4 1.5 (35.8) I Anωy) 下表而

叫 6石黒 J 附4I -942唱4.5日 34117.292 144.549 Ku 1.9 3.9 1.2 
7.0同一 J二 税凹有り

峨 IJ 剖"1 山 5.358 白山町3 144.322 Iくu (2.5) (1.4) 0.5 (1.2) I Ob I KZOB | 左基部

586 折断剥片い-001 制抑制 34119.438 14.4.488 Ku 1.4 1.4 0.4 0.9 I GT 601.日5と|日]じ石(主主古)

604 回図 同部石斧 1J-001 問 9.51513山 262 144.489 Ku 4.1 3.2 0.9 13.2 GT 哀凶i J 01 阪市有り

605 fけB 印国 局部脱硫 IJ刷 -94お9.0，12 34119.097 山間 IKu 4.6 3.0 0.9 (10η GT 民表上| J分 )01 |際市有り

605 

三一寸」世55@間庁E詰F 
}-004 91お9.012 目ll9.097 Hi.5.'32 Ku I 4.6 目的 10.9 (10町 GT 投表上 ti' )-01 磁而有り

|166105 2 
_T-004 94田i9.042 加119.091 144.532 Ku 1 (0勾 (<0.1)1('01) (<0.1) GT 裳 右 )-01 

H-003 94270.8お 34101.051 144.749 瓦u 110.8 (4.4) 1 1.2 (51.1) Sh 三星1五 1号集積遺構

日間 石先i H-Q03 94270.8田 34101.031 144.750 Ku 二二二コ三二 1号柴杭i主jii"

訪問|打野斧 日 003 94274.4間 34102.33']144.566 Ku 9.8 1.2 I 56.9 I Sh 2号集fi'i逃格

615 |間目前開 H瓜13 91274日iJ3叫 3泊 14，1.562 Ku 日三 4.3
2.0 I 99.4 I Sh 2せ和{辺地

日自 57闘打製石斧 日間3 91274.560 I 34102.354 141.55<1 Ku 1.1 2号F丈君丘構

617 57凶 打j胆石斧 1-[-003 911274.469 34102.424 114日5 Ku 10.1 3.2 1.5 58.5 3h 2'号集結1宜椛

主打主出互石主斧巴旧?2同13 94U4610主3皇1f)i芝5日日一144.5451Ku 110.91 5.0 I 1.9 I 101.2 I Sh 
2号集積遇措

問主
2ft~長特引再

時折削剥片 I削2I .-9，1265.953 I 34凹5.950114<1.8301Ku 1 3.0 1 3.1 1 0.9 1 (4円 上

剥片 11叩2 附 3.83313，)凹s.mlltl4別71Ku 1 2.8 1 2.111.21 (4.8) 哀右

石鍛 1-002コ 8.1265川8I 34回6.4761141.8211Ku I 2.1 I 1.5 I 0.6 I 1.5 

スクレイパ-1i.-003 1-94259..1831 ，~.1107.2051 1<14.712，' Ku I 2.9 I I 0.9 I 4.0 

同 1-0山 9… 144.，175 夜土山L
拡附剥片 HI0刷05 94nom Mm  KLI G E 04 (O町 ! 

| 上右主却 し|-比J4FP三抑制 I 

生 |83-1 1 結州制1-1-0旧剖27.5.175I .141師側 144.1.6';I Ku I 2.8 I 4.8 I 0.3 I (6.4) I Ob I HNHJ パ←川 C'下折附ITiiに微剥UI 

古石古鈴tlm2 9側抑制問自日 (lは4.2叩 55l 左ほ部

1'"-.008 I -9429S.897 I 34151.242 1141.3む O。bb HNHJ と 左芸部 イ子]マ

折民I剥}-¥.I c開8I -94321.355 I 341日 l印 140.5031FB I {l.9i 12.1 I 0.7 I (1.5) I Ob II-INI日 古上正」下

ド I I 間ff?品鵠 D削 9131-1ぉI品152仙川叩 | 
折[済剥片 E -006 I -94309.0月9I ;)n39.3881l-i1.6% 

|一十一

川町剖It1 D削肌O泊3I 31170限 140.2田 FB1 u 1 0.9 1 0_3 1 0.3 1 Ob 1 KZOB 1 確認副主日3両{肘社剥

閉山陶器削1.81 0.5 1 1.4 
陪査 4、右制限，J.iJ02SFi 一Zミ採C2也叫tUオ l 折閉引l片 1 0即日 o.o:)n I 0.000 I I 1.2 I 1.5 I 0.2 I 0.3 

比三主主主主1__ 0.000 I 0.000 1 0.000 IIi1f;L I 3.0 1 2.9 1 0.9 1 11.2 町、y 1 上・石_LJ |刀クラン凶区出土 l
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第17表縄文時代醸石器一覧表

I 番遺物号
XJti¥l;主 Y座標|擦問 長さ 幅 厚さ 重さ

!折損
被熱 被熱

枝番号 図版 器種 グリット 層位 形態
(m) (m) I (m) (cm) (cm) (cm) (g) 堅面 破損商

10 荷主 D 007 日94311.811 制142，7621141.729 FB 6.7 4.3 3.8 124.6 VBa |完形 梓状 l鷹記兼用

13 63図 敵イJ D'007 -943]3.258 34144.066 141田9 FB 9.2 7.8 4.7 428.6 VBa 完)1予 楕円形 廃Jコヨ軒目

16 63図 磨右 DぺJ07 94312.554 34145.13E 141回目 FB 7.6 6.4 4.9 224.1 Van |楕円形 な尽 思 J 13 

19 議石 D-007 94312回I 34145冊。 141.133 FB 5.2 4.9 3.1 71.4 VBa 自然際 石兼用

22 敵石 D-007 94312.114 34144別O 141肝9 FB 7.5 4.7 3.3 147.5 完形 棒状 県 麿石芳が目

26 岐石 D-007 94311.687 34144.047 141.737 FIl 6.7 6.4 4.2 145.4 可¥lan 自然様 赤 県 赤黒 j書石兼用

55 61図 磨石 D-007 94314.166 34144日4 141.106 Ku 7.6 4.3 2.1 70.4 Van 楕円形 巣 赤 J-13 

69 献石 D-007 94313.392 34145.990 141. 701 Ku 5.6 4.2 2.7 61.0 VBa 自然様

赤 |し一
!告石兼用

i 72 敵石 D-007 94J13.252 34146.292 141.65E Ku 6.7 5.5 3.6 135.1 An(py) 自然際 Z古h

74 6図 94313.212 34147.025 141.515 FB 7.7 6.4 4.2 240.9 
l、五'a百n|l 台元一

崎円形 靖、巣 赤黒 J-13 

合石 E叩7 g.J却7.9出 34148凹6 141.691 FB 3.0 3.0 0.4 2.9 赤・黒 羽+ミ

110 敵石 D007 94316.467 34148.322 141.475 Ku 5.2 4.6 3.7 116.6 An(py) I 完Jr~ 球形 赤 時石兼用

115 合石 D-007 94314.963 34149.688 141.484 Ku 2.0 1.0 0.5 Ll An(py) 台石同

117 岐石 D-008 94315.561 34150.140 14l.436 FB 2.7 1 4.9 An(py) 破片 亦黒 踏石兼用

135 台石 D 脚 1-9431~34152 附凶 527 Ku 6.7 6.2 2.4 77.5 An(py) 台イ百同

144 敵石 D叩叩17.410同戸石F司Ei141411 Ku 5.2 5.2 3.3 111.3 An(py) 完形 自然i能 赤巣

148 高¥'1'7 D-007 1 ~9431日 444 I 34149.202 1141.3叩 Ku 8.4 6.5 6.9 366.9 A孔(py) 完形 日然保 拡ー操 庭石兼用

150 府石 DαJ8 94318回8 .14150.8田 141.402 AN  6.5 5.7 3.2 135.5 An(py) 完形 自然様 赤 赤化顕著

151 台布 D-O号 94317.625 34151叫 141.243 Ku 16.3 13.1 6.7 1490.5 An(凹)

153 臼閑 スタンプ腕器 D開8 94316.270 34153.0印 141.272 Ku 8日 5.1 つd つd 227.0 An(Iγ) 県

159 車主七 D同8 -91311抑6 34154.0田 141.442 Ku 6.4 4.3 3.9 109.4 VBa 完河予 自然様 赤 麿不]兼用

164 磨正l C~008 91320.131 34158.422 141.037 Ku 5.8 5.5 VBa 完)f~ 自然様

165 高直正! D 008 94319.124 341田 46E 140.804 Ku 6.1 5.6 4.5 152.9 VBa 完)将 自然際 赤.Jtj 腐心一兼用

168 磨~j C~008 94324.399 34156.999 上旬 819 Ku 1.5 3.4 2.9 50.1 An(py) 破片 赤・恩 赤 J ，14 

171 磨石 C-001 -943出 392 34158./J51 110.731 Ku 8.7 7.1 3.6 157.3 An(rγ) 破片 亦黒 iIi、 )-14 

115 1際器 c-o凹 94320.347 341臼 325 140.892 Ku 110.3 8.7 3.8 416.4 An伊y)

台石 D-C凹 94319.859 34164.942 140.796 Ku 10.4 6.8 4.7 218.6 An(py) 台石|司 赤黒 赤ー黒

171 敵石 C-009 94320.432 34166.649 140.771 Ku 7.7 6.2 4.8 200.2 VBa 先形 自然際 湾、黒 踏石兼用

195 62図 税措 D-007 94314.38E 34146.787 141.557 Ku 6.4 5.9 2.0 98.4 Anωy) 赤 巣 剥離[面が赤

目II 鼓正i D川7 94312叩5 34149.835 141.572 Ku 8.6 5.7 3.8 245.0 Van 自然様

219 磨イJ D 001 …94318.361 3414目307 141.294 Ku 8.0 5.9 4.8 350.3 An(py) 自然傑 赤

232 i喜石 C~008 9'1325.762 ，"34159.167 140.628 FB 6.4 4.7 1.4 27.7 Anωy) 破片 赤 J-14 

248 台石 D的8 94314.170 341日 902 141.011 FB 2.1 1.6 0.4 1.2 A五加y) 台石同

255 日村C'D 台石 H-003 94274.868 34106.233 144却6 101 1.5 1.2 0.3 0.4 Anωy) 台イ」同 計測は接合状態

255 A 台石 H-003 94274.868 34105.233 144.306 101 1.0 0.7 0.2 0.3 An(py) 台四 | AとBの重さは接合状態

255 B 台石 H-003 94274.861 341田 233 144却6 101 1.0 0.3 A孔(py) 台右同 AとBの重さは接合状態

255 C 台石 日 003 94274.868 341剖 233 144却6 101 0.8 0.5 0.3 <0.1 An(py) 台石岡

255 D 台石 日-003 94274.868 341前 233 144却61101 0.5 0.4 0.2 <0.1 An(py) 台石同

256 蔽石 D-007 94315.765 34149.472 141.246 FB 6.6 5.8 3.8 156.8 A吻 y)1 完形 自然様 品、黒 l 踏石兼用

259 廓石 D-007 94318.217 34148.661 141.307 FB 4.8 4.8 2.0 39.8 An(py) 自然様 。jミ J-15 

262 踏石 D加7 94317.290 34148.875 141.287 FB 4.5 4.3 3.1 46.8 An(py) 自然際 t伝 赤黒 )-15 

267 台右 D007 94313.6位 34144.434 141.550 FB 3.7 2.4 0.5 3.6 An(py) 合石同 赤 赤。黒

283 i砦正i D~008 94317.1日 34152.890 140.904 FB 5.4 2.1 1.2 15.8 FSS 赤・黒 示、 落ち込みの上出土焼けている(森嶋)

285 62悶 敵石 D 010 94311.09C 3417l.590 140.227 FB 5.2 5.2 3.9 118.4 Anωy) 楕円形 赤・黒 請ミー黒 麿;.{::i兼用

287 台石 ]-004 94264.075 34118.141 144.474 AN  9.0 6.2 2.4 140.5 An(py) 台石岡 赤・恩 万トー県

288 敵石 ]-004 94264.032 34117.899 144.451 Ku 12.4 9.8 7.8 1345.0 An(py) 完形 自然 赤

2司9 66図 台石 ]-004 94264.111 34117.416 14U54 I王u 23.2 12.1 12.6 3500.0 An(py) 台石同 J-02 台石

291 台石 ]-004 94263.438 34117肝1 1'14.46J Ku 2.4 2.3 0.9 3.8 An(py) 台石同 品、 主是

292 a 台石 ]-004 94263.129 34117.304 144.543 AN  2.2 1.4 1.0 3.8 An(py) 合石閃 赤 赤黒

i 292 b 台石 1-004 942日 1叩 34117.304 144.543 AN  2.6 1.2 0.4 1.2 An(py) 合石内

293 台イう Iα14 94263.296 34117.120 144.496 Ku 5.8 4.2 0.9 25.2 An加吋 台石In] 赤 赤

294 台石 I…叩4 94263.376 剖116.967 144.480 Ku 3.5 3.0 0.9 6.8 Anωy) 台石岡 黒 タル状

295 告在1 ]-004 94263.327 34116.874 144，479 Ku 3.2 2.4 0.7 5.7 Anωy) 台石同 赤

296 台石 ]-004 
994422662391495 5 

34116.729 144.'150 Ku 3.1 2.5 0.9 6.2 An(py) 台ゐ同 赤。黒

1297 台イコ 1-004 34116お5144.48E Ku 3.3 3.0 0.6 5.8 An(py) 台イゴ同 亦

298 台石 1-004 94262.922 3u16.1幻 144.513 AN  4.5 2.8 1.1 12.4 An(py) 台1i同 万1ミ Aι 

2四 台石 1 004 今94262.502 34116.0GE 144.552 AN  13.8 11.2 6.3 1550.0 An(py) 完形 赤 黒

300 磨石 1-004 94262.5国 34115.343 144.478 Ku 110.0 7.7 2.1 187.2 Anωy) 破片 赤 J-12 

302 台石 ]-004 94263.795 34115.1自O 144.561 AN  2.5 2.1 0.9 4.4 Anωy) 台石阿 赤・黒

303 台石 1-004 94263.978 34115.295 144.572 AN  5.5 4.4 0.8 16.3 An(py) 台石同 県 黒

304 台石 ]-004 94263.621 34115朋8 144.575 AN  6.6 5.6 1.9 63.9 An(py) 台石同 語、 赤。主県

305 台石 ]-004 94263.650 34115.964 144.546 AN 3.8 2.3 0.6 3.9 An{py) 台石同 出」 黒

306 | 台石 1-004 -94264.6吐 34115.86E 144.532 AI'! 6.7 3.7 0.8 13.7 An(py) 台石|司 赤ー黒

307 台石 ]-004 -94264.615 :34115.932 144.548 AN  2.4 2.1 0.7 2.7 An(py) 台石同

: 306 台石 1-004 94263.4日 34115.809 144.473 Ku 2.8 1.8 0.5 2.3 Anωy) 合石同

309 台主J ]-004 94264.620 剖116.73E 144.376 Ku 3.6 1.6 0.8 4.2 An(py) 台石同 黒

310 台正i ] 004 94264.379 34116.60E 144.4倒 Ku 4.6 3.3 0.9 12.5 An(py) 台石岡 赤

311 台石 I-OO，j -94263.881 34116.717 144.503 Ku 4.0 3.2 0.6 6.5 An(py) 台石同 赤

312 台石 ]-004 -94264.036 34116.4出 144.412 Ku 5.0 3.4 0.9 15.6 An(py) 台石|可 赤黒 本巣

313 麿石 1-004 -94263.885 34116.263 144.357 Ku 10.8 10.5 6.5 1081.4 An(py) 完形 自然穣 β ミ

314 台石 )-004 94264.964 34116.086 144.49E Ku 3.3 2.1 0.6 3.9 An(py) 台石!司 品、巣 赤

315 台石 ]-004 94264.139 34116.258 144.4問9 Ku 4.5 3.7 0.4 8.2 An(py) 合石|司 赤黒 赤

316 台石 ]-004 942日 間4 .)4115.918 144.456 Ku 5.5 2.9 1.1 19.6 An(py) 台石|司 祭

317 台石 1-004 942印 加1 3m5.992 144.429 Ku 2.2 2.2 0.4 2.5 An(py) 台石同 赤黒 赤
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遺番漏号
X座標 Y座標 標高 長さ 幅 厚さ 重さ 被熱 被熱

桂番号 図版 器種 グリット 層位 石畳 母岩別 折損 形態 接合 備 考
(m) (m) (m) (叩) (cm) (四) (g) 礁面 破損面

406 A+B 台石 H-O血 9岨72.967 34110叫5144.311 Ku 6.8 4.2 1.4 34.2 An(py) 台石伺 赤 赤 J-I0 接合計測、台石

406 A 台石 H-004 -94272.967 34110岨5 144.311 Ku 6.1 4.2 1.4 33.9 An位y) 台石同 赤 赤 J←10 台石

406 E 台石 H-004 94272.967 34110.445 144.311 Ku 1.3 0.9 0.5 0.3 An(py) 台石間 赤 J-IO 台石

407 台石 H-004 94273.040 34110.851 144.357 Ku 6.5 1.7 1.0 10.4 An(pゲ) 台石同 赤 黒

420 敵石 H-O田 ←94272.943 34107.644 144.463 Ku 3.6 6.3 0.7 16.6 An(py) 自然磁 J-16 

421 台石 H-003 94訂2.838 34107.246 144.508 Ku 1.9 1.3 0.4 0.9 An(py) 台石岡 黒 赤

422 磨石 H-003 9岨73.お834106.605 1岨 470 Ku 10.4 7.7 4.1 379.4 VBa 完形 略三角形

423 磨石 H-003 -94273田3出106.154 144.430 Ku 11.2 6.4 3.4 325.0 An(py) 完形 棒状 赤黒 厨平

424 磨石 H-003 -94272田8担1田 015 144.451 Ku 7.0 6.8 4.9 323.3 An恒'y) 自然様 黒 敵石兼用

427 磨石 H-003 -94274.458 341田 025 144.318 Ku 8.5 6.6 3.2 211.5 An(阿j 完形 自然様 黒

429 磨石 H-003 -94272.295 341田 459 144.415 Ku 12.1 8.7 2.9 411.6 An加y) 楕円形 赤・黒 黒 扇平

430 a+b 敵石 H-凹3 -94271.459 34107.248 144岨D Ku 12.9 9.7 4.0 654.1 An恒'y) 自然磯 赤・暴 J-17 

430 a 敵石 H-003 -94271.4印 34107.248 144岨D Ku 13.0 7.8 3.8 448.6 An白y) 自然磯 赤・呆 J-17 

430 b 敵石 H-003 -94271.4印 34107.248 144.430 Ku 10.1 4.3 4.7 205ふ5 An(py) 自然礁 赤・暴 J-17 

438 磁石 H-003 -94270.027 34105.183 144.597 Ku 15.2 8.7 5.0 483.2 An(py) 自然礁 黒

442 磁石 H-003 一94273叫834100.0閃 144.636 Ku 13.3 9.0 6.7 969.9 An(py) 自然穣 跨石兼用

443 礁器 H一叩2←94274.414 3409唱9招 144.6臼 Ku 6.0 11.6 3.7 432.5 An(py) 

445 台石 H-002 担273.5田 34096.718 144.755 AN 24.9 14.5 2.2 690.1 An(py) 台石岡 赤 赤

446 台石 H-002 94272.6日 34剛6.362 144.733 Ku 10.4 13.5 7.6 1016.7 Ba J-18 

449 敵石 H-002 94272.258 34095.863 144.631 Ku 5.4 4.9 2.7 73.1 VBa 球形 赤・黒 黒

450 敵石 H-002 -94270.438 34旧96.024 144.803 Ku 7.8 5.2 3.4 120.9 VBa 自然様

453 台石 ]-002 -94269.619 34095.834 144.837 Ku 14.8 ]0.8 7.2 1690.5 Ba J-18 

454 磨石 ]-002 -942回 969 34095田2144.885 Ku 9.4 9.1 4.3 481.9 Van 完形 円形 赤

456 台石 ]-002 -94268.130 34097.222 144.960 Ku 3.6 2.9 0.7 7.1 An位y) 台石同 赤 赤化顕著

460 敵石 1-002 -94267.798 34097.846 144.880 Ku 4.5 3.6 2.7 36.1 VBa 自然礁 赤・黒 磨石兼用

466 出国 殻石 1-002 一94264.5田 341曲8.290 l岨 920 Ku 6.3 5.0 4.6 197.5 VBa 完形 自然磯 赤 磨石兼用

469 台石 1-002 一94264.1凹 34097.6回 145.0訂 Ku 2.7 2.4 0.8 5.0 An(py) 台石同 蔀・黒 黒

474 台石 ]-002 94262剖134096.045 1岨 973 Ku 14.3 9.1 4.6 630.8 An(py) 

475 台石 ]-002 94263.892 34凹6.162 145.066 AN 7.8 6.1 6.0 274.5 An(py) 赤 J→19 

479 敵石 ]-002 -94264.375 34094.676 144阻9 Ku 5.8 4.1 2.0 65.4 VBa 完形 自然礎 赤黒

484 台石 ]-002 -942臼 810 34096.446 144.889 Ku 8.3 6.8 5.1 448.1 An恒'y) 赤黒 J-19 

487 敵石 I一日02 -94265.601 34095.759 145.074 AN 5.0 5.2 3.8 113.2 VBa 自然磯 赤黒 赤 磨石兼用

488 台石 1-002 -94265.903 34095田8144田E Ku 21.5 16.4 5.9 2300.0 An(py) 

489 台石 ]-002 -94265.450 34095.483 144.923 Ku 4.5 4.1 0.5 7.8 An句y) 台石同 赤・暴 車化顕著

491 台石 ]-002 -94267.969 34凹5.157 144.976 Ku 4.7 4.0 1.0 20.7 An句'y) 台石同 赤・黒 暴

493 磨石 ]-002 -94266.628 34凹3.340 144田7 AN 10.5 7.8 4.1 379.6 An旬y) 方形 志 赤 台石?

495 台石 1-003 一94268.155 34101.29焔 144.9旧8 AN 14.9 10.6 5.3 729.6 An匂y) 台石同 赤 赤 台石

496 台石 1-002 一9岨67.642 34091曲1145.019 AN 2.7 2.3 0.7 6.1 An(py) 台石間 黒

497 台石 1-002 一94267.532 34092.356 l剖 911 Ku 2.2 1.2 0.2 0.6 An(py) 台石同 赤・黒

499 磨石 J←002 ←担259.592 34098.140 145.167 Ku 8.8 7.2 4.7 368.0 VBa 完形 楕円形 黒

502 敵石 ]-003 94261.396 出101.277 145.017 Ku 6.5 4.8 3.6 149.1 Anω'y) 完形 自然様 赤・黒

504 磨石 ]-003 9岨60.946 担102.478 145凹2 Ku 6.4 3.4 1.1 23.8 Fan 破片 赤・黒

505 敵石 1-003 一副262.756 制101.968 144田5 Ku 5.5 4.9 3.8 101.8 VBa 完形 球形

507 敵石 ]-003 -9叫64.753 34101.134 144.794 Ku 8.0 7.9 5.1 322.6 Van 自然様 赤黒 赤 赤化顕著

511 敵石 ]-003 -9叫67.790 34102.9田 144.7:河 Ku 9.5 7.8 4.9 430.9 Van 完形 自然様 赤

512 磨石 ]-003 -94268.102 34103.107 144.7回 Ku 9.4 5.6 2.7 171.3 An(PY) 自然様 事・黒 赤・累 J-20 厨平

513 敵石 1-003 -94267.007 34105.223 144.652 Ku 8.7 6.8 4.3 290.5 An旬y) 自然磁 J-21 

514 磨石 1-003 -94266.917 34105.724 144.712 Ku 4.6 4.0 1.1 18.7 An位y) 破片

515 台石 I一口03 -9岨67.820 34106却2 144.6叩 Ku 8.9 4.1 1.4 39.2 V町 1 台石岡 台石

519 磨石 1-003 -94265.363 34106.552 144.577 Ku 9.6 8.3 5.3 328.5 V町 1 破片 多孔質

520 同国 台石 ]-003 94265.308 34106.507 144.571 Ku 13.5 8.0 9.7 1岨5.0 An(py) 台石岡 J-02 台石

522 台石 ]-003 942臼 669 34105.342 144.6唱b Ku 11.3 11.0 4.4 384.1 An(py) 台石岡 帝 赤・黒

523 敵石 ]-003 942防 313 341旧 155 144.677 Ku 6.3 6.1 3.6 145.3 Ba 完形 自然磯 赤

526 61固 磁器 ]-003 94却2.886 34104.848 144.831 Ku 10.3 9.3 3.2 439.0 An(py) 完形

527 台石 ]-003 94260.858 34108.264 144.7師 Ku 3.1 3.0 0.6 7.0 An(py) 台石同 赤 赤 J-03 台石

528 台石 ]-003 94261.199 34108.853 144.694 Ku 10.7 6.6 4.5 398.4 An(py) 

529 台石 1-003 -94260.539 341凹 077 144.778 Ku 4.4 2.7 0.5 6.1 An(py) 台石同 昔急

530 台石 ]-003 -9唯260.441 341田 603 144.776 Ku 5.3 3.9 1.1 14.3 An(py) 台石同 黒

531 台石 1-003 94260.004 34106乃O144.8印 Ku 5.2 4.3 0.7 17.5 An(py) 台石同 赤・黒 赤・黒

532 台石 1-003 -94260.1叩 34106.602 1叫自前 Ku 6.5 3.7 1.0 29.5 An(PY) 台石同 赤ー黒 赤

533 台石 1-003 -94260.354 34106.154 144.7副 Ku 8.5 6.1 4.5 246.6 An(PY) 台石同 黒 黒 J←02 台石

534 台石 ]-003 -94260.325 34106.094 1剖 804 Ku 6.7 4.7 2.7 51.6 An(py) 台石同 赤 J-02 台石

535 台石 1-003 -942印 364 34106.055 1岨 801 Ku 6.5 3.7 1.7 24.6 An恒y) 台石岡 黒 J-04 台石

536 台石 1-003 -94260却534106.075 1岨 757 Ku 18.2 14.6 6.8 1900.0 An(py) 完形

538 66国 台石 J-003 -94259.536 34105.750 144剖9 Ku 8.9 6.3 2.9 114.1 An印y) 台石間 黒 暴 J-02 台石

539 台石 J-003 -94259.250 34105お1144.879 Ku 4.7 4.1 1.1 15.7 An白y) 台石同 赤・展 赤・暴

540 台石 ]-003 -94259.079 34104.627 144.917 Ku 6.9 6.0 2.1 93.6 An句y) 台石同 黒 黒 J-05 台石

541 a+b+c 台石 J-003 -94259.056 34104.466 144.940 Ku 2.8 1.6 0.8 2.4 An(py) 台石同 車 黒 計測は接合状態

541 a 台石 J-003 94259.056 341旧 466 144.940 Ku 2.8 1.5 0.8 2.3 An(py) 台石同 赤 黒

541 b 台石 J-003 94お9.056 34104.466 144.940 Ku 1.1 0.7 0.3 <0.1 An(py) 台石同 赤

541 c 台石 J-003 9岨59.056 34104.466 144.940 Ku 0.6 0.4 0.1 <0.1 An(py) 台石同 赤

542 敵石 J-003 -9岨59.134 34104.4臼 144.890 Ku 5.4 4.9 3.6 89.0 An(py) 完形 略球形 黒

543 台石 J-003 -94259.0臼 34105.041 1岨 836 Ku 9.8 6.6 1.9 103.9 An白'y) 台石同 黒 黒

544 台石 J-003 -942沼8.799 34103.921 1岨 922 Ku 4.6 3.2 1.9 23.6 An(py) 台石間 黒 黒
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遺番物号
X座標 Y座標 標高 長さ 幅 厚さ 重さ 被熱 被熱

桂番号 国版 器種 グリフト 層位 石賀 母岩別 折損 形態 接合 備 考
(m) (m) (m) (cm) (cm) (曲) (g) 磁面 破損面

699 台石 1-002 -9岨64.925 34097剖3144.803 Ku 11.2 9.4 6.5 623.6 Anωy) 赤・黒 黒 J-19 

705 台石 J-002 -94259.9臼 34098.閉8144.861 Ku 9.4 7.1 3.0 300.2 A且位y) 台石間 赤・黒 黒

706 敵石 J-003 -9世田 606 34100.3岨 144.865 Ku 5.4 4.4 4.0 116.2 Anωy) 球形 暴 磨石兼用

710 敵石 J-003 -94259.8田 34104 下司1144.803 Ku 5.2 4.9 4.2 1054.0 VBa 完形 球形 赤・黒 磨石兼用

714 63囲 敵石 J-003 -94258.4田 34104.889 1岨 862 Ku 9.1 8.2 3.4 275.9 Anωy) 円形 暴 黒 磨石兼用

715 台石 J-003 -94258.321 34105.198 144.851 Ku 10.0 3.4 1.2 47.1 An匂y) 台石同 暴 暴

716 台石 J-003 -94258.8回 34105.109 144問。 Ku 6.1 4.2 2.1 31.8 An位y) 台石同 赤・暴 黒

717 台石 J-003 -94258.8印 34105.367 144回3 Ku 5.7 5.3 3.1 89.7 An位y) 台石同 赤・暴 赤・暴 )-05 合石

718 台石 J-口03 -94259.030 34106.013 144.814 Ku 6.7 7.0 2.7 132.7 An位y) 台石向 赤・呆

719 台石 J一日03 -94258.519 34105.888 144田4 Ku 7.1 4.4 1.9 51.1 An(py) 台石同 事 台石

721 台石 J-003 -9岨58.665 34106.3旧O144河4 Ku 5.9 3.0 1.3 23.5 An(py) 台石同 蔀 )-05 台石

722 66困 台石 J凹3 制259曲8 34106.421 144.768 Ku 4.0 2.9 1.3 12.5 An(開) 台石同 黒 黒 )-02 台石

723 台石 J→003 94258.721 34106.903 144.784 Ku 9.5 5.0 3.7 195.5 An位y) 台石同 黒 赤黒

724 台石 J-003 94259.112 341田 972 144.817 Ku 2.3 1.8 0.4 1.7 An(py) 台石同 赤・黒 赤

725 台石 J-003 -94259.309 341冊l剖4144.782 Ku 7.0 4.2 1.4 34.2 An白'y) 台石間 )-09 台石

726 台石 )-002 -94258.756 34107.2氾7144.757 Ku 2.9 1.4 0.7 2.6 An恒'y) 台石岡 赤・暴 赤・累

727 台石 )-003 -94259.265 34106.815 144.745 Ku 5.0 3.5 1.0 18.4 An(py) 台石岡 赤・暴 赤

728 台石 )-003 -942回 874 34107.524 144.770 Ku 5.6 3.3 1.1 21.4 An(py) 台石岡 赤・黒 赤・黒

729 台石 )-003 -94259.628 34107.513 1岨 723 Ku 10.6 5.3 9.6 283.9 An(py) 台石同 )-02 台石

732 66囲 台石 )-003 -94256.241 34107飽4144缶2 Ku 7.8 5.4 2.0 64.8 An(py) 台石岡 黒 黒 J-02 台石

733 磁石 1-002 -94267.819 34096回5144.731 Ku 5.4 3.6 3.3 72.4 VBa 完形 自然磁 赤・黒 磨石兼用

739 62囲 敵石 ]-003 -94260.105 34102.878 144.684 Ku 6.4 4.5 3.9 100.6 VBa 完形 紡錘形 磨石兼用

741 台石 )-004 94259.555 担112曲71岨 648 Ku 2.6 2.0 1.4 4.8 An白'y) 台石岡 黒

742 台石 1-004 9426日998 34112.112 144.652 Ku 5.7 2.4 1.4 17.0 An(py) 台石岡 赤・黒 赤黒

743 台石 ]-004 -94263.367 34115.6田 144.393 Ku 3.4 2.8 1.3 12.0 An(py) 台石同 赤・黒

7岨 台石 1-004 -94260.161 34110回4 144印1 Ku 4.0 2.0 0.7 9.5 An加'y) 台石岡 黒 黒

747 磁石 1-004 -94267.226 34117.273 144.182 Ku 9.7 6.6 6.8 482.2 Van 完形 自然磯 磨石兼用

748 磨石 1-004 -94267.498 34119.223 1剖 却2 Ku 9.5 8.4 4.2 524.9 An(py) 完形 自然磯

749 台石 1-004 -94268.856 34111.3'刊 144犯5 Ku 9.4 9.1 4.0 427.9 An(町7 台石同 赤・黒 赤・黒

751 台石 H-O脳 -94271.378 34110四3 1岨 3認 Ku 7.7 5.6 1.7 73.1 An恒'y) 台石岡 赤・黒 黒

752 台石 H-O但 -94271.7担 34111.322 1岨お2 Ku 4.7 4.2 1.2 17.2 An白'y) 台石伺 黒 J-]O 台石

753 台石 H-004 -9岨72.361 34111.0岨 144訂7 Ku 9.1 4.9 0.8 42.2 An(py) 台石同 赤・黒 赤・黒

754 台石 H-O倒 -9.喧4272.567 34111.6羽 144幻6 Ku 6.3 1.9 1.3 13.1 An(py) 台石同 赤・黒 赤・黒

755 台石 H-004 94272.777 34110.201 144.201 Ku 20.9 13.7 7.8 1900.0 An恒'y) 体重計で計測

756 台石 H-004 94272.349 34110.95ゆ 144.286 Ku 4.7 2.2 。.5 7.4 An(py) 台石同 黒 黒

757 敵石 1-003 94266酎6341岨 1曲 144.454 Ku 11.4 10.1 6.7 1084.7 Ba 完形 球形 赤 磨石兼用

764 敵石 ]-002 -9叫4261.540 34103.873 144.7-岨 Ku 5.6 5.2 4.3 125.1 VBa 完形 自然礎 赤・暴 磨石兼用

766 田園 台石 1-003 -9叫4262.860 34106.689 144.510 Ku 8.7 5.3 3.0 140.9 An位y) )-02 

767 敵石 1-003 -9叫63.836 34106.9唱7144.532 Ku 6.0 5.8 4.4 214.9 An位y) 完形 自然様 赤目黒 磨石兼用

768 61図 磁器 I一日03 -94264.292 34106.662 144.418 Ku 11.0 8.5 4.1 519.9 MSS 完形

769 台石 ]-003 -94267.521 341偲 71百 144.296 Ku 14.4 10.8 2.2 362.0 An匂y) 台石同 赤 台石

770 師国 台石 ]-003 一94261.184 34106.018 144.558 Ku 12.2 8.5 6.4 517.7 An(py) 台石同 J-02 台石

771 台石 1-003 94260.476 34106.134 144.666 Ku 3.7 3.5 3ふ3 27.4 An(py) 台石間 赤 J-02 台石

772 台石 J-003 -94259.962 34107.180 144.637 Ku 11.6 3.5 3.2 91.1 An白y) 台石間 赤 台石

773 敵石 1-003 一但260.020 34106.902 144.675 Ku 3.9 4.6 2.9 50.3 VBa 完形 自然磯 黒 磨石兼用

774 台石 J-003 -94259.595 34106.305 144.702 Ku 2.5 1.4 0.5 1.2 An(py) 台石岡 黒 黒

775 台石 J-003 -9岨59.5凹 34106.7田 144.734 Ku 4.5 2.8 1.7 17.6 An(py) 台石岡 赤・暴 黒 台石

776 台石 )-003 -9岨59.118 34106.890 144.7田 Ku 2.6 2.1 0.5 2.2 An(py) 台石同 赤・黒

777 台石 )-003 -9叫59岨l34107.7お 144.671 Ku 4.3 1.7 0.9 6.3 An印'y) 台右同 赤・黒 赤・暴 )-08 台石

778 台石 )-003 -94258.790 341肝 573 144.772 Ku 3.1 2.2 0.6 4.9 Anωy) 台石岡 赤・黒 赤・暴

779 田園 台石 J-003 -94258.984 34106.517 144.630 Ku 4.4 3.2 1.3 16.8 An(py) 台石河 黒 赤・黒 J-02 台石

780 台石 J-003 -9岨59.040 34106.175 144.736 Ku 8.1 5.4 2.7 79.8 An(py) 台石同 黒 黒

781 台石 J-003 -94259.317 341田 097 144.713 Ku 6.5 3.3 3.2 73.4 An句y) 台石同 赤 台石

782 台石 J-003 94258.泊7 34105.877 144.714 Ku 6.6 5.4 4.3 133.0 An(py) 台石間 赤 台石

783 台石 J-003 94259.125 34105.576 144.66陥 Ku 4.3 2.0 1.8 6.0 An(py) 台石河 赤 赤黒

784 台石 J-003 94259必5 34105.475 144.7回 Ku 1.9 1.5 0.6 1.6 An(py) 台石岡 車 赤黒

785 台石 J一日03 94258担2341閃 518 144.706 Ku 7.4 4.4 2.1 57.9 An匂y) 台石向 黒 赤・巣

786 台石 J-003 94258.579 34105.501 144.777 Ku 3.3 1.4 0.7 2.5 An(py) 台石岡 赤・黒 赤化顕著

787 台石 J-003 94258.552 34105.5曲 144.729 Ku 9.7 7.5 3.6 244.0 An(py) 台石間 黒 黒

788 台石 J-003 -94258.463 34105.6羽 144.772 Ku 5.8 1.6 1.3 10.6 恒例。 台石間 黒 赤・黒

789 台石 )-003 -94258.737 34105.034 144.819 Ku 2.2 1.5 0.4 1.2 An匂y) 台石岡 赤・暴 赤・黒

790 台石 )-003 -94257.958 34105.113 144.759 Ku 3.4 2.2 0.6 3.6 Anωy) 台石岡 意・黒 赤・暴 破損面の赤化顕著

791 台石 )-003 -94258.441 34104.970 144.859 Ku 5.4 3.2 l.l 12.9 An匂y) 台石同 赤・黒 黒

792 回国 台石 )-003 -94257岨8 34106.962 144.842 Ku 4.7 4‘1 1.0 12.5 An(py) 台石河 黒 黒 )-02 合石

793 台石 )-003 -94お'7.598 34107.0担 144.837 Ku 5.3 3.9 1.9 27.5 A且恒y) 台石同 黒 黒

794 台石 )-003 94お8.316 34107.239 144.606 Ku 16.2 7予2 4.4 461.4 An伯尚 台石向 赤・黒 台石

795 台石 )-003 94お8.138 34107.5田 144.7日 Ku 4.9 3予8 3.3 75.4 An旬y) 台石伺 黒 黒 )-11 台石

797 台石 J-003 -9唯256.246 34107.6田 144.770 Ku 10.6 8.7 3.9 361.5 An匂y) 台石同 )-09 台石

798 磨石 H-003 -9叫73.001 34101.187 1剖 431 Ku 10.2 7.6 7.1 470.0 Van 球形 赤・呆 赤 赤化顕著、多孔質

799 敵石 H-003 -94271.019 34106.796 1叫 313 Ku 7.4 9.0 5.4 304.6 VBa 完形 自然磯 赤 磨石兼用

800 台石 )-003 -94257.429 34108.142 1岨 664 Ku 5.2 4.2 3.1 84.6 Anω'y) 台石同 赤・暴 )-11 台石

801 台石 )-003 -9唱団 317 34106.153 l岨 645 Ku 4.0 3.0 0.7 8.4 Anω'y) 台石同 呆

808 64囲 磨石 ]-002 -9岨'67.040 34098.043 144.6回 FB 10.4 4.5 4.1 295.0 An(py) 完形 棒状

810 敵石 ]-004 但269.162 34110.768 l剖 263 FB 9.2 6.9 2.8 232.2 Anωy) 完形 自然磁 黒 磨石兼用肩平
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器種!グリツト
長さ 隔|厚さ 時別一寸|折担X座標 Y座標 標高 層位 重さ 被熱 毛皮熱

枝番号 図版 石質 形態 接合 備 考
(m) (_l11_J_J~.ln.U (cm) I (cm) I (cm) (g) 際面 破損面

819 鼓石 日 004 94271.676 制山 2811凶 045 FB 13.5 I 8.9 7.0 1116.2 An{py) 完形 自然保 磨石兼用

iま 日図 議石 1.004 94260田2 加川 7田ド44川 FB 4.5 319.9 AJ1(Py) 完形 同然様 赤 1庭石兼用

ムロ但ア r-0031-94261.314 34108.6凹 144.<129 FB I 5.1 4.0 2.9 お 9 I An(py) 台石l司 訪、黒 黒

821 b 合石 I削31-94261.314 341田 6田 144.429 FB 3.8 1.9 1.0 4.0 1 A仰 y) 台石1司 赤黒 F同六

821 C 合七 I附|凹 61.314 341由自沿 144.429 FB 2.4 1.0 0.4 1.1 An(py) 台石同 黒

踏石 1 -003 94268.612 34101.761 144，656 Ku 12.0 9.6 4.4 799.0 Ba 完形 楕円形| 黒

825 64図 散石 I-003 I 94268.7問 34101.834 14A.652 Ku 9.7 7.9 4.9 546.4 An(pv) l完形 指円形 赤 磨石兼用

8381 

台石 11附 I--94259.2出 .14123.761 143.808 FB 1.5 4.7 3.5 192.1 I A岬 y)1 台石同 1 赤 黒

合石 I 1-0031 9削減 34106.859 144.332 FB 13.1 8.6 2.4 197.81 An乱立y) 台石同 赤 台石

12151 a+b 台右 I肌!附1，770 34110.045 144.761 Ku 17.7 11.4 6.2 17印。!却(py) 赤・黒 赤黒 J-23 確認i開査06、計測は接合状態

iii: 台石 1-004 94261，770 出1¥0.045 144.761 Ku 11.7 11.416.2 1255.0 An(py人 亦黒 赤黒 J-33 確認調査06

台石 I-004 94261.770 34l10.045 144.761 Ku 6.6 10.4 4.5 500.2 An(py) 亦黒 赤黒 J-33 1事白書調革06

1217 牒器 I H)03 山2日 1751341凶 714 144.676 Ku 13.2 13.2 4.9 1127.0 An(py) 1 完形 i時認調主国麿石来月

1220 E九 4一b 1.003 94265.269 34109.42S 144.5071 Ku 8.6 3.4 1.0 35.2 An恒Y: 台石IttJ 赤・県| 赤 |確認調剤11

自抗礁|赤結 赤・黒1221 正当 1--003 94267.421 34109.688 144.536 Ku 13.0 11.4 3.0 505.7 An(py) J-20 確認調査012、田平

:11222 敵る I以)金 04265.991 34111.001 144.554 Ku 8.0 7.3 5.4 326.6 Vaれ 自然際 赤| {i'ftf~!2制査0)3 際石兼用

1223 合石 I削41 阻む 6日 34111.862 144.472 Ku 9.5 6.9 3.0 山 91 A糊，) 台石同 確認前査014、台石

三
1-0041 .94262.97'J 134.112.7剖 144.6031Ku 111.3113.21 4.3 1 761.6 1 An(阿) 完形 確認調査016

-1国i 287 闘同l刷 i 
1-004 叫組問剖113田2 山 1921 Ku 19.8 1 7.6 1 2.9 1243.71 An(py) 1 山弁明 赤黒 J幻 確認調査019

1-0041-94264.976134113.7141144臼71Ku 1 4.3 1 3.2 1 1.0 112.3 合石同 ホ梨県 確認調査026

日 04 創出沼51 34113.382 凶 510I Ku I 5.7 I 3.6 I 1. 2 I 21. 9 削問 l 赤 間剰在阻前i

I剛山5.005 白山 2辺山 4671Ku 113.41 9.3 1 6.7 1 983.5 赤黒赤・黒 俗剖24

1 004 附1.632 拍 14叫凶 5011Ku 1 6.1 1 6.7 1 5.0 1178.5 I An(py) 自然政 赤県 赤・尽|い 22||雌認制剤25

い 539lO9132b(PY)二=t=屯E …7

144.5C月 Ku 110.51 8.0 1 8.1 日2.4I An(py) 昨認調主028

表採 10.2.1 S生 4.6 I 463.5 I An(py) 完形自然限 表訴d

1斗4且日五己f主F回二てPじ;照 …士赤尽 一指b刻、石付近山ト

亦尽 拍c長石付近出土

赤亦県県 括d，J主石十j近11'，土

tflie長石付近ilU

一一寸 赤県 J町、付近111:1:.

ハ
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第18表縄文時代鶴一覧表

番遺物号
X座標 Y座 標 擦問 長さ 幅 厚さ 重さ 被熱 被熱

校番号 グリット
(m) (m) (m) 

居位
(cm) (cm) (cm) (g) 際面 破損而

2 E-006 94302.949 34135.826 142.217 FB 5.4 2.8 1.4 22.5 Rhy 

3 E-006 943日5.659 34136.727 142.215 FB 4.5 3.7 2.0 21.6 FT 

5 E-006 9431氾 045 34137.734 142日" FB 7.4 4.7 2.1 63.2 SiS 1 Jお

6 E-006 一94305.006 34137. '150 142.02C 四回三 7.1 5.4 241.3 SiS J-25 

7 E-006 9430ち 171 34137.843 142.079 FB 4.4 2.8 1.3 11.4 1加 (py)

9 D-007 -94312.075 34142.938 141.691 FB 9.1 6.2 6.0 365.9 An(py) 完形 赤 赤化顕著

12 D-007 .94312.457 剖143.9361山 7的 FB 16.6 10.4 6.4 11山 3 VBa グ，ftー 赤化顕著

54 D-007 94313.846 34144.481 141. 671 KU 4.8 4.4 1.6 66.3 An(py) 完形 指黒

62 川…日告 KU 8.0 156.7 An(py) 完形 黒

71 D叩|剖313.0'16 KU 9.6 9.1 I 3.8 342.8 Van 事 巣 崇

799 2 
D-007 1 叩 12.514 KU 5.8 3.1 I 3.1 35.0 VBa 赤

D'007 I -94310.249 KU 10.3 7.7 I 4.5 42つ 3 An白y)

93 E -007 I -9']308.849 I 34148.306 I 141. 655 FB 7.9 7.3 I 2.4 167.2 An(py) 完形 赤黒

98 D-007 94310.930 34147.809 141.684 KU 6.9 6.8 3.4 208.8 An(py) 完形 赤黒

D-007 -94311.393 34147日)5 141. 620 FB 3.9 3.1 1.0 11.2 An(_uy) I 赤 黒

109 D-007 94316.329 34lt18.705 山町IAN 3.2 3.1 1.3 9.3 An(py) 

113 D-007 ←94314.545 3叫 8771141.522 KlJ 5.9 5.7 2.2 74.5 An(py) 完形 赤県

118 D-008 94315.715 34150.797 141.313 KU 9.3 7.0 2.3 157.9 An(py) 赤・黒 赤黒

139 D-008 94314.887 34151.619 ]41.507 KU 3.4 2.3 0.7 4.9 FG 火山際

142 D-008 I -94316.456 34150.488 141.454 KU 3.6 2.3 1.1 7.5 Fan 

赤黒143 D-O閃|叩16叫 34150.172 141. 403 KU 7.7 5.3 2.4 167.5 An(py) 完形

145 D'007 94317.578 34149.361 141.4031 KU 5.9 4.6 4.3 163.1 An(py) 完形 思

147 D，.Q07 94318.445 34148.630 141.373 問 110.2 8.7 I 3.2 321.7 Ba 

152 D .008 94316.729 34151.318 141.353 KU I 2..1 1.8円了 'Ll An(py) 

154 D-008 91315.925 31153.790 141.248 KU I 4.2 4.2 3.0 76.0 i¥n(py) 完形

157 D-008 94313.526 34154.991 141.268 AN 1 5.8 4.5 2.7 76.5 An(py) 赤 黒

160 ])-008 94315.928 34155.062 141. 018 1¥，5 2.0 108.6 An(py) 。~て 赤巣

161 ])-008 ←94318.484 34152.904 141.231 KU I 11.5 4.5 3.5 236.7 An(py) 赤。黒 赤

162 C日8 -94320.014 34151.735 141.265 KU 8.1 5.0 2.5 凶 41-An(py) 完形|赤黒

I 166 C-008 94321.548 34159.743 140.853 KU 5.4 3.6 1.3 28.4 An(py) 黒 黒

169 C-oc陥 94325.012 34157.106 140.841 KU 4.3 3.4 1.7 17.5 An(py) 赤黒

170 C-008 94324.652 34157.976 140.111 K"L 5.3 2.8 2.7 42.8 An(py) 赤黒

172 C-008 94326.183 34157.957 140.702 KU 1.6 1.6 0.8 1.6 An(py) 赤

j14 C 008 94326.504 34159.070 140.644 KU 7.6 5.3 3.6 175.5 An(py) 完形(

118 E'006 94305.111 34137.809 141. 967 FB 6.3 5.0 3.2 86.9 SiS 

179 E←006 94305.017 34131.131 142.003 FB 3.5 4.0 1.8 18.6 An(py) 赤ー県

188 D-Q07 -94313.645 34143.831 141.635 FB 4.9 '1.3 1.9 70.1 An(py) 完形 赤 黒

190 D-Q07 94313.193 34144.464 凶 5811 FB 5.1 4.9 2.7 103.4 An(py) フ"形 '-lF'黒

191 D 附 1 94313.862 34144.650 141.599 FB 6.1 5.1 3.8 163.9 An(py) 完形 黒

192 ])-007 出 314.4811阻 44.716 111.598 FB 6.1 4.9 3.8 121.4 An(py) 元形 赤・黒

19日 D-007 94313.960 34148.178 141. 'j87 FB 11.2 6.7 6.6 687.2 Anωy) 完形 赤・黒

I 202 A'B D-Q08 94312.760 34150.162 141.480 KU 2.8 2.8 0.6 5.1 Ba 

202 A D-008 94312.760 34150.162 141.480 KU 2.5 1.6 0.6 3.8 Ba 

202 B D'008 94312.760 34150.162 141. 480 KU 2.6 1.2 0.4 1.3 Ba 

211 D-008 94315.347 34151.805 141.232 FB 3.3 2.7 1.4 17.4 Rhv 完形 赤

214 D'008 94316.301 34151.219 141.271 KU 8.5 6.2 3.8 195.7 An(py) 完形 ~，.県

216 D-叩 8 94316.761 34152凹5 141.225 KU 2.3 1.5 1.1 3.8 Van 

217 D-008 94315.099 34153.241 141.151 FB 4.1 4.3 3.6 72.7 VBa 完形 初、 赤化顕著

218 D-007 -94316.360 34148.232 141.4471 KU 6.2 4.6 3.3 116.5 An(py) 赤ー黒

223 D-007 一9'1315.584 34149.422 141.336 FB 5.7 4.3 2.4 94.3 An(py) 完形 赤。黒

226 C-008 ，94321. 573 34153.227 140.940 KU 8.3 6.5 3.6 230.6 An(py) 赤・黒 赤黒

227 C-008 94324.217 34155.524 1140.763 FB 4.4 3.6 10.8 20.2 An(py) 赤・黒

229 C-008 94324.903 34157.178 110.741 FB 1.3 1.0 Al1白y) 赤 赤

235 D-009 94319.944 34162.593 140.768 FB 2.5 1.5 1.5 3.0 Van 完Jr" 赤

245 C-009 94321.858 34160.380 140.665 FB 0.6 1.9 Van 赤 赤

252 D~-008 94315.566 34152.567 凶 183 FB 2.3 2.3 2.0 13.8 Van 芳示

257 D-007 恒 317.3121加凶附|山初1 FB 8.4 6.0 3.1 161.2 An(py) 赤黒 赤

264 D-001 94316.841 34152.725 111.057 FB 6.5 5.0 3.8 150.7 Anωy) 完形 赤・黒

266 D-007 94313.222 34144.690 141.837 FB 5.7 4.5 3.8 70.1 VBa 完形 赤黒 赤化顕著

277 C-008 94324.507 34156.514 140.677 FB 2.1 1.0 0.7 1.5 An(py) 赤・黒

279 D .007 94313.318 34149.894 141.233 FB 2.1 0.6 5.1 An(py) 

286 F-009 94290.757 34163.197 141.381 FB 6.3 5.9 3.0 132.8 An(ρy) 完形 黒

290 1-004 94263.422 34117.254 144.426 KU 3.4 2.8 0.7 5.5 Aょ'(py) 赤。黒 赤 巣 J 24 

301 1-004 一94263.336 34115.107 144.558 AN 8.0 5.7 2.3 61.6 Al1(py) 赤 赤黒 )-24 

i 335 1-004 94264.097 34114.845 144.494 KU 6.0 4.6 0.9 20.7 An(py) 赤

344 I-004 94263.610 34115.262 144.5391 KU 9.9 5.9 1.3 56.7 An(py) 赤。黒 赤ー黒 J -24 

349 1-004 一94263.335 34115.277 144.465 KU 3.5 2.4 1.4 8.8 An(py) $ ヲJて 赤黒

352 1-004 94262.820 34114.690 144.546 KU 5.5 5.0 2.6 49.5 An(py) 赤 ;1f;化顕著

I-u04 94267.635 34116.786 144.252 KU 5.9 5.3 1.9 56.9 An(py) 赤 赤

HO'J 94268.826 34114.440 144.363 KU 6.4 3.8 1.4 45.8 An白y) 赤黒 黒 赤化顕著

373 1-004 94269.317 34114.719 144.308 KU 6.0 3.7 2.5 65.2 An(py) 鼎 黒

374 1 004 94269.375 34114.186 144.357 KU 4.4 3.0 2.8 45.1 An(py) 完形 赤巣

376 1-004 94269.123 3生113.519 144.288 KU 6.5 6.3 2.2 116.7 An(py) 完形 黒

幻7 1-004 94269.183 34113.335 144.403 KU 16.1 13.6 3.8 618.1 An印y) 赤黒 県 面黒(ターノレ状)

ケ
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番遺物号
X座標 Y座標 標高 長さ 。面 厚さ 重さ 被熱 被熱

枝番号 グリット 層位
(咽) (四) (咽) (g) 

石質 折損
破損面

接合 備 考
(m) (皿) (m) 礎面

379 1-004 一94261.507 34113.815 144.604 KU 2.2 2.0 1.1 4.7 Ba 黒

380 1-004 -94260.271 34113.500 144.715 KU 8.3 7.8 2.3 144.7 An位y) 赤・暴 黒

383 1-004 -94260.300 34111.108 144.749 KU 11.9 11.5 5.9 883.7 An(py) 赤・黒 赤化顕著黒化顕著

389 H-004 -94271.667 34113.428 144.191 KU 10.0 6.6 2.4 249.7 An(py) 

392 H-004 -94271.229 34112.438 144.299 KU 2.6 1.3 1.3 5.3 An(py) 完形 赤目黒

400 百一日04 -94272.185 34110.791 144.341 KU 10.1 7.4 2.2 162.2 An(py) 赤・暴 赤 J-26 蔀化顕著

405 H-004 -94272.854 34110.571 144.269 KU 15.0 9.8 6.6 1164.1 An(py) 完形 赤・黒

408 H-004 -94273.220 34110.633 144.263 KU 15.6 9.1 6.2 910.3 Ba 完形 赤・黒

410 H-004 -94274.078 34110.170 144.298 KU 11.4 9.6 2.5 300.3 An(py) 赤・黒 赤・黒 J-26 赤化顕著

411 H-003 -94271.184 34109.762 144.469 KU 2.4 2.0 1.0 4.5 V田 1 黒 黒

417 H-003 94275.691 34108.237 144.377 KU 16.9 10.2 6.2 976.9 Van 赤

425 H一日目3 94273.151 34105.828 144.498 KU 8.7 6.3 3.9 156.6 An匂y) 黒 黒 破損面スス

426 H-003 94273.584 34105.562 144.525 AN 6.9 5.9 2.3 98.4 An(py) 赤・黒

428 H-003 94274.650 34106口67 144.389 KU 5.6 4.1 3.9 47.8 An(py) 黒 巣 J-28 

431 1-003 -94269.909 34108.425 144.514 KU 4.6 2.7 1.2 15.8 An(py) 赤 赤 J-27 磯面蔀化顕著

433 H-003 -94277.931 34105.256 144.279 KU 9.1 5.4 2.7 167.1 An(py) 黒 暴 J-28 

434 H-003 -94278.563 34104.036 144.275 KU 6.9 6.6 4.6 260.7 Ba 完形 赤

435 H-003 一94278.006 34103.470 144.287 KU 10.8 8.5 5.8 525.9 Van 赤・黒 破損面黒(タール状)

437 E王-003 94273.836 34104.596 144.552 AN 11.4 8.1 3.1 360.1 An(py) 黒

439 H-003 94270.268 34104.084 144.743 AN 3.0 2.4 1.3 12.4 An(py) 完形 黒

440 H-003 94270.625 34103.213 144.590 KU 8.4 5.9 4.6 306.2 Van 完形 司示

444 日-002 -94273.314 34098.495 144.557 KU 12.2 6.7 4.1 283.4 VBa 意 赤化顕著

452 1-002 -94269.960 34096、537 144.781 KU 9.4 7.0 1.8 137.8 Ba 赤・黒 事・黒

455 1-002 -94268.538 34096.478 144.838 KU 7.3 6.5 2.4 120.1 Van 赤・黒 赤・暴

457 1-002 -94269.510 34098.682 144.771 KU 6.8 3.8 3.1 98.2 Ba 完形 赤・黒 スス

458 I←002 一94269.212 34098.694 144.730 KU 12.0 9.6 2.6 246.4 Van 赤 赤

463 1-002 94266.838 34098.134 144.988 KU 7.1 4.5 3.2 134.0 An(py) 完形 赤・黒

464 1-002 94266.489 34099.367 144.942 KU 4.1 3.2 1.6 23.8 VBa 完形 赤・黒

465 1-002 94265.989 34099.643 144.868 KU 2.4 1.8 1.3 6.0 An(py) 赤 赤 赤化顕著

473 1-002 -94263.055 34096.755 144.960 KU 17.0 10.4 6.3 1330.0 An(py) 完形 赤・黒

477 1-002 -94264.074 34095.885 144.932 KU 7.2 4.4 2.2 110.4 An(py) 赤・黒 赤・黒

480 1-002 一94265.401 34094.623 144.897 KU 5.2 4.0 3.1 79.6 An(py) 完形 赤・黒 スス

481 1-002 -94265.588 34094.566 144.880 KU 120.6 120.2 5.3 698.1 Ba 赤・黒

483 1-002 94264.718 34095.955 144.908 KU 8.2 7.2 3.7 218.5 An(py) 完形 赤黒

486 1-002 94265.521 34096.685 144.963 KU 4.8 4.4 2.4 60.8 VBa 完形 赤黒

492 1-002 94267.995 34095.040 144.918 KU 5.6 4.2 3.1 88.4 Anω'y) 暴 J-29 スス

494 1-003 -94268.425 34100.920 144.835 AN 14.0 10.4 3.1 576.0 An(py) 藤・黒 赤 事化顕著

500 1-0口3 -94260.821 34100.804 144.991 KU 2.5 1.8 1.6 5.3 VBa 完形 赤

506 1-003 -94264.603 34101.216 144.812 KU 7.1 5.0 2.7 90.8 An(py) 赤 赤 礁面赤化顕著

509 1-003 94265.695 34101.275 144.892 KU 4.0 3.8 1.9 28.0 VBa 赤 赤

518 1-003 94265.880 34106.039 144.633 KU 9.8 5.9 5.0 277.9 An(py) 赤・黒 赤・黒

521 1-003 -94264.319 34106.171 144.689 KU 6.3 5.8 3.1 117.7 An(py) 完形 蔀

524 1-003 -94264.213 34104.660 144.801 KU 3.6 1.9 1.7 12.2 An(py) 完形 赤・黒

525 I←003 -94263.424 34104.191 144.821 KU 2.7 2.4 1.8 12.8 VBa 完形 赤 黒

537 J-003 -94259.701 34105.280 144.898 KU 6.5 5.6 2.2 118.0 An(py) 完形 赤 黒

555 J-003 94258.365 34105.971 144.868 KU 4.5 3.5 1.4 17.2 An(py) 赤 奉 J-30 礁苗赤化顕著

556 J-003 -94258.435 34106.008 144.858 KU 18.6 15.5 4.6 1177.2 An(py) 赤 J-30 磯面赤化顕著

563 J-003 一94259.560 34109.027 144.809 KU 3.1 2.5 0.7 5.8 An(py) 赤・黒 赤

570 J-003 -94259.034 34108.008 144.829 KU 5.9 4.6 3.0 97.0 An(py) 赤・黒 黒

579 J-003 -94255.721 34106.690 144.913 KU 6.0 4.0 3.2 92.8 An(py) 完形 赤ー黒

581 J-003 ←94255.239 34107.657 144.923 KU 9.2 6.7 2.9 165.9 An(py) 赤・黒 赤・黒

592 J-003 94252.246 34105.157 145.080 KU 7.0 4.8 3.1 161.1 An(py) 完形 意・黒

593 J-004 94259.435 34110.327 144.826 KU 2.9 2.9 2.3 24.2 An(py) 赤・黒 黒 J-29 

598 J-004 -94255.762 34112.449 144.782 KU 10.7 9.1 4.4 607.2 An(py) 赤 赤 赤化顕著

599 J-004 -94252.738 34112.973 144.800 AN 12.4 9.2 6.7 745.4 An(py) 赤 赤

600 J-004 94253.064 34114.434 144.733 KU 18.4 9.4 3.9 526.7 An(py) 意

607 J-003 -94259.564 34102.610 144.952 KU 5.3 3.6 2.2 48.2 An(py) 赤・黒

608 J-005 -94259.082 34122.620 144.225 KU 13.5 9.3 3.2 403.7 Van 蔀・黒 赤黒

642 1-004 -94263.875 34114.742 144.411 KU 13.3 10.0 4.6 595.3 An(py) 黒 蔀・黒 J-24 f，l;石

645 1-004 94263.448 34115.112 144.419 KU 6.2 2.1 1.1 11.4 An(py) 赤・黒 赤・黒 臨石

648 1-004 -94263.709 34115.6日5 144.462 KU 6.7 4.4 1.1 34.7 An(py) 赤・黒 黒 配石、赤化顕著

679 1-002 -94265.353 34095.213 144.866 KU 6.7 3.2 3.0 76.2 An(py) 完形 赤・黒

682 I←002 -94265.803 34095.804 144.844 KU 10.6 8.0 2.3 266.1 An(py) 赤・黒

688 1-002 94264.270 34095.496 144.781 KU 16.6 10.0 5.6 1220.0 An(py) 完形 赤・黒

696 1-002 94262.429 34098.011 144.879 KU 5.0 4.3 3.7 96.2 An(I司v) 完形 赤・黒

707 1-003 -94262.710 34102.175 144.814 KU 5.4 4.9 4.1 114.1 Ba 完形 赤・黒

708 1-003 -94261.921 34103.662 144.779 KU 5.8 4.7 2.0 53.9 An匂'y) 赤・黒 蔀・黒

709 1-003 -94260.969 34103.476 144.811 KU 5.5 5.1 3.7 105.3 An句y) 完形 事ー黒

711 J-O日3 -94259.322 34102.386 144.729 KU 7.6 4.8 3.1 152.0 An(py) 完形 事・巣

712 J-003 94258.630 34104.414 144.848 KU 3.8 3.4 2.5 45.7 An(py) 赤・黒 赤・黒

713 J-003 94258.569 34104.708 144.835 KU 6.6 4.0 3.7 106.6 An(py) 完形 事・黒

720 J-003 -94259.030 34106.195 144.782 KU 6.5 3.9 4.2 142.5 An(py) 蔀・黒 赤・黒

731 J-003 94254.828 34108.836 144.751 KU 6.0 5.4 3.1 101.1 An(py) 完形 事・黒

734 1-002 -94268.176 34095.502 144.709 KU 6.5 4.3 3.5 112.2 An(py) 完形 赤黒

oo --
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番遺物号
X座標 Y座標 標高 畏さ 幅 厚さ 重さ 被熱 被熱

接合枝番号 グリット 層位 石宜 折損
破損面

備 考
(血) (m) (m) (cm) (cm) (凹) (g) 磯萄

735 ]-002 94268.407 34095.867 144.811 KU 9.0 4.7 1.9 81.2 Anωy) 赤・黒 赤・黒 礁面黒(タール状)

736 ]-002 94269.201 34094.927 144.584 KU 15.0 6.8 2.9 301.4 Ba 暴 黒

737 ]-002 94269.814 34095.189 144.711 KU 11.5 6.6 2.7 181.1 An(py) 赤・呆 赤目黒 赤化顕著

738 1-002 -94269.974 34095.064 144.652 KU 10.6 6.4 2.0 119.4 An(py) 赤・黒 赤・黒

740 1-003 -94260.3口7 34103.274 144.701 KU 6.0 4.3 2.3 78.8 An(py) 完形 車・黒

750 H-004 -94270.305 34111.448 144.296 KU 7.0 6.4 2.7 186.3 An(py) 黒 赤黒

806 H-003 94276.678 34103.794 144.240 KU 5.2 4.6 3.0 115.5 An(py) 完形 赤黒

8日7 H-003 -94277.921 34105.447 144.055 KU 14.6 9.8 8.5 1177.3 VBa 黒

8日9 1-002 -94262.257 34099.539 144.893 KU 4.7 4.3 2.1 58.0 An(py) 黒 黒

811 1-004 -94269.251 34110.793 144.279 FB 7.9 4.9 2.9 123.7 Ba 完形 黒

812 1-0日4 一94268.976 34110.714 144.184 FB 8.3 5.0 2.6 162.2 An(py) 暴 県

813 1-004 94268.657 34111.663 144.237 FB 8.7 5.0 1.5 101.0 An(py) 赤・黒 黒

814 1-004 94268.600 34111.646 144.194 FB 6.7 4.7 3.2 122.6 An(py) 黒 暴 J-31 

815 1-004 94269.428 34111.873 144.101 FB 7.9 6.7 2.0 169.9 An(py) 黒 黒

816 1-004 94269.536 34111.899 144.12日 FB 4.8 3.2 1.4 21.1 An(py) 黒 黒 J-31 

817 1-004 -94267.756 34112.425 144.321 KU 7.6 5.0 4.8 176.6 Van 赤 赤化顕著

822 H-003 -94270.451 34109.797 144.263 KU 7.8 5.2 4.1 173.5 An(py) 黒 赤黒

823 1-003 -94267.465 34100.687 144.644 FB 11.4 6.7 2.3 141.0 An(py) 赤・黒 赤黒 赤化顕著

826 H-004 -94272.507 34111.149 144.201 KU 5.1 4.9 5.5 153.6 An(py) 赤 赤黒

827 J-003 -94257.841 34109.876 144.657 KU 3.2 2.1 1.1 8.9 An(py) 

829 ]-003 -94269.717 34109.224 144.237 KU 6.7 4.2 3.3 63.1 An(py) 黒

832 ]-005 -94262.776 34120.666 144.117 KU 12.1 8.6 4.0 691.5 An(py) 

835 H-003 -94276.549 34109.553 143.965 KU 7.9 6.2 4.8 248.9 An(py) 完蕗

991 A+B E-006 94305.186 34137.940 141.856 FB 4.6 2.7 1.8 11.9 SiS 黒 計測は接合状態

991 A E-006 94305.186 34137.940 141.856 FB 3.1 2.7 1.8 9.5 SiS 黒

991 E E-006 94305.186 34137.940 141.856 FB 2.1 1.6 1.2 2.4 SiS 黒

993 D-007 -94310.904 34140.749 141.850 FB 9.4 4.5 4.3 200.5 Ba 

1216 1-004 -94262.476 34110.102 144.288 FB 10.0 7.5 5.9 510.2 An(py) 完形 赤・黒 確認調車07、赤化顕著

1218 ]-003 -94265.947 34108.389 144.621 KU 12.2 5.9 3.8 275.1 An(py) 赤・巣 赤黒 確認調査，09

1219 ]-003 -94266.121 34108.284 144.633 KU 4.2 3.3 0.9 13.7 An(py) 赤 赤黒 J-27 確認調査刊010

1227 1-004 -94263.916 34113.119 144.519 KU 12.1 11.2 4.2 738.4 An(py) 完形 赤・黒 確認調査018

1231 ]-004 -94264.774 34113.982 144.477 KU 20.0 13.3 6.5 2150.0 An(py) 赤・黒 赤・黒 J-32 確認調査団22

1232 A+B 1-004 94264.824 34114.162 144.507 KU 6.7 5.2 1.6 43.4 An(py) 赤・轟 赤・暴 J-32 計測は接合状態

1232 A 1-004 94264.824 34114.162 144.5口7 KU 6.6 5.2 1.6 35.6 An印.y) 赤・黒 赤・晶 J-32 

1232 E 1-004 94264.824 34114.162 144.507 KU 4.2 2.6 0.8 7.7 An(py) 赤・黒 J-32 確認調査'023

1238 1-003 94261.250 34109.680 144.335 FB 3.3 3.7 2.2 26.7 An(py) 完形 赤・黒 確認調査'029

1239 1-003 -9控~64.554 34108.384 144.427 KU 5.7 3.8 2.3 72.9 An(py) 完形 赤・黒 確認調査'030

1247 E-009 -94307.844 34161.943 140.189 穣土 7.8 7.0 1.1 70.3 An(py) 赤ー黒 赤・黒 確認調査ヨ038，04SF

1260 E-006 0.000 0.000 0.000 撹乱 9.1 5.1 2.8 166.4 An(py) 赤・黒 赤・黒 表採e

1261 0.000 0.000 0.000 撹乱 4.7 3.6 3.2 49.3 Rhy 赤 黒 カクランc、1区出土
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第19表縄文時代接合資料表

接番号合
I ~座標 Y座標 1宰両 長さ 幅 隠さ 重さ 被熱 被熱

枝番号 図版 器程 グリッド (m) 府位 石賀 折断 折i員 欠損 備 考
(m) (m) (cm) (cm) (cm) (g) 在宅百 破損面

)-01 604 60図 局部陸出石斧 J←004 94259.515 34119.262 144.489 Ku GT 4.1 3.2 0.9 13.2 表上。左 磯市有り

)-01 605 a+り 印図 局部車製石斧 )-004 94259.042 34119.097 144.532 Ku GT 4.6 3.0 0.9 (10.7) 裏表上 J分

言ト 2点 60図 局部出E石斧 GT 4.5 4.2 1.0 2.5 

.)-02 289 i 66図 台石 1-004 94264.111 34117 .416 144.254 Ku An(py) 23.2 12.1 12.6 3500.0 台石同母岩

)-02 520 66図 台石 1-003 94265.308 34106.507 144.571 Ku An白y) 13.5 8.0 9.7 川 5.0 台石同母岩

J-02 533 台石 1--003 942印 354 34106.154 144.754 Ku An(py) 8.5 6.1 4.5 246.6 黒 黒 台石間母岩

)-02 534 台石 I 1-003 91260.325 34106.094 144.804 五u An(py) 6.7 '1.7 2.7 51.6 赤 台石間母岩

! J-02 5コ8 出歯 台石い肌1 94259.536 34105.750 144.849 Ku An(py) 8.9 6.3 2.9 114.1 黒 里 台石向母岩

)-02 五日1 66図 台心 I )-003 . 94258.432 34106.871 144._~681 Ku Anωy) 8.6 7.9 4.5 281.0 赤黒 合石何一母岩

)-02 575 6凶| 台石 )-.003 94257.963 34108.411 144.848 Ku An白.y) 5.8 I 3.4 I 2.5 45.0 |黒 台石問母岩

J -02 722 66図 台石 )-003 94259回日 34106.121 144.768 Ku An(py) 4.0 2.9 黒 主民 台石同母岩

)-02 729 台石 J-'003 I -94259.628 I 34107.513 144.723 Ku 加(py)i 10.6 I 5.3 I 9.6 お3.9 台石同母岩

)-02 732 66悶 台准: ]-0031 -94256.241 I 34107.834 144.852 Ku An(p升I7.8 I 5.4 I 2.0 I 64.8 黒 i昌 台石同♂母岩

E 
766 66凶 台石 1-003 I -94262.860 I 34106.689 144.510 Ku An(py) I 8.7 I 5.3 I 3.0 I 140.9 合石同母岩

7iO 66悶 台石 1-003 -9.4261.184 I 34106.018 144.558 Ku An(py) 12.2 8.5 6.4 517.7 台石同母岩

)-02 771 Jロh ー何r 1--003 942印 476I 34106.l34 144.666 Ku An(py) 3.7 3.5 3.3 27.4 赤 台:{ijf，J 母岩
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|接番号合
X座標 Y雌牒 標高 長さ 幅 11享さ

王
被熱 被熱

対員| 備 考
枝番号 図版 器積 グリッ} 層位 石質

(m) (m) (m) (cm) よ と由 際面 破損面

i ]~ 19 475 台石 1-002 94263.892 34096.162 145.066 AN An(py) 7.8 赤

)-19 4ヨ4 台石 1-002 一94264.810 34096.446 144.889 Ku An(py) 8.3 6.8 5.1 448.1 赤黒

h9  699 台石 1 -002 94264.92E 34097.803 1凶叩 Ku An(py) 11.2 9.4 6.5 623.6 1島県 h 現

2十 3点 ず: An(py) 16.3 12.1 6.5 1346.2 」一踏石 1]-0031 -94268.1凹)-20 512 34103.107 1144.785 Ku An(py) 9.4 5.6 2.7 171.3 赤黒 赤ー鼎

)-20 1221 E等石 1-003 94267.421 3'Jl09.688 1144.536 Ku An(py) 3.0 505.7 赤・黒 赤ー黒 ]li{if認調査012

計 2点 踏石 1 - An(py) 13.2 11.4 5.3 
6279070 5 

)-21 513 磁石 I叩3 94267.007 1 34105.223 1144.652 Ku An(py) 8.7 6.8 4.3 

)-21 1226 敵石 ] 00.) -94264.021 3'.1112.744 1144.498 Ku An(py) 7.4 7.2 6.5 287.1 品ー喜主 確認調査017

計 2点 高t石 Al1(py) 10.7 8.5 6.1 577.6 

)-22 633 庭石 )-飢14 一94252.647 34117.487い44.483 Ku An(py) 7.0 4.6 ;)i、巣 戸丁一一
)-22 1228 磨イ3 1-004 94264.197 34113.082 144.492 Ku An(py) 9.8 7.6 2.9 243.7 赤・黒

) 22 123E 捨石 ]-004 

994422661471570511234411114〕印145 

144.600 I Ku An(py) 6.9 5.4 3.0 155.3 赤黒 赤黒 確認調査026

lJ計23 
3点 居主主1 An(py) 10.0 9.2 3.1 431日

1215 a i 台わ 1]叩4 凶 761 Ku An恒y) 11.7 11.4 6.2 1255.0 赤巣 赤畢 確認調窪田

)-23 1215 ]-004 I -9'1261.770 I 34110.045 144.761 Ku An(py) 6.6 10.4 4.5 500.2 赤黒 赤黒 確認調査06

言| 2点 台石 三ヨ An加y) 17.7 1l.4 
602 7 50505 2 

J-24 290 時; 1-004 I -94263.422 I 34117. 254 144.425 Ku An(py) 3.4 2.8 赤・黒 赤・黒

)-24 301 様 1 004 加263.336出己主一 144.558 AN An加.y) 8.0 5.7 2.3 61.6 赤 赤県

J-24 344 車生 1-004 94263.6ユo 34115.262 144.539 Ku An(py) 9.9 5.9 1.3 56.7 赤。黒 赤黒

)-24 642 保 1-0例 94263.375 34114.742 144.411 Ku Aれ⑪.y) 13.3 10.0 4.6 595.3 

|ニヰ土
赤・黒 百己石

ま十 4，~三 際 1 An加.y) 13.3 10.8 5.2 719.1 

J-25 5 段 E'006 94305.045 34137.734 142.038 FB SiS 7.4 4.7 2.1 63.2 

J-25 6 空襲 E-006 94305.006 34137.750 142.02C FB SiS 11.2 7.1 5.4 241.3 

計 2点 |傑 SiS 1l.7 7.1 6.4 304.5 

J-26 400 E提 日 004 94272.185 34110.791 An(py) 10.1 7.4 2.2 162.2 赤・黒 赤 赤化顕著

J26 410 膿 Eー附4 94274.078 34110.170 144.298 Ku An(py) 11.4 9.6 2.5 300.3 赤黒 赤黒 赤化顕著

計 2点 Eき An(py) 15.6 10.0 2.5 462.5 

)27 43J 1諜 10031 附 9叩9 34108.425 144.514 Ku A孔(py) 4.6 2.7 1.2 15.8 赤 赤 1 昼前赤化顕著

I )-27 1219 哲生 1-003 94266.121 34108.284 144.633 Ku An(py) 4.2 3.3 0.9 1 13.7 赤 赤黒 l確認、i拠査010

計 2点 1諜 お1加 5.0 3.7 1.9 29.5 

)-28 428 i醍 H-003 94274.650 34106.067 144.389 Ku An(py) 5.6 4.1 3.9 47.8 黒 黒

:1 )-28 433 i蒔 日-003 94277.931 34105.2日 144.279 Ku An(py) 9.1 5.4 2.7 167.1 巣 曜日、

計 2/告 Aロω'y) 9.2 6.0 3.0 214.9 

)-29 492 長居 I-u02 94267.995 34問削o1凶日 Ku An(py) 5.6 4.2 3.1 88.4 黒 スス

)-29 592 E佐 )-004 94259.435 34110.327 144.826 Ku An(py) 2.9 2.9 2.3 24.2 赤・黒 黒

E十 2点 犠 An(py) 6.3 4.2 3.1 112.6 

)-30 Eち5 R出 )-003 94258.365 34105.971 144.868 Ku An恒y) 4.5 3.5 1.4 17.2 赤!赤

:1 )-30 556 |磁 )003 94258.435 34106.0C号 144.858 Ku An(t万)1 18.6 1177.2 亦 牒而赤化顕著

百十 2点 f控 An(py) 18.6 !5.5 4.6 1191.4 

←一一一)-31 814 際 1--00，1 94268.600 31111.646 144.194 FB An加'y) 6.7 4.7 3.2 122.6 県 i黒

)-31 816 際 J-004 94269.536 34llJ .899 144.120 FB I An蜘) 4.8 3.2 1.4 21.1 F同六 県

計 2点 磁 An白'y) 6.7 4.7 4.1 143.7 

)-32 335 1-004 94264.097 34114.845 144.194 瓦u An(py) 6.0 20.7 赤

)-32 1231 在主 1-004 日94264.774 34113.982 144.477 Ku An(py) 20.0 13.3 6.5 2150.0 赤黒 赤・黒 確認制査022

)-32 1232 A+B 『語i 1-004 94264.824 34114.162 144.507 Ku Al1(p'吋 6.7 5.2 1.6 43.4 赤黒 亦単 計測は接合状態

計 3，~託 An(py) 20.0 13.3 6.9 2214.1 

)-33 561 台石 ]凹3I -94258.518 34107出O An(py) 5.3 5.4 2.5 60.4 黒 亦崇 合石同母岩

)-33 574 台石 J仰 剖叫2おm叩一5町57.9円9 144.916 I Ku An(py) 9.4 4.5 2.2 74.3 赤・黒 黒 台石同一母岩

計 12点 An(p'刊 9.1 7.3 3.3 1 1剖 TJ

第20表縄文時代黒曜石製石器、推定産地別組成表

ス 模 カ日 ~ 折 j赦 黍リ 匂 砕
器 ク

一十L 
ム仁1

v 形 痕
折 断

リ
の

イ あ 断石 る 議リ 最d
石質 ノ〈

石 求d 計
鍛 ノv 器 器 片 片 片 片 核 片

箱根畑宿 1 1 1 5 1 9 

神津島恩馳島 4 l 2 11 11 

諏訪星ヶ台 1 1 l 1 4 

天城柏峠 i 1 2 

和田小深沢 l 1 

風化・不可 2 2 

未分析 1 1 16 l 4 13 36 
ム仁3、 l 2 9 19 A 1 14 65 
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第4節時代不明の遺物

本遺跡からは、第3章・第4章中で述べた先土器時代・縄文時代における遺物の他に、時代の特定が

困難な遺物が2点出土した。これらの遺物は遺構には伴っておらず、本遺跡おける性格は不明である。

以下、遺物ごとに述べる。

1 )黒色土器(第69図)

焼成の最終段階にJ壊し焼きを行うことで器面外面に炭素を吸着させ黒褐色にしたもので、いわゆる黒

色土器である。坪の一部と推定される。器面の内外には織密なへラミガキ調整が行われており、光沢を

帯びている。外面の黒褐色に対し、内面はにぶい黄褐色を呈している。胎土には雲母を合んでいる。

時期は、奈良時代後半から平安時代前半 (8世紀後半"""9世紀前半)にかけてと推定されるが、全体

の形状や産地が不明であるため、明確な判断は困難である。

2)鉄製品(写真図版26)

横3.1cm・縦2.2cmの三角形を呈した鉄製の薄板であり、暗褐色土層 (D-8グリッド)から出土した。

小破片のため全体の形状、用途、所属時期は不明である。重量は3.3gと軽い。

92|cm  

第69図 時代不明土器実測図
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第5章総括

1 .先土器(旧石器)時代について

第 I文化層

第 I文化層は休場層内の文化層であるが、各遺物の出土層位は第O黒色帯から富士黒土層まで幅があ

り、その生活面を確定することは出来ない。しかしながら配石や台石、敵石の出土層位は、休場層上位

にある。ナイフ形石器は、打面部は残さないが、基部が円形になるような形態や小型幾何形の形態があ

る。さらに主体となる黒曜石の原産地が箱根畑宿産と推定され、石核をみると、幅広小型の石刃を目的

的剥片としており、いわゆる「石刃技法の衰退」的である。槍先形尖頭器の共伴はないが、縄文時代草

創期とした槍先形尖頭器の一部がその可能性もある。これらの特徴から、第 I文化層は愛鷹・箱根第4

期後半に位置づけられると考えられる。ナイフ形石器の一部が、山梨方面の産地と考えられる遠隔地産

の水晶製で、あることと、近在産の箱根系黒曜石と組み合わされる、ということも愛鷹・箱根第4期の特

徴といえる。

第E文化層

第E文化層の石器出土層位は、ニセ・ローム層上位から第 I黒色帯下位だが、ほぼ層理面が生活面と

いった出土状況である。この文化層には、地床炉的に使用されたと思われる 2ヶ所の炭化物集中があり、

そのどちらも C14年代測定では25，OOOyrBP(暦年較正なし)に近似し、同時存在で、あった可能性が高い。

出土した石器群は、 Toolとしてスクレイパーが多く、形態から組成するとしたナイフ形石器は、その出

土層(富士黒土層)が不安定である。

編年的位置づけは愛鷹・箱根第3期初頭と考えられ、類例は長泉町陣場上B遺跡の第 I黒色帯下位の

文化層がある。両遺跡の石器群には、多くのスクレイパーが組成され、さらにそのスクレイパーが破損、

再利用(リダクション)されている可能性が高い。そのため、これらの石器の用途と再使用にかかわる

「キズ」について使用痕分析を行った(別編使用痕分析参照)。当初、スクレイパーとされる石器は、最

寒冷期の愛鷹・箱根第3期に特徴的に多く使われ、皮なめしに係わるとされる掻器(エンドスクレイパ

ー)と考えていた。そのため、第3章第4節の石器の説明において、スクレイパーが掻器的に使用され

た後、模形石器にっくり変えられていると記述した。しかしながら、使用痕分析の結果、スクレイパー

には明瞭な被皮加工の痕跡がみとめられず、掻器という機能に限定されないことが示された。また、陣

場上B遺跡でもみられたスクレイパーから模形石器への変形(リダクション)についても、分割された

スクレイパーの一部にみられる垂直打撃痕的な剥離は、通常の模形石器にみられる両極ではなく、片方

のみということと、その割れ面の形成は「曲げ」の力によるものであることが指摘されている。このこ

とから、当資料は、「皮なめし」作業ののちに、何らかの分断作業を行うといった作業工程ではなく、作

業内容は不明だが、着柄されたスクレイパーが、着柄された柄部分と対象物に接する部分などの 2ヶ所

以上からの力によって、「弾'性体」としての石器(石材)に応力集中がおき、ストレスによって破断した

ということになる。使用痕分析を行った山田氏は、垂直打撃痕的な剥離も石器を着柄するときの調整、

あるいは破損の可能性を指摘されている。スクレイパーの資料の中には、「曲げ」により分割された剥片

あるいは大型のスクレイパーを、さらにスクレイパーへと加工している例がみられるので、これが、ス

クレイパーの再加工なのか、製作技法なのか、今後、陣場上B遺跡をふくめ類似資料の分析が求められる。

第E文化層のナイフ形石器284は、出土層位は不安定であるが、素材となる剥片が翼状の剥片であるこ
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とや、急斜度背付け加工が鋸歯縁であることから、「国府型ナイフ形石器」との関連が検討されねばなら

ない。石材が諏訪星ヶ台産の黒曜石であることと、二側縁加工であることは他地域の「国府型ナイフ形

石器」との差異がある。箱根山麓には、中林山遺跡の休場下層から天捗J白峠産黒曜石の翼状剥片素材の

ナイフ形石器があり、これも二側縁加工ということから、当地方での「酉府型ナイフ形石器」のあり方

を示しているのかもしれない。同時に、南関東地方と同じく A.T. (姶良・丹沢広域火山灰)降灰以後に

「瀬戸内系」石器群の影響が愛鷹・箱根山麓におよんでいることの検討も必要となる。

2.縄文時代iこついて

縄文時代資料の主体は、早期末から前期初頭である。この時期は、現東名高速道路をはさんで南側に

ある桜畑上遺跡(第二東名No.l地点)から多くの資料および住居跡をふくむ遺構群が出土しており、西

山遺跡は、桜畑上遺跡を中心とした遺跡群の一部ともいえる。同様に、西山遺跡で検出された石斧の集

積遺構についても、桜畑上遺跡(国土交通省大岡・元長:窪線建設に伴う調査)で調査された縄文時代中

期以降の集落群および敷石住居群、環状列石群との関連も考慮されよう。主体となる、これらの遺跡の

整理報告とあわせて、今後の研究に期待したい。

に、発掘調査@整理作業では以下の方々、団体に御指導、御助言を賜った。厚く御礼申し上げる。

有本雅己、有本昭子、池谷信之、織笠昭、織笠明子、加藤勝仁、柴垣勇夫、滝沢誠、鹿瀬高文、

藤野次史、長泉町教育委員会、沼津市文化財センター(敬称略)

石器実測は、勝山百合、金田純子、工藤香織、中村純子、遠藤佐知子、平松(菊地)杏美、荻

正宗、杉本織恵、浅野蔵人、藤井祥子、笹原芳郎、 トレースは、勝山百合、金田純子、遠藤{左知子、

平松(菊地)杏美、工藤香織、中村純子が行い、土器の実開。拓本は、 !N!奇 晋、下島健弘、

村JIi裕子、荻正宗が行った。
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西山遺跡(第三東名No.2地点)第E文化}曹の石器の使用痕と表面状態の分析

側アノレカ 山田しよう

1.分析試料

静岡県駿東郡長泉町西山遺跡(第二東名NO.2地点)の第E文化層(先土器時代;第 I黒色帯 [C14年

代は、非較正で約25，000年前;別編参照]下部)の資料を対象に使用痕分析を行った。

出土した石器全52点のうち、 47点が黒曜石製であり、このうち25点が顕微鏡検査の対象となった。ホ

ルンフエ/レスおよび安山岩製の 5 点 (~OS. 987a， 987b， 988， 1110， 1193)は表面の風化が進み、分析

に耐えないので対象から外した。また、顕微鏡による予備検査の過程で、接合しない単独の試料の中で

も、やや大きめの試料である折断剥片 (~os. 1151， 1152) 、砕片 (~os. 997， 998A， B)、スクレイパ

ー (Noユ013)、剥片 (No.1153) において明瞭な使用痕が認められなかったことから、接合しない非常に小

さな試料である折断剥片 4 点 (~os. 1147， 1196a， 1198， 1208)、微小剥離痕ある剥片 1点 (No.l207B)、

砕片17点.1148ヲ 1149，1154~1159， 1194， 1196bラ 1197，1199， 1204~1206， 1209ヲ 1250)の計

22点は顕微鏡検査の対象から外した。黒曜石の表面のキズの一般的な多さからしでも、これら小さな砕

片の上で使用痕を同定することは困難であり、また使用痕が同定されたとしても、単独の断片・砕片で

あるため、そこから考古学的に意義ある情報を引き出すことは困難と予想されたからである。また黒曜

石製のNO.ll07(微小剥離痕ある折断剥片)は、予備検査の段階で表面状態が良好でなく、かっ他の黒曜

石との岩石組織の違い(本試料のみ柏峠産)からキズ、の状態の比較も困難であることが判明したので、

それ以上の分析は行わなか、った。

r、
ι凶

落射型金属顕微鏡 COlym.pusBHtゅの100倍、 Keyence社のデジタノレマイクロスコープVHX-IOOの

落射型レンズ CVH-Z450)の450倍(金属顕微鏡の約200倍相当におよび通常照明のレンズ、VH-Z25(25-

1'75倍，金属顕微鏡の約10-80倍相当)の 4種類の観察手段で分析を行っ

まず、金属顕微鏡 (OlympusBHM)の100倍で光沢部分を含めた石器の全面をおおまかに観察し、集

中的に分析する試料の絞込み、おおよその使用痕と石器表面状態の把握を行い、分析方針を決定した。

次に、石器の二次加工の状態と微小剥離痕を観察するためにVH-Z05 (1 -LI0倍)の低倍レンズを用い

た。また、スグレイパーの二次加工部の磨耗痕を観察するために、焦点深度が深くて磨耗の範囲や程度

が観察しやすいVH-225 (25-175倍)を用いた。通常、使用痕光沢面の観察に使われる高倍率の落射型

レンズでは、焦点深度が浅く、視野が狭いことから、このような凹凸の激しい面において、磨耗の状態

を観察するのが困難だからである。また、石器表面のキズの密度を分析する際にも VH-Z25を用いた。

落射型レンズ CVH- の450倍は、石器腹面平坦部における表面の細かい特徴を観察する目的に限

定して使用した。観察前に試料表面の手の脂などによる汚染をエタノールまたはアセトンで拭き取った。

3.分析ょの問題点

(1 )黒曜石1の器聞と使用痕の特性

初めに黒曜石製石器の表面に見られる使用痕の一般的特徴について触れておきたい。チャート、珪質

頁岩など、潜品質シリカからなる堆積岩では、使用により特徴的な光沢面が形成される (Keeley 1980、

梶原。阿子島 1981、芹沢他 1982他)。この光沢面は、磨耗面と考えられ、被加工物の硬さと粘@弾性

的性質によって特徴的な断面形を生じる(山田 。すなわち、ごく単純化すると、硬い材料では、
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平坦な光沢面が刃の端に限定して形成されるのに対し、柔らかく、粘・弾性的性質に富む材料では、丸

みをおびた光沢面が、刃端よりかなり内側に食い込んだ位置まで形成される。黒曜石の場合は天然のガ

ラスであり、全表面が初めから光を反射しているので(図23 未使用表面参!照)、字義通りの使用痕光沢

面は存在しないことになる。黒曜石の使用痕でまず自につくのは、線状痕(捺痕)であり、多数のピッ

トの形成により粗くなった表面も観察される。したがって、黒曜石の使用痕の形成は、シリカ質堆積岩

と逆に、初め滑らかだった表面が損傷により、しだいに粗くなっていく過程のように見える。

までの初期の黒曜石製石器の使用痕研究においては、こうした表面の損傷に関心が集中した。しか

損傷の多くは、主に石器から生じた刃こぼれの屑や土壌の粒子の混入等によって形成されると考えられ、

石器の運動方向の指標にはなっても、被加工物のタイプの直接的指標としては決定的ではなかった。そ

の後、黒曜石においても、刃端部を注意深く観察すると、「光沢」ではないが、シリカ質堆積岩のそれと

類似した磨耗面の形状が生じることが、注意され始めた。特にイネ科植物によって形成された磨耗面は、

断面が丸く、非常に細かい線状痕によって表面が形成され、シリカ質堆積岩のいわゆる

198旬、 Aタイプの使用痕(梶原。阿子島 1981、芹沢他 とよく似ていることが認識された (Vaug出1

1981、梶原 1982)。この黒曜石の使用痕のシリカ質堆積岩の使用痕光沢面との類似関係は、他の被加

工物にもある程度観察されることから、黒曜石においても、シリカ質堆積岩の光沢面研究を基礎とした

使用痕の記述。分類システムが提出されるに至った(御堂島 1986、Aoyama 1993)。本分析でも、こ

れにならった使用痕の|可定@記述を行った。

黒曜石の使用痕の特徴として、シリカ質堆積岩のそれと比べ、黒曜石が材料的に脆く、使用中に刃こ

ぼれを生じやすいため、磨耗痕の形成@発達が弱く、また微小剥離痕の発生率と磨耗面の形成度の組み

合わせにより使用痕のパターンに変異が多いことが挙げられる。したがって、被加工物の種類の同定は

より難しくなり、またこれに石器表面の腐食の影響が加わると、被加工物の同定はいっそう困難になる。

(2)接合作業の影響

今回の分析試料は接合資料を含むことから、接合作業の石器表面への影響が懸念される。しかし、筆

者らの実験(山田 印刷中)では、接合の影響は石器の接合面全体に及ぶものではなく、かなり強くこ

すり合わせた場合でも、局所的である。また形態的にも、相対的に短くて太い、表面が剥落したタイプ

のものが多く、遺物に多く見られる細長い引っかきキズ、のようなタイプやC字形のキズ(部分的なリン

グ・タラック)が連続するタイプとは異なる(図23)。また、考古資料の表面全体に分布するキズの方向

ランダムであるのに対し、接合実験の場合は、方向が揃ったキズが所々に群をなして形成されるのも

特徴である。実際、後述する本石器群の表面状態の観察においても、接合面に特にキズが多いという現

象は観察されない。特に折れ面の接合面はむしろ他の剥離面よりもキズが少なく、それは石器の剥離面

の形成段階の時間差を反映していると考えられる。厳密に接合以前の同じ剥離面と比較したわけで

いが、総じて接合作業時;今回の観察試料の表面、に大きな影響は与えていないと判断さ

4回使用車的観響結果

した試料中、単独の折断剥片 (Noso 、砕片 998ん BL スタレイパー

，剥片側ι1153)には使用痕が認められなかった。以下では使用痕の;検出された試料を含む接

合資料 (S-1~4) および単独のナイフ形石器2 点(J\Tos 0 について観察結果を記述する。なお、

図の顕微鏡写真に付した倍率の数字は、印刷された写真の実物に対する倍率であり、イ吏用レンズの倍率

ではない。国において108倍の写真が、 Keyenceの顕微鏡の450倍、通常の金属顕微鏡の約200倍相当の圃

面に対応する。また、高倍率落射型レンズ、で撮影された写真は、 v日X-100の機能を活かし、片
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射照明(凹凸強調照明)で、キズが最も浮き出るモードで撮影され、また大部分が高深度撮影によって

いるため、キズなどの特徴の縁取りが太くなっている。このため、従来の文献に掲載された写真と比べ

た場合、石器の表面が大変傷んでいる印象を与えるかもしれないが、実際には、本石器群の黒曜石の表

面状態は先土器時代の資料としては比較的良好である。

(1)各資料の使用痕の状態

接合資料1 (Nos. 1147， 1160， 1195， 1198， 1200， 1201， 1203， 1206， 1207， 1208;図13・14;本文8-1)

最も接合数の多い資料であり (10点)、このうちNos.1160と1203、および1201の二組のスクレイパー

に使用痕が認められた。 Nos.1160と1203のスクレイパーはこつに折れており、 No.1160の末端部には、小

規模ながらエンドスクレイパー状の片面加工の刃部が作出されている。この部分の腹面には、高倍率落

射型レンズで観察しても、明瞭な磨耗痕や線状痕は認められず、刃端は鋭いラインを示している。背面

側は二次加工のために高倍率落射型レンズによる観察が困難なため、通常照明による25-175倍のレンズ

(VH-Z25)で観察を行ったところ、刃端に細かい剥離面の密集と、これら剥離面および二次加工剥離

面の稜線の磨耗が観察された(図14)。倍率と照明条件から、明瞭な線状痕は観察されないが、腹面側に

微小剥離痕が生じてないこと、および刃部が厚いことから、何らかの材料に対して、腹面側を接触面と

して石器を刃に垂直な方向に動かす、掻き取りまたは削りの作業が行われたと推定される。この刃部と

折れ面の切り合いが無いので、作業と折れの先後関係は直接検証できないが、折れた後のNo.1160の大き

さと形態を考えると、折れる前に使用されていた可能性が高い。折れた基部側の破片にあたるNo.1203は、

背面左側縁に縁辺にほぼ直交する線状痕が集中する。細かい微小剥離痕も密集して形成されている(図

14)。この縁辺は、背面を主な接触面として、掻き取りまたは削りの作業に使われたと考えられる。被加

工物の種類は不明だが、線状痕は、エンドスクレイパーの使用痕として一般的な、皮の掻き取りで通常

生じる線状痕(図23) よりも粗い。この作業刃部と折れの先後関係は不明だが、石器の大きさと形態か

らして、折れた後に作業に使われた可能性もある。

No.1201は、剥片末端と右側縁の角の部分に、小さな弧状のスクレイパー・エッジを作出している。西

山遺跡のスクレイパー・エッジは、典型的なエンドスクレイパーのように剥片の末端全体を裁ち切るよ

うに二次加工を施すのではなく、剥片の側縁に平行する背面の稜線が、縁辺と交差する角の部分(この

部分は稜線のために厚みを帯びる)に、小さく作り出されている。上で見たNo.1160にしても、たまたま

剥片の末端中央ではあるが、背面の稜線が縁辺と交差する厚い部分にスクレイパー・エッジが形成され

ている。 No.1201のスクレイパー・エッジの腹面側は、 No.1160同様、明瞭な線状痕や磨耗が見られず、刃

端は背面側に出来た微小剥離痕によって鋭くなっている。背面倒では、やはりNo.1160同様、微小剥離痕

の密集と剥離面稜線の磨耗が見られる。 No.1160と同じ理由により、背面を接触面として、何らかの材料

の掻き取りまたは削りの作業に使われたと考えられる。

接合資料2 (1109， 1192， 1202;図8-12;本文8-2)

一見典型的なエンドスクレイパーのように見えるが、剥片の末端を断ち切るような二次加工が連続し

て施されるのではなく、剥片の角や側縁の厚めの部分に限れらた範屈で二次加工を施している。この点

では、接合資料1のNos.1160， 1201と開じである。刃角もあまり厚くない。素材の剥片末端が残されて

いるので、エンドスクレイパーによく見られるように、度重なる刃部再生のために小さくなったのでは

なく、はじめから小さな剥片に作られていることが分かる。このスクレイパーは3片に割れており、 Nos.

1109、1201、および1192の背面右側縁の部分にスクレイパー・エッジが見られる。 No.1192の右側縁は、

一見して西山遺跡の石器の他のスクレイパー・エッジに比べ、直線的で、あり、かつ位置が左側縁の模状
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剥離の対辺に当たるため、スクレイパー・エッジではなく、模型の剥離の際に生じたように見えるが、

拡大してみると、軽く弧を描く縁辺が、細かい大きさの揃った剥離によって形成されており、意図的な

刃部の作出と考えられる。ただし、側面から見ると刃のラインが他のスクレイパー・エッジと逆に背面

側に反っている(図 8，9)。

上記3箇所のいずれのスクレイパー・エッジも、接合資料1のそれと同様、腹面側では、明瞭な線状

痕や磨耗痕を欠き、刃端が背面側の剥離の形成のために鋭くなり、背面側では、刃端に微小剥離痕の密

集と、微小剥離面・二次加工面の稜線の磨耗が観察される。 No.1109においてのみ、腹面の刃端に断続的

に、磨耗および刃にほぼ直交する細かい線状痕が認められる(図10，11)。石器表面が風化により傷んで

いるため、使用痕と断定できるほど特徴が明瞭で、はないが、刃部の形状と背面倒の微小剥離痕や磨耗痕

の存在を考慮すると、その名残りの可能性がある。線状痕のタイプは、実験で皮なめしによって生じる

細い線状痕(図23) に近い。

使用痕と割れ面の直接の切り合いは無いが、腹面右側縁から、模としての使用もしくは両極剥離によ

って生じたような樋状剥離面が形成されており、またその部分の縁辺に、やはり模または両極剥離に特

徴的な不規則な剥離面がある。この石器は、この模としての使用もしくは、両極剥離の際に3点に割れ

たように見える。しかし、腹面右側縁に見られる大きな剥離の割には、その対辺にこれに伴う明確な剥

離痕が形成されていない点が問題となる。また、同種の特徴が見られる他のスクレイパーについても言

えることであるが、 3点の割れ面は、リングが腹面倒から発生しているので、模型の剥離が行われたと

しても、模型の剥離そのものによるものではなく、それに伴って器体に生じた曲げの応力によって生じ

たものと考えられる。

接合資料3(Nos. 1150， 1191 ;図 1.....4;本文S-3)

折れ面が両側縁でスクレイパー・エッジを切っている。スクレイパー・エッジを形成する二次加工は、

剥片末端部でもかろうじて連続し、ひとつの弧を成す刃部を形成しているが、この遺跡の他のスクレイ

パーの場合と同様、角の部分を中心に二次加工が施されている。スクレイパー・エッジの部分では、や

はり他と同様、腹面では磨耗痕や線状痕は認められないが、背面倒では使用痕と考えられる刃端に細か

い剥離面が密集し、部分によっては、微小剥離面・二次加工面の稜線が磨耗して、潰れている(図 2)。

NO.1191Aの背面右側縁には背腹両面に粗い擦痕が、刃部にほぼ平行に密集して形成されている(図3)。

擦痕は刃部より約 1mm内側まで、分布する。このような組い線状痕は、実験では、骨などの硬い材料の作

業で多く生じることが知られる(御堂島 1986、Aoyama 1993)。やや大きめの微小剥離痕が刃の両面

に形成されていることも、線状痕から推定される、硬い材料の切断という作業と整合する。この部分の

使用とスクレイパーの破損の先後関係は直接の切り合いがないので不明である。

また、背面右辺の突起部にも使用の痕跡が認められる。この突起部分はスクレイパーの側辺と折れ面

から続く急角度の縁辺から成っている。側辺側に見られる剥離面は非常に細かいが、縁辺のラインを整

えているので、意図的な二次加工の可能性がある(図 4)。また、急角度の縁辺は、折れ面の部分を背面

倒からの剥離によって欝断するように整形したものであることが顕微鏡により観察される(図4)01991 

Bの小片は、背面を開始部とする割れ円錐によって生じているので、突起部を作り出す際のミスタッチ、

もしくは突起の基部に扶りを入れるための意図的な剥離によって剥離されたと考えられる。突起の先端

付近は、側辺の側では細かい剥離面で潰れ、磨耗しているが、勢断された縁辺は磨耗せず、鋭いまま残

されている(図4)。倍率と表面形状の関係で、先端部に明瞭な線状痕が観察できないので、使用方法は

不明だが、第断面側に磨耗が無いことから、突起の先端部全体を錐のように回転したものではない。突

起部という形状からすれば、溝彫りのような作業が想定されるが、あるいは、上述した、この部分に続
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く側縁を使用した切断作業によって、同時に磨耗が形成されたのだろうか。

NO.1191Aの腹面の右側縁には、幅狭の側面から打ち込まれた、一見、模型石器の端部に似た不規則な剥

離面が形成されている(図 3再下段)。しかし、対辺にはこれに明確に対応する剥離面が見られない。対

辺を使用した際の着柄・保持に関係して形成されたものだろうか。成因は不明である。

この試料には多段階表面変化が認められ、これについては後に表面分析の項において詳述する。

接合資料ヰ阻 1145，1146; I璽 5~7; 本文S-4)

剥片が二つに折れた後、その末端側の折片 (No.1145) に3箇所のスクレイパ-"エッジが作り出され

ている。うち 2箇所は折れ面を切っているので、折れた後の整形であることは明らかである。これらの

スクレイバー。エッジでは、他のスグレイバ一同様、腹面側では高倍率でも明瞭な使用痕が認められな

い。唯一、剥離面の末端に作り出された刃部において、わずかな磨耗と、刃部に直交する線状痕の名残

のようなものが認められる。しかし、それ自体としてはあまり明瞭な特徴ではなく、スクレイパーのエ

の形状から掻き取りまたは削りに使われたのではないか、という目で昆てはじめて認識できるよう

なものである o No.目1145の背面倒では、刃端に沿って細かい剥離面が密集して形成され、その剥離菌およ

び二次加工の稜線に磨耗が認められる。他のスグレイパ一同様の理由で、削りまたは諮き取りに使用さ

と考えられる o

No.lJA6は背面右側縁の両面に大きさの不揃いな剥離面が形成されている(囲 6最上段)。形態的には、

器の端部に見られる剥離面に似ている。しかし、その対辺の背面左側縁では、ごく限られ

きさが揃い、縁辺を直線的に揃えた剥離面が連続し、模形石器の端部の形状は呈していな

となる。後者は二次加工の可能性も考えられるが、大きさが小さいことから、腹面を接触面

りないしは削り取りの作業によって生じた使用による微小剥離面の可能性もある。

ツ

やはり

た範囲に、

としたj蚤き

も拡大撮影により示しである。

ある剥離面が肉眼で 1枚見ら

痕跡に比べて、小さくて浅く、

いが、先端部から開始しているので、形

と(図15上段)、この衝撃剥離痕の右側に

ることが観察される(前者を積撃剥離痕 L 後者を衝

工と背面左担I!縁の二次加工の直接の切り合いは無いが、衝撃剥離痕2は、

1を切っている。また、背面右側縁では、智撃剥離癌D . 2共に、開始部がこ

る。以上のことからNO.284の現在の先端の形状は初めからのものではなく、お

ものであることが分かる。上記の観察を念頭において背面倒から先端部を

してみると、実測図に見られるように、先端部背面右辺の細かい二次加工は、側縁の素直な延

く、担u縁をやや内側に食い込ませるように施されていることが理解され、おそらく先端部

たものと推定される。この石器には、他に技用:痕の可能性があると同定される特徴

かった。また、後の表面状態の分析の項で述べるように表面にキズが大変多い(図ムリノ G

l丸83.3は、背面右辺の二次加工が背面と腹面からの両;陸打撃の可能性のある対向調整によって7存成され

写真833-3ヲ 4，5)。二次加工された側縁に挟まれた縁辺に技用痕の可能性がある微小剥離

ていないが、微小剥離面が腹面と背面の両側に分布しているので、

この石器の表面にも大変キズが多い(図。
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(2)スヴレイパーの使用車についてのまとめと考聖書

ここで器種として最も点数が多かったスタレイパー(接合したものをーっと数えた場合5点)につい

て結果をまとめたてみたい。これらの石器には、技術形態学的にも使用痕の上でも共通した特徴が認め

られた。技術形態学的には、エンドスグレイパー状の刃部を示すものの、典型的なエンドスクレイパー

のように剥片末端全体に弧状の刃を作り出すのではなく、剥片背面の稜線が縁辺と交差する角の付近の

厚みを利用して、範囲の限られた小さな刃部を作り出す傾向がある。また、二次加工も細かく、ヌ9角も

まり急角度でない。使用痕は、腹面倒に顕著な線状痕や刃端の磨耗が見られず、背面倒の刃端に微小

剥離痕が密集して形成され、微小剥離面@二次加工面の稜線、

刃部は、何らかの材料の語き取りや削りの作業に使用さ

界的に皮なめしの作業に使用される傾向がある(阿子島 1989 : 

される傾向がある。これらの

グレイパーは汎世

スタレ

られないのは、ひとつに

ょう

な典型的なエンドスタレイパーと

も考えら

るので、皮と の

ることによって、この

を明らかにし らない。

の

も

上

る特徴は検出されなかっ

もしくは腹面倒にあり、

も

ひとつ

して生じ
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〈タこと

パーの折れも、柄の付 ラー

、戸 ζ占
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5園

({I黒曜石製右器表面のキズと多段階表面変化

岩崎 立 について、 ごとに「スレ」の程

痕分析で除外されてき

く阿子島の提唱し

るいは作り変えといった維持。

「多段階表面変化」との関連

キズ、の分析の重要性を提示し

とともに、石器の長期にわたる

て、段階的に時間差を伴っ

L/、ること

とは、同じ

刃部再生

された剥離面に、

埋没後に生じる石器の白

されているという考えである。しかし一方で、

は、一般に同じ遺跡内でも、微視的な環境により異なることが知

られているので、

も白滝遺跡の後期旧石器時代

岩崎泰一氏の提案により、アルカでは、

きた(山田

: p. 285 ; 

「二重パティナ」とし している。

中)。黒曜石は表面

とし

これが

従来使用痕分析にとっては難点となってきたが、逆に表面の履歴を見るには、利点となり得る。西山遺

跡については、個々の石器においては、肉眼で感知できるほどの表面状態の差はあまり見ら

顕微鏡観察の過程で、石器の母岩ごとに、表面のキズの状態に、ある程度の差があることが認識さ
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母岩ごとの履歴と関連することが予想されたので、これを記述分析することにした。

(2)分析方法

黒曜石の表面に見られる損傷には大きく 2種類ある。ひとつは、滑らかな表面全体がピットのような

細かいくぼみの形成により、でこぼこになっていく過程で、これは化学的な表面の腐食によって生じる

と思われる(図10:1109-2 ;図12:1201-1， 2等)。もうひとつは、物理的な損傷で、主に擦痕である(図

23)。ここでは、後者を分析の対象とし、成因が必ずしも明らかでないので、単に「表面のキズ」と呼ぶ

ことにする。

岡崎 (1983)はフィルム・レプリカを用いて黒曜石製石器の表面のキズを記述しようとした。この場

合は多段階表面変化の観察が目的ではなく、石器全体のキズの中において使用痕として識別されるもの

を探そうとする試みであった。今回の分析では、顕微鏡写真を用いて石器表面のキズを観察記述するこ

とを試みる。写真による場合の技術上の問題点は、石器表面の由凸が激しいと、全体に均一に光をあて

ることが困難であり、また、レンズの焦点面に対して平行でない面にあるキズはよく見えない点である。

また、レプリカ法と表面の直接観察のいずれの場合にも、剥離面全体を視野に入れようとすると、倍率

が低くなるため、細かいキズがよく見えず、拡大すると視野が狭くなり、部分のみの観察になるという

ジレンマがある。キズの分布状態が均一であれば、高倍率の落射型レンズ(視野が狭い)でも分析が可

能だが、今回分析した資料では、同じ剥離面内でも、表面のキズの分布に、かなりムラが観察されるの

で、低倍率での分析を行い、高倍率では、キズの拡大写真のサンプルを提示するにとどめた(図23)。ア

ルカの保有する設備の中では、経験的にKeyenceのレンズVH-Z25の50倍で撮影した画像が、最も光の

ムラが少なく、かつキズが明瞭に見えることから、これを用い、画面内にあるキズの量を数値で表現す

ることを試みた。この倍率では、約 8mmX6mmの範囲が撮影される。小さな剥離面なら、全体が 1枚の

写真のうちに収まってしまうが、大きな剥離面の場合は、その中で可能な限り多く、 8mmX6mmの枠を

撮影するようにした。紙数の都合で全ての写真を提示してないが、腹面の場合は 1面につき最高8枚撮

影し、背面では、比較的平坦な剥離面で、ある程度の大きさがあり、撮影可能なものは全て撮影した。

写真の撮影はKeyenceVHX -100の機能を活かし、片射照明(凹凸強調照明)で、キズが最も浮き出る

モードで、行った。剥離面の中のかなり平坦な部分で撮影された、状態の良い写真においても、実際には

場所により光のムラがあるので、デ、ジタル撮影された写真の中央部付近から 3mmX3mm程の枠を切り抜

き、これを分析対象とした。この際、できるだけ、光の反射している部分や、極端な局部的なキズは避

けるようにした。そのため、場合によっては画面の端の部分から 3mmX3mmの枠を切り抜いた。元の画

像では石器表面が黒、キズの部分が白く見えているが、この白黒をデジタノレ画像の上で、反転し、キズを

見やすくした上で、輝度抽出により、キズの部分を黒、背景を白の 2階調に分離した図を作成した。図

16"'-'23においては、撮影した各箇所につき、左にオリジナノレの写真、右上に中央部を切り抜いて反転さ

せた写真、右下にキズの部分を抽出した写真の 3枚 1組で提示している。さらにキズを抽出した図にお

いて、キズの部分の全体に対する面積率を計算した。

この方法のひとつの問題は、黒曜石では剥離面の形成時に形成されるリングやフイツシャーなどの特

徴が明瞭に現れやすいため、これがキズの観察を妨げる点である。特に、小さな剥離面では、リングが

強く現れ、かつ湾曲が強いので、表面に均等に光を当て、焦点を合わせた写真の撮影が困難である。こ

のような場合は、画像処理は行わず、元の写真のみを参考に提示するに留めた。また、輝度抽出では、

各ピクセノレの明るさの値によって、一律に処理を行うため、キズ以外にも上記のフィッシャ一、リング、

岩石中の爽雑物、その他の特徴でキズと問じレベルの明るさを示しているものを、拾ってしまう。特に

キズの少ない表面の写真では、最初に述べた腐食によって生じた表面のざらついた特徴も一緒に拾って
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しまう傾向がある。そこで、輝度抽出の際に、オリジナルの画像も並べて、できるだけ実際のキズの分

布状態に近い状態の画像を得るようにしたが、それでも限界があり、かつどこまでをキズに合めるかで、

分析者の主観的判断が介在する。また、最初に 3mmX3mmの枠を切り抜く際にも、どの部分を切り抜く

かで、分析者の主観的判断が入る。したがって、図に添えられた面積率は、厳密な定量的分析結果を示

すものではなく、参考値であり、オリジナルの写真とも比べることにより、表面状態のより的確な理解

が得られるものである。

(3)分析結果

群馬県今井三騎堂の資料について岩崎 (2004)が報告したような個々の石器における多段階表面変化

はごくわずかしか観察されなかったが、母岩ごとにキズの密度に差があることが観察された。

まず、単独母岩の2点のナイフ形石器 (Nos. 284， 833;図16) に最もキズが多く、接合資料4(Nos. 

1145， 1146;図1η にもキズが多く観察された。これに対し、接合数が最も多かった接合資料 1では、最

もキズが少なかった(図18'"'-'20)。図版ではその差が理解しやすいように、ナイフ形石器と接合資料4の

後に、接合資料 1を配置している。先に述べたように、キズの少ない試料では、輝度抽出の際に、背景

の腐食の痕跡も拾ってしまう傾向があるため、接合資料 1のキズの各写真の右下のキズの抽出図とその

面積率の数値を見ると、他の資料との差がそれほど大きくないように見えるかもしれないが、オリジナ

ルの写真でキズの多さにのみ着目すると、その差が実際にはより大きいことが理解される。また接合資

料 1の中では、 Nos.1203， 1160， 1195から成るスクレイパーが最も表面が傷んでいた。これは、スクレ

イパーとしての使用と関係している可能性がある。ただし、表面の損傷の中でも細長い擦痕状のキズに

のみ注目すると、その数は、他の資料体に比べて少ない。

接合資料3 (Nos. 1150， 1191;図21)は、キズの密度がやや高く、唯一同じ個体の剥離面の中で、多

段階表面変化が認められた。すなわち、背面左側の写真34の剥離面が新鮮であり、形状からみても、接

合資料3の剥片素材が取られた後に剥離されたと考えられる。また、写真31の剥離面は、最もキズが多

く、表面が風化しているが、剥離面同士の切り合いから、背面の中で最も古い面であるという事実と整

合する。 No.1150の写真28の剥離面もキズが少ない。これは形状からして、スクレイパーの刃部を作出す

る際の剥離面と考えられるので、キズの少ないという事実と整合する。

接合資料2 (Nos. 1109， 1192， 1202;図22'"'-'23) も比較的キズが多い。 No.1192の腹面にある樋状の剥

離面、およびそれに続く、 Nos.1192， 1202上の剥離面はやや傷が少ないようだが、顕著な差とはいえな

し¥0

総じて、個々の石器の同じ剥離面内でも場所によりキズの密度にムラがあり、石器の縁辺に近い方が、

キズが多い傾向が観察された。また写真は示さなかったが、折れ面は、背面や腹面に比べてキズが少な

い傾向があった。また、個々の石器上でのキズの分布の偏りから着柄部が同定できる可能性(着柄部に

キズが多い、あるいは逆に柄によって覆われた部分にキズが少ない)も検討したが、そのような明確な

キズ、の分布差は見出せなかった。先述した方法上の問題により、母岩資料ごとのキズの多さを、数値に

より完全にランク付けすることはできないが、それぞれの母岩のおおよそのキズの密度の程度は把握で

きるといえる。

以上、接合しない、単独母岩のナイフ形石器2点について、表面のキズが非常に多く、接合数が最も

多い母岩について表面のキズが最も少ないことが明らかになった。前者が遺跡外で製作されて持ち込ま

れたと考えられるのに対し、後者は遺跡内で剥離作業が行われたと考えられることから、このキズの程

度の差は、それぞれの資料体が、活きた脈絡にあった長さの差、すなわち石器の履歴の長さ、ライフヒ

ストリーの相対的な長さの差を表わしているものと考えられる。また、接合資料中、使用されなかった
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小さな剥片類にキズがより少なかったことから、単なる長さではなく、使用@取り扱いの程度の差も反

映していると見ることも可能で、ある。

黒曜石表面に見られる捺痕は、従来、石器の埋没後に生じたものと漠然と考えられてきたが、岩崎 (2004)、

山田(印刷中)および今回の分析で、その多くは石器が活きた脈絡にある過程で生じ、その程度が石器

の維持・管理の程度などを知る上での情報をもたらすことが確認された。キズ、の具体的な形成国は今の

ところ特定できないが、持ち運びの際の他の石器や物との接触や、表面についた土の粒子が取り扱い中

に擦り込まれるなどの原因によって形成されたと推測される。現段階では、前述のように、分析法の技

術的問題点から定量的な記述に限界があることから、今回の分析以前には、肉眼で、はっきり認識できな

いような微妙な表面状態の差は、顕微鏡観察によっても、確実には識別できないのでは、と予想された。

しかし、今回の分析によって、母岩が異なると岩石の色調などの特徴が異なることがあるために、実際

には表面のキズの程度に差があっても気づかない、もしくは違いを確証できないものが、顕微鏡観察に

よって確認できることが明らかになった。また、接合資料3の例のように、ていねいに意識的に表面観

を行うことによって、一見しては気づかない、同一個体上における、表面状態の異なる少数の剥離面

の存在が確認されることもあった。多段階表面変化の同定単位を個々の石器から、母岩単位の資料に拡

張し、さらに遺跡内の同一南:岩の資料開における相対的な履歴の長さが分析できる可能性も出てきた。

分析法を改良することにより、表面のキズの状態の評価から、より有効な考古学的情報が引き出

されることが期待さ

6" まとめ

静岡県駿東郡長泉町西山遺跡(第二a東名No.2 古文化層(先土器時代;第 I黒色帯下部)の

黒曜石製石器の資料25点の使用痕および表面状態の分析から次のような所見が得られた。

なすスグレイパー(接合したものをーっと数えた場合5点)については、何

らかの材料の括き取りまたは削りの作業に使われたと考えられるが、明瞭な皮なめしの使用痕は|可定で

きなかった。これについては、黒曜石の刃こぼれをおこしやすい性質とf皐没後の表面変化の影響が考え

られるが、西山のスクレイパーが、剥片の背面稜線が縁辺と接する角付近に限定された作業刃部を作り

という、典型的なエンドスグレイパーとは異なる技術形態学的特徴を持っている点も考えると、

めしとは異なる作業に用いられた可能性も考えら

(2)破損したスグレイパーの側経に模形石器に特徴的な不規則な剥離痕の集中や樋状剥離が認められるも

のがあり、スグレイパーが模に転用され、その際に破損した可能性が分析前に考えられたが、上記の不

規則な剥離痕と樋状暴fi離痕以外に、撲の使用痕の可能性のある特徴は検出されなかった。特に、模とし

て使用された場合、各試料とも、上記のような剥離痕のある縁辺が一辺のみで、その対辺に、対応する

られな る。また、破損の際の割れ面のリングも、 による

のものではなく、二次的に器体に生じた曲げ型の応力によって生じたことを示す。し

って、この側縁の不規則な剥離痕と割れの成田は不明だが、着柄に関連する可能性も考えられる。

(3)ナイフ形石器の 1点の先端に、衝撃剥離痕が認められ、先端部の二次加工との先後関係から、

先端部が使用と形態の修整のいくつかの段階を経たものであることが明らかに，なった。

凶表面のキズの状態の分析から、岩ごとにキズの程度が異なることが明らかになった。単独母岩(遺

跡外から持ち込まれたと考えられる)のナイフ形石器2点に最もキズが多く、接合数の最も多い母岩(遺

跡内で剥離されたと考えられる)でキズが最も少ないことから、キズの程度が石器の母岩ごとの履歴を

反映し、その分析が今後、石器の維持 e 管理のシステムの研究に有効な情報をもたらすことが確認され
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1191A-4 

石器の縮尺:80% 

図 1 接合試料S-3 (Nos. 1150， 1191)の使用痕(1 ) 
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1.00 mmldiv 

1150-7 x6 スクレイパー刃部

1150-9 x6 スクレイパー刃部

1150-10 x6 スクレイパー刃部

1150-1 x108 スクレイパー刃部腹面 刃端が鋭く、
明瞭な磨耗や線状痕の使用痕を示さない

1150-9 x24スクレイパー刃部背面 刃端の微小剥雛痕と磨耗

1150-10 x24スクレイパー刃部背面 刃端の微小剥離痕と磨耗

図2 接合試料S-3 (Nos. 1150， 1191)の使用痕(2 ) 

1150-4 x108 スクレイパー刃部腹面 刃端が鋭く 、
明瞭な磨耗や線状痕の使用痕を示さない
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1191A-l x108 使用による線状痕 噌ーーーー令

1191A-3 x108 使用による線状痕 ‘'ー-

1191A-7 x5 使用による微小剥離痕

1191A-5 x5 微小剥離痕

1191A-2 xl08 使用による線状痕 ~ 

1191A-8 xl08 使用による線状痕 #ーーキ

畠圃欝鑑 醤室戸

置す
圏曹面面白.

1191A-8 x5 使用による微小剥離痕

1191A-6 x5 微小剥離痕

図 3 接合試料S-3 (Nos. 1150， 1191)の使用痕(3 ) 
守一一+ 石器の運動方向
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←一一→
1.00 mm/div 

1l91A-12 x7 勇断面

1191A-1O-2 x22 先端部の拡大(背面)

1191A-13 x8.5 先端

1191A-I0-3 x9 先端部の側辺の磨耗(背面)

突起部の微小剥離痕

図4 接合試料S-3 (Nos. 1150， 1191)の使用痕 (4) 
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1145-16 

1146-1 

圏下一

匝国
画

/ 

1145-15 

$ 石器の縮尺:80% 

図5 接合試料S-4 (Nos. 1145， 1146)の使用痕(1 ) 
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1146-1 x6 微小剥離痕

1146-3 x8.3 微小剥離痕

1145-14 x5 スクレイパー刃音E

1145-15 x5 スクレイパー刃部

図6 接合試料S-4 (Nos. 1145， 1146)の使用痕(2 ) 

1145-15 x24 スクレイパー刃部背面 刃端の微小剥離痕と磨耗

1146-2 x6 微小剥離痕

1145-12 x24 スクレイパー刃部背面 刃端の微小剥離痕と磨耗

1145-14 x24 スクレイパー刃部背面 刃端の微小剥離痕と磨耗
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'同mmノdiv 函0.00/}. m/divt 

1145-16 x5 1145-16 x24 スク レイパー刃部背面 刃端の微小剥離痕と磨耗スクレイパー刃部
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• h M -4よ7..  捧 現時γ.-
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11..記平副

1145-16 x24スクレイパー刃部背面 刃端の微小剥離痕と磨耗

I? 
1145-6 x108スクレイパー刃部腹面 使用による線状痕と磨耗? 1145-7 x108スクレイパー刃部腹面 使用による線状痕と磨耗?

スクレイパー刃部腹面 刃端が鋭く、

明瞭な磨耗や線状痕の使用痕を示さない

接合試料S-4 (Nos. 1145， 1146)の使用痕(3 ) ←→ 石器の運動方向

1145-8 x108スクレイパー刃部腹面 使用による線状痕と磨耗? 1145-10 x108 
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図8 接合試料S-2(Nos. 1109， 1192， 1202) の使用痕(1 ) 
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石器の縮尺 :80% 



1192-2 x8 打撃による(?)剥離痕

E園田明方向移許窃デ司
.喝たS4114.fa..114、Ilト時J

11干?ン-…ん午圃
・圃圃圃圃圃園・・・

匝亙亙u;...亙ヨ

1192-3 x6 スクレイパー刃部背面

1192-5 x12 スクレイパー刃部背面 刃端の微小剥離痕と磨耗

←一一一一→
1回 mm/diy

1109-10 x5 スクレイバー刃部背面

図 9 接合試料S-2 (Nos. 1109， 1192， 1202)の使用痕(2 ) 

1109-10 x8 スクレイパー刃部背面 刃端の微小剥離痕

1192-3 x6 打撃による(?)剥離痕

1192-5 x12スクレイパー刃部背面 刃端の微小剥離痕と磨耗

スクレイ，司 ノJ 日間担問 ノJ 内 IIJ"'~l".IL 、 、
明瞭な磨耗や線状痕の使用痕を示さない
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1109-9 x6 スク レイパー刃部背面

1l09-9a x42 右上写真の拡大

1109-4 x108 
スクレイパー刃部腹面 使用による線状痕と磨耗?

1109-9 x9.5 スクレイパー刃部背面 刃端の微小剥離痕と磨耗

1109-9b x42スクレイパー刃部背蘭 刃端の微小剥灘痕と磨耗

1109-2 x238 
スク'vイ. /~~元部1J'~ì旨 芳濡ちt鋭ーく、
明瞭な磨耗や線状痕の使用痕を示さない

1109-4 x238 左写真の拡大

図10 接合試料S-2 (Nos. 1109， 1192， 1202)の使用痕(3 ) 

+一一歩 石器の運動方向
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1109-5 x108スク レイパー刃部腹面使用による線状痕と磨耗つ 1109-5 x238 左写真の拡大

1109-6 x238 スクレイパー刃部腹函 使用による線状痕と磨耗つ 1109-8x238 スクレイパー刃部腹面 使用による線状痕と磨耗つ

1202-3 X9.5 スクレイパー刃部背面

1202-3a x42 
スクレイパー刃部背面 刃端の微小剥離痕と磨耗

1202c-3 x42 
スクレイパー刃部背面 刃端の微小剥離痕と磨耗

+ー→ 石器の運動方向

図11 接合試料S-2 (Nos. 1109， 1192， 1202)の使用痕 (4)
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1202-3 x42 スクレイパー刃部背面 刃端の微小剥雛痕と磨耗 1202-3 X42 スクレイパー刃部背面 刃端の微小剥離痕と磨耗

1202-4 x9.5 スク レイパー刃部背面 刃端の微小剥離痕

1202-4X42 スクレイパー刃部背面 刃端の微小剥離痕と磨耗 スクレイパー刃部腹面 刃端が鋭く、
明瞭な磨耗や線状痕の使用痕を示さない

1202-1 x238 右上写真の拡大 1202-2 x238 スクレイパー刃部腹面 刃端が鋭く 、
明瞭な磨耗や線状痕の使用痕を示さない

図12 接合試料S-2 (Nos. 1109， 1192， 1202)の使用痕(5 ) 
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1160-2 

1203 

1160-1 

1160-3 

i: R'S  
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1201-7x100スクレイパー刃部背面 刃端の微小剥離痕と磨耗 1201-3x450 スクレイパー刃部腹面 刃端が鋭く、
明瞭な磨耗や線状痕の使用痕を示さない

図13 接合試料S-1 (Nos. 1160， 1203， 1195， 1201)の使用痕(1 ) 
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1160-3 x8.3 スクレイパー刃部背面

1160-1 x108 
スクレイパー刃部腹面 刃端が鋭く、
明瞭な磨耗や線状痕の使用痕を示さない

1203-6 x12 背面の使用による微小剥離痕

1160-3 x36 スクレイパー刃部背面 刃端の微小葦IJ離痕と磨耗

1160-2 x108 、
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1203-3 x108 背面の使用による線状痕と磨耗

石器の運動方向l1203-5x108 52路探用器禁ふ
図14 接合試料S-1 (Nos. 1160， 1203， 1195， 1201)の使用痕(2 ) 

ro --



284-3 x1.75 
側縁二次加工

833-1 x4.5 
微小剥離痕

~ 

833-6 x3.5 

284 

284-5 x15 

衝撃剥離痕 lと

側絵縁二次加工
の切り合い

284-4 x3.5 
側縁二次加工 284 

833-3 x3.5 
側縁二次加工

833-4 x3.5 
833 

図15 ナイフ形石器 (Nos.284， 833) 
石器の縮尺:80犯

の二次加工と微小剥離痕の使用痕
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斜めの線は華IJ自!I面のリング 46% 

図16 ナイフ形石器
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石器の縮尺:80% 

1145-33 

図17 接合試料S-4 (Nos. 1145， 1146)の表面状態
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と二三〉 1200 

石器の縮尺:80% 

圃・・・・1200-23 

1201 

買 の縮尺 80%

‘ . 

水平の線はjjlij隊面のフィッシャー 21% 1201-24 
図18 接合試料S-4 (Nos. 1200， 1201)の表面状態
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.dJId.喝宮

4 ここ斗 1207 
石器の縮尺:80% 

s ~-~一通
宅号室~ 1208 

石器の縮尺:80% 

震予亀一旬-L)

図19 接合試料S-4 (Nos. 1207， 1208， 1198)の表面状態
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石器の縮尺:80% 

1203-32 1203-34 

図20 接合試料S-4 (Nos. 1160， 1203)の表面状態
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話?コ

電議議診 石器の縮尺:80% 32% 

1150-28 43% 1150-29 キズの少ない最も新しい段階の剥離面

図21 接合試料S-3 (Nos. 1191， 1150)の表面状態
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放射性炭素年代測定結果

(AMS測定)

第二東名西山遺跡

lnstitute ofAc_a{e宿 泊rAna/'r'sis Ltd. 

報告書

株式会社 加速器分析研究所



骨時4:加速器分析研究所

年代讃ij定結果報告書

1 )年代値の算出には、 Lilobyの半減期 5568年を使用しています。

2) BP年代値は、 1950年からさかのぼること何年前かを表していますo

U 付記した誤差は、次のように算出しています。

複数回I(通常は 4回1)の測定値について χ2i検定を行い、通常報告する誤差は測定値の

統計誤差から求めた値を用い、測定値が 1つの母集団とみなせない場合には標準誤差を

用いています。

4) ド3Cの値は、通常は質量分析計を用いて測定しますが、 Al¥1S測定の場合に同時に測

定される o13Cの僅を用いることもあります。

o 13C補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載しておきます。

同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分嬬差 (%0，パーミル)で表したものです。

o HC:::: [(14../_d，s - 14AR) I 14ARJ x 1000 ( 1 ) 

a ニ [(13As- 13_ApDB) j13_ApDBJ x 1000 ( 2 ) 

lAAs :試料炭素の濃度:(14C/12C)Sまたは(14C/13C)s

14恥AcR:標準現代炭素の li1C濃度 :(14C/12C品またはいC/13C)R

o は、質量分析計を用いて試料炭素の 13C濃度(13As= 13C/12C)を測定し、 PDB(白

亜紀のベレムナイト(矢石)類の化石)の値を基準として、それからのずれを計算します。

し、 IsiAでは加速器により測定中に同時に 13C!12Cも測定していますので、標準試料の

測定値との比較から算出した a13Cを用いることもあります。この場合には表中に〔加速器〕

と注記しま:'0 

A は、試料炭素が o13C:::: - (%0)であるとしたときの 14C濃度(l4AN)

に換算した上で計算した値です。(1 )式の 14C濃度を、 813Cの測定値をもとに次式のよう

に換算しま

= )< 

7とは
十品 1000炉(14Asと るとき)

= 14t!S X (0.975/(1 -1- (j 10(0)) として同日I13Cを飯用するとき〉

!l， := [(14T ... N - 14A叫/['!llltJ >< (960) 

どの海洋が炭素起源となっている試料については、海洋中の放射性炭素濃度が大気

の炭酸ガス中の濃度と異なるため、同位体補正のみを行なった年代値は実際の年代との差が

大き〈なります。多くの場合、同イ立体補正をしない 814Cに相当する BP年代値が比較的よ

くその貝と同一時代のものと考えられる木片や木炭などの年寸引直と一致します。

濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記として、 p1'vlC(percent Modern 

Carbo叫がよく梗われており、ム 14Cとの関係は次のようになります。

ム14C:=(pMC/lOO -1) x 
pMC ::::ム14C//'lO+-100 

国際的な取り決めにより、このムあるいはpMCにより、放射性炭素ノ平代(Conventional

RadiocarlコonAge yrBP)が次のように計算されます。

T = -8033 x 1n [( 1);， 1000) +-1J 

= -8033 x 1n (pMC/ 

ハ
h
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号~4J4

= -956.1土 (L6

4.39::!:: OJ:16 

o.も

tf679-1 

(j 13C ロ， -23]7土

= -956.7士

持679~.2

jム14C

: 2 (現地取上番号 1 I 

ド (%0)

I 

ニ 956.6土

8 

:静岡県駿東郡長泉町

元長窪宇内手 18 
ム14C

1131) 

d 

(参考) o の補正無し (%) 

戸庇

11MA-41i試料採取場所:静岡県験東郡長泉町 (yrBP) 

元長窪宇内手 o 
la 

試料名(番号) : 5 (現地取上番号 1

8 14C (%0) 

(参考〉 8 の補正無し

ハいHA3EbMebCy( ( 96 ) ~4679-4 yrBP) 

I1¥AA-41161 I試料採取場所:静岡県駿東郡長泉町

== -95504二!:

4A6::!:: 

24，980:::!: 130 

:::!: 130 

= -23.34::t仏65

= -954.5::t 0.7 

4.55土 0.07

ニ 954.4::!:: 0.7 

4.56土 0.07

元長窪宇内手 O 13C 

ニヰ
士 130

= -24.60土 0.81

= -955.3::t仏7

4.37土 0.07

= -956.3士 0.7

4.37土 0.07

試料形態

(番号) : 8 (現地取上番号 1

斗

(参考) a の補正無し

8 14C (%コ)

plvlC (私〉

#679-5 Age (yrBP)25，140::t 130 

「

onio 



φ4" 

IAAA-41168 試料採取場所:静岡県駿東郡長泉町 Libby Age (yrBP) : 25，160::t 130 

元長窪宇内手 d 13C(寝泊)、(加速器)= -24.66::t 0.73 

試料形態 炭化物 ム14C (%0) = -956.4::t 0.7 

試料名(番号) : 9 (現地取上番号 1185) pMC(%) 4.36::t 0.07 

d 14C (%0) = -956.3::t 0.7 

(参考) o 13Cの補正無し pMC(%) 4.37::t 0.07 

#679-6 Age (yrBP) 25，150::t 130 

参考

試料形態には，処理し測定した試料形態を記載いたしました。
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樹種間態 告書

第二東名西山

株式会社加藤器分析研究所



西山遺跡から出土した炭化材の樹種

<目次>
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3.結果

4.考察
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<表・図版一覧>

表1.樹種同定結果

図版 1炭化材

※)尚、今回受託した、「平成 16年度第二東名建設事業埋蔵文化財発掘調査に伴う西山遺跡(No.2地点)

自然科学分析業務jのうち、本樹種間定業務については、パリノ・サーヴェイ株式会社の協力を得た。

nu 
ヴ

t
T
i
 



西山遺跡から出土した炭化材の樹種

はじめに

西山遺跡では、愛鷹ローム層のニセローム層(NL)中から炭化材が出土している。ニセローム層は、下位を

BBIT、上位を BB1の 2層の暗色帯に挟まれており、ローム層中には約 2.2......2.5万年前に降灰した姶良Tn

火山灰(AT)が認められている(高橋， 1988)。また、ニセローム層を対象とした年代測定では、 21，220BPの値

が報告されている。

本報告では、ニセローム層中から検出された炭化材について、古植生や植物取l用に関する資料を得るため

に樹種同定を実施する。

1.試料

試料は、ニセローム層(Nし)の炭化物集中地点から検出された炭化材 4点(試料番号 3，6，7，10)である。

2.分析方法

木口(横断面)・柾目(放射断面)・板目(接線断面)の 3断面について割断面を作製し、実体顕微鏡および走

査型電子顕微鏡を用いて木材組織を観察し、その特徴から種類を同定する。

3.結果

樹種同定結果を表 1に示す。炭化材は、広葉

樹 3種類(ニレ属・バラ属・イボタノキ属)に同定さ

れた。各種類の解剖学的特徴等を記す。

す。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は向性、

1-6細胞幅、 1-30細胞高。

-バラ属(Rosa) 1¥ラ科

環孔材で、孔園部は 1-2列、孔圏外で急激に径を減じた後、ほぼ単独で散在する。道管は単穿孔を有する。

放射組織は異性、単列でト10細胞高前後のものと、 6-10細胞幅、 60-100細胞高以上の大型のものとがある。

・イボタノキ属(Ligustrum) モクセイ科

散孔材で、道管は単独または 2個が複合して散在し、年輪界付近でやや径を減ずる。道管は単穿孔を有し、

壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、 1-2細胞幅、 1-30細胞高。

4.考察

ニセローム層中から出土した炭化材は、全て落葉広葉樹で3種類が認められた。このうち、ニレ属は落葉高

木で比較的大径木になる種類であり、山地から沖積平野にかけて生育する。イボタノキ属は、落葉低木~小高

木で山麓や平地の林縁部等に生育する。バラ属は、落葉低木が多いが、落葉小高木となる種類もあり、日当り

の良い土地を好む種類が多い。樹種同定結果から、遺跡周辺には落葉広葉樹を主とした植生が晃られたと考

えられる。

愛鷹山麓では、ニセローム層中の炭化材について樹種間定を行った例が少ない。一方、箱根山麓の三島市
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観音洞遺跡では、上位のBB1から出土した炭化材がトネリコ属近似種に同定されている(パリノ aサーヴェイ

株式会社， 1994)。また、三島市初音ヶ原遺跡では、下位の BB宜から出土した炭化材がナラ類に同定されて

いる(林， 1999)。いずれも今回確認された種類と共に落葉広葉樹林を構成する種類である。これらの結果から、

本遺跡周辺においても、 BB11 -BB 1の時期にかけて落葉広葉樹を主とした植生が見られた可能性がある。
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1ニレ属(シール番号3)
2.パラ属(シール番号7)

3イボタノキ属(シール番号10)

a:木口，b:柾目 ，c:板目

-・・・・200μm:a
園田・・・・・200μm:b，c
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西山遺跡(第二東名珂0.2地点)

出土黒曜石製石器産地推定分析

国立沼津工業高等専門学校教授望月明彦
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Tivl2-52 897 HN!汀|即日J HNKI 14，33 178，21 1 。
でE口凶| 398 

TM2-54 I 899 HN印 刊すHJ HNKI 5，09 119，88 1 。
r]¥イ2-55 900 

||IF-町lN田I-[J 
IINHJ HNK! 13，65 176，87 1 。

901 けNHJ HNKI 22，65 206，78 l 。
TI¥tI2 57 902 嵐化 風化 風化
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TM2-198 1070 HNHJ HNHJ HNKI 6.99 55.93 1 。
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TM2-2:36 I 1152SIVI-JI) SV¥T}Hコ SBIY 7，78 10U，13 1 0 

TM2--2訂 1153SWHD SVIJ-lD SBIY 12.486G.34 J.。
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TM2-256 I 12(1:3 SWJ-lD SWI-lD SBIY 12.15 84.491  0 
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SWI-ID SWHD SBIY 
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KZOB KZOB KZSN 
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2.68 91.53 1 。
1.45 68.43 1 。
12.78 115.79 1 。
6 ')';1 66.9 1 。
12.19 62.45 l 。
1.61 95.49 1 。
9.29 97.46 l 。
9.82 40.04 1 。
1.85 122.11 1 。
5.98 118.15 1 。
3.92 64.95 1 。
5，02 76，49 1 。
2，57 62，21 1 。
12，72 23，58 0.9987 。日013

13.04 67.29 。 。
12.83 62，67 。 。
15.34 116，38 。 。
1.82 52，5 。 。
11.42 40.67 。 。
4，29 43，05 。 。
19，62 56，24 。 。
6.14 103，91 。 。
25.45 210 。 。
25.48 72，49 。 。
1.68 84，79 。 。
18，59 128，23 。 。
13，91 167.75 。 。
19，7 24.89 。 。
3.18 121. 03 。 。
3.53 96.45 。 。
7，38 94，32 。 。
26，2 72，57 。 。
5，03 95，74 。 。
3，99 95.24 。 。
9.44 160，37 。 。
5，36 123.2 。 。
6，28 59，55 。 。
7.87 105.64 。 。
7，36 78 。 。
13.78 123.22 。 。
8.95 135，71 。 。
11，7l 167.75 。 。
5.16 65，17 。 。
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西山遺跡(第二東名No.2地点)出土黒曜石製石器産地推定結果集計

エリア 判別群 記号 試料数 % 
ブドウ沢 WOBD 。 。

和田 (WO) 牧ケ 沢 WOMS 。 。
高松沢 WOTM 。 。
芙蓉フイト WDHY 8 3.79 

鷹 山 WDTY 1 0.47 

小深沢 WDKB 1 0.47 

和田 (WD) 土屋橋北 WDTK 。 。
土屋橋西 WDTN 。 。
土屋橋南 WDTM 。 。
古 峠 羽TDHT 。 。

諏 訪 星 ケ "Ei、 S羽THD 33 15.64 

冷 山 TSTY 1 0.47 

毒事 科 双子山 TSHG 。 。
播鉢山 TSSB 。 。

天 城 キ白 峠 AGKT 4 1.9 

畑 宿 HNHJ 151 71.56 

鍛冶屋 HNKJ 。 。
籍 ネ畏 黒岩橋 HNKI 。 。

上多賀 HNKT 。 。
芦ノ 湯 HNAY 。 。

神津島
思馳島 KZOB 12 5.69 

砂糠崎 KZSN 。 。
高原山

甘湯沢 THAY 。 。
七尋沢 THNH 。 。

新 津 金 津 NTKT 。 。
新発田 キ反 山 SBIY 。 。
深 I甫 八森山 HUHM 。 。
木 造 出来島 KDDK 。 。
男 鹿

金ヶ 崎 OGKS 。 。
脇 本 OGWM 。 。

羽 黒
月 山 日GGS 。 。
今野川 HGIN 。 。

隠 岐
久 見 OKHM 。 。
箕 浦 OKMU 。 。
8 号 沢 STHG 。 。

白 滝 黒曜の沢 STKY 。 。
赤石山頂 STSC 。 。

赤 井 川 曲 JII AIMK 。 。
豊 浦 豊 泉 TUTI 。 。
置 戸 安 住 ODAZ 。 。
上士幌 一 股 KSMM 。 。
名 寄 布 J 11 NYHA 。 。
旭 JII 

高砂台 AKTS 。 。
春光台 AKSK 。 。

不明産地1 N K NK 。 。
合計 211 100 

不可など 94 

総計

-181 



写真図版
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図版 2

(1) 1区 KU層全体写真(南より)

.l 

(2) 2区 暗褐色土層~KU層遺物出土状況 (南より )
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図版 3

ぷ"
-ぜ
争
、
/

!、

/

、~

-_， 

(1) 縄文時代 2区 休場層上層での全体写真(北より)

(2) 2区完 掘 全 景 (北より )
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図版 6
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(1) 第E文化層 遺物分布状況 1 (西より)

(2) 第E文化層 2区 2号炭化物集中部 遺物分布状況2(西より )



図版 7

(1) 縄文時代草創期 2区 尖頭器出土状況 (東より )

(2) 縄文時代 1区配石2



図版 8

(1) 縄文時代 1区 1号石斧集積遺構

(2) 縄文時代 1区 2号石斧集積遺構



(1) 縄文時代 2区

1号土坑完掘状況

(2) 縄文時代 2区

5号土坑完掘状況

(3) 縄文時代 2区

7号土坑完掘状況
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図版 9

喝ζ

ラ



図版10

(1) 縄文時代 2区

3・4号土坑

(2) 縄文時代 2区

3号土坑

(3) 縄文時代 2区

4号土坑

京 ー



コM
E
図

民 9さ
ま手 4手

凶困 凶+1 凶盟
←皇 ーヨヨ ー眼

刊 刊 什
士三塁塁 去三塁塁 乞革担
世日や 世 u¥!' 世 u¥!'
ゃく← ヤくの ゃく寸
~ ~ 哩

) ) N M 



図版12

1210 

872 

910 

893 

/0' 

842 

1084 

849 

1213 

.添
f紘一;ブ明

~ 議L、 も-sぷ a

‘' 

先土器時代 石器 1(第 I文化層)

961 
163 

333 

241 1076 

972 

858 

929 

1049 

856 

-・・・・・・E 冒・・・圃・・・ 冒・・・・・・・



1240 

-・・・・・・・・・・・圃
川

l
l
叶
l
ー仏

、
主
1
J
ι

・・・・・・・

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

予

-J

v

iaA
ll
a
-r
斗
.
.
.
.
.
 

・・・1
JJ
-
一
一
。
td
H

一一J
倒

.

.
 
jj
z
凡で
，J

i
h
u
y

h
y
】

，

e
i
-
-由

町

，

1

F

1

・
f

J

'

'川
、-一
-
画

.

.

 '
J

，

E

i
i
b

h
l

!
・
ヶ
t
7
f1じ

hwL
I
-

-・4
&
ー白

ー

.，

守

j

4
mtF

V

M

叶

&

a

.

、.. 

'HW僻'，
・

j
z
-
円三

ν
J
，u
f
t
，
r
is
-

-
E
F
rwわい
わい…

γ

一恥
悦
也

汀

'~~I;--~ 
壱IlWiii

9J:!?::ff 
940 

ハ ー-~ ...... ~.....-.............. ~ . 圃ー
. 叫ド‘"'1・ι ・- 、_，鴫聖司自・且.....  Ii_.II!_，.'困E
~副主司・

圃 ，行iI 司 令岬 畠削
-j--..  -・・1 、i. ..... ""-.・・・・・- い、、.."理・

・・・・w ・・- ・ー - 一
927 

J・1

906 

先土器時代 石器 2(第 I文化層)

-・ ~tfi干・ 1，・・
rて ~可漕田岡
婚記、ぜ..  
...-一ふ・ -
- ・ 7 ‘~・ l&&ダ a
E ・ド-
・ _，・且 SJWW#・・

卓薗

874 

1054 

a・・・lIIi

冒E薗
墨画'

-・圃・・・E

848 

E・・・・圃圃E

図版 13

1011 

F 
唱iI!!!'I

1016 

1052 

53 

1069 

E・・・圃・・・



図版14

先土器時代 石器 3(第 I文化層)
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縄文時代石器5
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ふ り がな にしやまいせき

菩 名 西山遺跡(第二東名No.目 2地点)

副 書 名 第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

シリーズ名 静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告

シリーズ番号 第170集

編集者名 勝山百合 小崎普 笹原芳郎

編集機関 財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

所 在 地 T422-8002 静岡県静岡市駿河区谷田23-20 TEL054-262-4261 

発行年月日 2006年3月24日

ふりがな ふりがな コ 東経 調査面積
調査期間 調査原因

所収遺跡名 所 在 地 市町村 遺跡番号
。I11 。111 ni 

日本測地系

35度 138度 1999.10.18 

す駿ん東とう郡ぐん 09分 52分

にし やま 58秒 29秒 1999.11.19 
第二東名

西山
あ宇さ内うち出で

22342 
世界測地系

399201If 
建設事業

2000. 1. 6 
35度 138度
09分 52分 2000. 3.2] 
03秒 13秒

所収遺跡名 種別 主な年代 主な遺構 主な遺物 特記事項

第 I文化}富山L) ナイフ形石器11、スクレ 先土器時代はAT降灰

イパ-7、彫器ムドリル 後のスグレイパーを主

石器集中部2
1、 4、石7実2、 体とする石器群を検

町石2
台石 2、磨石 2、敵石 2、 出。 C14年代測定、樹種
剥片類225

分析、使用痕分析と合
先土器

わせ、当該期の特徴をE文化層(BBI) ナイフ形石器 2、スグレ

イパ一目、台石 I、剥片類 示すむなお、黒曜石製石

にし 石器集中部 1
30 器段、全点産地推定分析

西 集落
炭化物集中部2

を行っている。縄文時

代は草創期~中期の遺

縄文時代 土器223、有舌尖頭器上
物が出土している。特

尖頭器 4、局部磨製-:6斧
にニヶ所の石斧集積遺

石斧集積遺構2 3、打製石斧 9、 構が特筆される。

丈 土坑10 スグレイパ-3、ドリル

配石 1 2、模形石器13、石核 l、

焼土跡 5 敵石69、磨石47、台、石256、

東!片類67
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